
ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
二
七

ポ
テ
ィ
エ
師
頌

ギ
ヨ
ー
ム
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ・ル・ト
ロ
ー
ヌ

吉

原

達

也　
　

訳

解
題

1
．
本
稿
は
、
ギ
ヨ
ー
ム
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ル
・
ト
ロ
ー
ヌ
﹇G

uillaum
e-F

rançois L
e T

rosne, 1728-80

﹈
に
よ
る
「
ポ
テ
ィ
エ
師

頌
」E

loge historique de M
.P

othier, par M
 L

e T
rosne, in: R

obert-Joseph P
othier, T

raité su
r d

ifféren
tes m

atières d
u

 

d
roit civil, appliqu

ées à l’u
sage d

u
 barreau

 et d
e ju

rispru
d

en
ce fran

çaise, 1773, p.xxi-lxii

を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

訳
出
に
当
た
っ
て
は
、W

illiam
 D

avid E
vans, E

loge of P
othier, in: R

obert-Joseph P
othier, A

 T
reatise on

 th
e L

aw
 of 

O
bligation

s or C
on

tracts, vol.1,1806/ 3
rd A

m
erican edition, P

hiladerphia 1853, p.17-45

を
参
照
し
た
。
さ
き
に
ポ
テ
ィ
エ

翻　

訳

（
三
七
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
二
八

『
新
編
学
説
彙
纂
』
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
な
す
機
会
を
得
た
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
ポ
テ
ィ
エ
の
事
績
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
中
で
ル
・
ト
ロ
ー
ヌ
の
「
頌
」
は
ポ
テ
ィ
エ
の
評
伝
と
し
て
も
重
要
な
記
述
が
多
く
、
資
料
的
価
値
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
と
く
に
訳
出
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。

2
．
ロ
ベ
ー
ル
＝
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ポ
テ
ィ
エ
﹇R

obert-Joseph P
othier, 1699-1771

﹈
は
、
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
法
学
者

で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
成
立
に
至
る
法
学
史
に
お
い
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
人
物
で
あ
る

（
1
）

。
ポ
テ
ィ
エ
は
、
一
六
九
九
年
一
月

一
九
日
、
オ
ル
レ
ア
ン
に
生
ま
れ
、
そ
の
家
系
は
、
代
々
、
行
政
官
又
は
司
法
官
を
つ
と
め
る
地
方
上
層
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
属
す
る
。

父
ロ
ベ
ー
ル
・
ポ
テ
ィ
エ
は
、
オ
ル
レ
ア
ン
上
座
裁
判
所
評
定
官
で
あ
っ
た
。
一
七
一
五
年
、
オ
ル
レ
ア
ン
大
学
に
学
籍
登
録
。
学
業
を

修
め
る
と
と
も
に
、
当
時
よ
く
読
ま
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
法
学
者
フ
ィ
ニ
ウ
ス
﹇V

inius

﹈
の
注
釈
書
を
手
が
か
り
に
、『
学
説
彙
纂
』

研
究
へ
の
関
心
を
深
め
た
。
一
七
一
七
年
八
月
五
日
に
法
学
得
業
士
、
一
七
一
八
年
八
月
二
二
日
に
法
学
士
の
学
位
を
取
得
、
同
月
二
九

日
に
フ
ラ
ン
ス
固
有
法
に
関
す
る
公
開
試
験
に
合
格
し
、
法
曹
資
格
を
取
得
し
た
。
一
七
二
〇
年
五
月
三
一
日
、
オ
ル
レ
ア
ン
上
座
裁
判

所
評
定
官
に
任
命
さ
れ
る
。
こ
の
頃
、
オ
ル
レ
ア
ン
上
座
裁
判
所
の
同
僚
で
、
オ
ル
レ
ア
ン
大
学
フ
ラ
ン
ス
法
講
座
教
授
プ
レ
ヴ
ォ
・

ド
・
ラ
・
ジ
ャ
ネ
ス
﹇M
ichel P

révôt de la Jannès, 1695-1749

﹈
の
自
宅
で
毎
水
曜
日
に
開
か
れ
て
い
た
討
論
会
に
参
加
し
、
法
学

徒
や
若
い
法
律
家
の
啓
発
に
努
め
た
。
こ
の
討
論
会
は
ジ
ャ
ネ
ス
の
死
後
、
ポ
テ
ィ
エ
に
引
き
継
が
れ
、
氏
の
自
宅
で
一
四
年
以
上
に
わ

た
り
、
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
評
定
官
就
任
以
後
も
、
バ
ル
ト
ル
ス
、
キ
ュ
ジ
ャ
ス
、
デ
ュ
ム
ラ
ン
の
諸
著
作
を
丹
念
に
読
み
込
み

つ
つ
、『
学
説
彙
纂
』
研
究
を
進
め
、
そ
の
再
編
成
を
試
み
て
い
た
。
一
七
三
五
年
、
ポ
テ
ィ
エ
の
研
究
は
、
草
稿
を
読
ん
だ
プ
レ

ヴ
ォ
・
ド
・
ラ
・
ジ
ャ
ネ
ス
を
通
じ
て
、
時
の
大
法
官
ア
ン
リ
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ダ
ゲ
ッ
ソ
ー
﹇H

enri F
rançois D

aguesseau, 

1668-1751

﹈
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
大
法
官
は
、
ポ
テ
ィ
エ
の
研
究
の
意
義
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
後
激
励
し
つ
つ
、
と
き
に
は

（
三
八
〇
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
二
九

専
門
的
な
助
言
を
与
え
た
。
こ
の
間
の
両
者
の
交
流
の
一
端
は
、『
頌
』
の
注
と
し
て
部
分
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
、
大
法
官
の
ポ
テ
ィ

エ
宛
て
書
簡
に
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、『
新
編
学
説
彙
纂
』
誕
生
に
至
る
経
緯
を
知
る
上
で
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
研
究
は
、
一
二
年
間
、
準
備
期
間
を
含
め
る
と
二
五
年
の
長
期
に
及
ん
だ
。
一
七
四
〇
年
、
プ
レ
ヴ
ォ
・
ド
・
ラ
・
ジ
ャ
ネ
ス
と
と
も

に
『
オ
ル
レ
ア
ン
慣
習
法
』
を
公
刊

（
2
）

。
一
七
四
七
年
、
オ
ル
レ
ア
ン
市
参
審
人
職
に
任
命
さ
れ
る
。
一
七
四
八
年
、『
新
編
ユ
ス
テ
ィ
ニ

ア
ヌ
ス
学
説
彙
纂
』
第
一
巻
が
公
刊
後
、
一
七
五
三
年
に
全
三
巻
が
完
結
す
る

（
3
）

。
一
七
五
〇
年
一
月
二
〇
日
、
国
王
ル
イ
一
五
世
の
名
前

で
、
前
年
の
プ
レ
ヴ
ォ
・
ド
・
ラ
・
ジ
ャ
ネ
ス
の
死
に
伴
っ
て
空
席
と
な
っ
て
い
た
、
オ
ル
レ
ア
ン
大
学
フ
ラ
ン
ス
法
講
座
教
授
に
任
命

さ
れ
る
。
こ
の
職
に
あ
っ
て
、
師
が
教
師
と
し
て
研
究
者
と
し
て
努
力
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
頌
』
の
中
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

一
七
六
〇
年
、『
オ
ル
レ
ア
ン
慣
習
法
』
の
改
訂
版
の
公
刊

（
4
）

。
一
七
六
一
年
、『
債
務
法
概
論

（
5
）

』
を
公
刊
。
以
後
、
最
晩
年
に
至
る
ま
で
ほ

ぼ
毎
年
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
個
別
の
法
問
題
に
関
す
る
一
連
の
概
論
が
公
刊
さ
れ
る

（
6
）

。
一
七
七
二
年
三
月
二
日
、
オ
ル
レ
ア
ン
市
の
自

宅
で
死
去
、
享
年
七
三
で
あ
っ
た
。

3
．
ギ
ヨ
ー
ム
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ル
・
ト
ロ
ー
ヌ
は
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ケ
ネ
ー
﹇F

rançois Q
uesnay, 1694-1774

﹈
及
び
ミ
ラ
ボ
ー
侯

爵
﹇M

arquis de M
irabeau, V

ictor de R
iqueti, 1715-89

﹈
に
始
ま
る
重
農
主
義
学
派
の
主
要
な
論
客
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
人

物
で
も
あ
る

（
7
）

。
ル
・
ト
ロ
ー
ヌ
は
、
一
七
二
八
年
一
〇
月
三
日
、
オ
ル
レ
ア
ン
に
生
ま
れ
る
。
父
ギ
ヨ
ー
ム
は
、
オ
ル
レ
ア
ン
上
座
裁
判

所
評
定
官
な
ど
を
勤
め
た
法
律
家
で
あ
っ
た
。
一
七
四
八
年
、
ル
・
ト
ロ
ー
ヌ
は
、
父
の
跡
を
継
ぐ
べ
く
、
故
郷
オ
ル
レ
ア
ン
に
お
い
て

法
律
学
を
学
ん
だ
。
ル
・
ト
ロ
ー
ヌ
と
ポ
テ
ィ
エ
と
の
長
き
に
わ
た
る
交
流
の
一
端
は
「
頌
」
の
中
に
か
い
ま
見
ら
れ
る
。
大
学
一
年
時
、

ポ
テ
ィ
エ
と
旅
行
を
友
に
し
た
こ
と
を
思
い
出
と
し
て
語
っ
て
い
る
。「
私
は
当
時
法
学
部
の
一
年
生
で
あ
り
、
こ
の
旅
行
は
私
に
と
っ

て
勉
強
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
は
法
学
提
要
を
持
参
し
た
が
、
道
中
ポ
テ
ィ
エ
氏
が
対
話
を
通
じ
て
教
え
て
く
れ
た
こ
と

（
三
八
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
三
〇

は
、
私
に
と
っ
て
ま
た
と
な
い
手
引
き
で
あ
っ
た
。」、
と
。
一
七
五
三
年
に
、
オ
ル
レ
ア
ン
上
座
裁
判
所
付
国
王
弁
護
士
に
任
官
。
そ
の

後
、
一
七
六
五
│
一
七
六
八
年
に
か
け
て
、
重
農
主
義
者
ケ
ネ
ー
理
論
の
立
場
に
立
ち
、
そ
の
学
派
の
論
客
と
し
て
、
機
関
誌
『
エ
フ
ェ

メ
リ
ッ
ド
・
デ
ュ
・
シ
ト
ワ
イ
ヤ
ン
』﹇É

ph
ém

érid
es d

u
 citoyen

﹈
を
は
じ
め
と
す
る
諸
雑
誌
に
経
済
に
関
す
る
論
稿
を
寄
稿
し
た
。

一
七
六
九
年
以
来
、
カ
ー
ン
・
文
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ
ン
バ
ー
、
一
七
七
七
年
に
は
、
代
表
作
『
社
会
秩
序
』
が
公
刊
さ
れ
る

（
8
）

。
同
書
第

一
〇
講
「
戦
争
論
及
び
商
業
禁
止
論
」
の
結
語
の
一
部
に
は
、
一
七
七
四
年
に
亡
く
な
っ
た
ケ
ネ
ー
に
対
す
る
追
悼
の
辞
が
記
さ
れ
て
い

る
（
9
）

。
一
七
七
四
年
、
国
王
弁
護
士
職
を
離
れ
、
オ
ル
レ
ア
ン
上
座
裁
判
所
名
誉
評
定
官
と
な
る
。
一
七
七
九
年
、『
地
方
行
政
及
び
租
税

改
革
論

（
10
）

』
公
刊
。
一
七
八
〇
年
五
月
二
六
日
、
パ
リ
に
お
い
て
没
し
た
。
享
年
五
二
。

4
．
紙
数
の
関
係
で
訳
注
は
割
愛
し
、
本
文
中
の
人
名
に
つ
い
て
は
、
必
要
の
限
り
で
﹇
姓
・
名
の
原
綴
、
生
没
年
﹈
を
記
し
て
、
個
人

を
特
定
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
が
、
す
べ
て
を
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ご
寛
恕
を
請
い
た
い
。

（
1
） 

大
川
四
郎
「
ロ
ベ
ー
ル
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ポ
テ
ィ
エ
」
勝
田
有
恒
・
山
内
進
編
『
近
世
・
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
学
者
た
ち
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
・
二
〇
〇
八
年
、
二
三
五
│
二
四
六
頁
を
参
照
。
ま
た
関
連
文
献
に
つ
い
て
、
同
二
四
五
│
二
四
六
頁
を
参
照
。A

ndré-Jean A
rnaud, L

es 

origines doctorinales du code civil français, préface de M
ichel V

illey B
ibliothèque de philosophie du droit, v.9

）, L
ibrairie 

générale de droit et de jurisprudence, 1969. 

野
田
良
之
「《
紹
介
》
ア
ン
ド
レ
＝
ジ
ャ
ン
・
ア
ル
ノ
ー
《
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
学
説
的
起
源
》

一
九
六
九
年
》『
日
仏
法
学
』
第
七
号
・
一
九
七
三
年
、
三
一
│
六
二
頁
所
収
。
関
口
晃
「
フ
ラ
ン
ス
近
世
私
法
に
関
す
る
一
考
察
」『
法
制
史
研
究

第
14
号
別
冊
│
法
典
編
纂
史
の
基
本
的
諸
問
題
』
法
制
史
学
会
編
・
創
文
社
・
一
九
六
三
年
、
八
五
│
一
四
六
頁
。
関
口
晃
「
フ
ラ
ン
ス
近
世
私
法

学（
2
）ポ
テ
ィ
エ
」『
西
洋
法
制
史
料
選
Ⅲ
（
近
世
・
近
代
）』
創
文
社
・
一
九
七
九
年
、
一
三
〇
│
一
四
六
頁
。
ポ
テ
ィ
エ
追
悼
と
し
て
、

L
econte de B

iévre, E
loge de M

. P
othier, P

aris, 1772. 

評
伝
と
し
て
、âine D

upin, D
issertation sur la vie et les ouvrages de 

（
三
八
二
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
三
一

P
othier, B

échet A
iné, L

ibraire, 1825, 150p.; A
uguste-F

rédéric-M
athilde F

rém
ont, R

echerches historiques et biographiques 

sur P
othier: P

ubl. à l ’occasion de l ’érection de sa statue, G
atineau, M

am
e, 1859, 378p. 

ポ
テ
ィ
エ
及
び
ダ
ゲ
ッ
ソ
ー
の
そ
の
後
の
私

法
学
へ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
、L

éopold T
hézard, D

e l ’infl uence des travaux de P
othier et du chancelier d ’A

guesseau sur le droit 

civil m
oderne, A

. D
urand, 1866, 105p. ; R

evue historique de droit français et étranger, vol.12, 1886, pp.5-56 &
 229-281.

（
2
） 

C
ou

tu
m

e d
’O

rléan
s avec d

es n
otes, O

rléans, 1740, 2 tom
., en collaboration avec P

révôt de la Jannès et P
othier.

（
3
） 

P
an

d
ectæ

 Ju
stin

ian
eæ

, in
 n

ovu
m

 ord
in

em
 d

igestæ
 : cum

 legibus C
odicis et N

ovellis, quœ
 jus P

andectarum
 confi rm

ant, 

explicant aut abrogant : præ
fi xus est index titulorum

 &
 divisionum

 om
nium

, quo totius operis specim
en quoddam

 &
 quasi 

m
ateriarum

 appendix exhibetur: subjecta quoque tabula, quâ nom
inatim

 leges om
nes cum

 suis paragraphis et versiculis ordini 

D
igestorum

 restituuntur, P
aris: A

pud S
augrain patrem

,1748-1752. P
othier,R

.J, N
eu

ville P
an

d
ectes d

e Ju
stin

ien
, m

ises d
an

s 

u
n

 n
ou

vel ord
re, avec les lois du code et les novelles qui confi rm

ent, expliquent ou abrogent le droit des pandectes, traduites 

par M
. de B

réard,24 tom
es, P

aris D
ondey-D

upré, 1823.

ポ
テ
ィ
エ
「
新
編
学
説
彙
纂
」
の
編
成
論
理
に
関
し
て
、
西
村
隆
誉
志
『
不
法
行

為
責
任
概
念
の
形
成
│
法
人
文
主
義
と
法
学
の
近
代
』
成
文
堂
・
二
〇
一
三
年
、
二
二
一
頁
以
下
を
参
照
。
菊
池
肇
哉
「
ポ
テ
ィ
エ
『
法
準
則
論
』

中
の
「
一
般
的
法
準
則
」
に
お
け
る
方
法
論
分
析
：
ポ
テ
ィ
エ
「
新
序
列
」
と
ド
マ
「
自
然
的
序
列
」
の
相
克
と
統
合
」『
日
本
法
学
』
第
八
一
巻

一
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
│
三
五
頁
。
吉
原
達
也
「『
学
説
彙
纂
』
第
五
〇
巻
第
一
七
章
第
一
法
文
に
つ
い
て

│
ポ
テ
ィ
エ
『
新
編
ユ
ス
テ
ィ
ニ

ア
ヌ
ス
学
説
彙
纂
』
レ
グ
ラ
エ
論
序
章

│
」『
日
本
法
学
』
第
八
〇
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
）、
七
七
│
一
〇
五
頁
、「
ポ
テ
ィ
エ
『
新
編
学
説

彙
纂
』
第
五
〇
巻
第
一
七
章
第
二
部
第
一
章
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
八
二
巻
一
号
（
二
〇
一
六
年
）、
一
│
四
四
頁
、「
ポ
テ
ィ
エ
『
新
編
ユ
ス

テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
学
説
彙
纂
』
第
五
〇
巻
一
七
章
に
お
け
る
帰
国
権
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
二
巻
二
号
（
二
〇
一
六
年
）、
六
三
九
│

六
六
四
頁
。
吉
原
達
也
訳
「
ポ
テ
ィ
エ
『
新
編
学
説
彙
纂
』
第
五
〇
巻
第
一
七
章
第
一
部
抄
」『
日
本
法
学
』
第
八
一
巻
三
号
（
二
〇
一
五
年
）、

九
七
│
一
二
六
頁
。

（
4
） 

C
ou

tu
m

es d
es d

u
ch

é, bailliage et prévôté d
’O

rléan
s, et ressorts d

’iceu
x : avec une introduction générale auxdites 

coutum
es, &

 des introductions particulieres à la tête de chaque titre, dans lesquelles les principes des m
atiéres contenues 

（
三
八
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
三
二

dans le titre, sont exposés &
 développés : le texte est accom

pagné de notes, C
hez Jean R

ouzeau-M
ontaut, 1760, t. 1&

 2, t. 3. 

同

書
の
書
誌
に
つ
い
て
、P

ierre L
arousse, G

ran
d

 d
iction

n
aire u

n
iversel d

u
 X

IX
e siècle, L

arousse, 1869, p.415

を
参
照
。

（
5
） 

T
raité d

es obligation
s, O

rléans, 1761, puis 1764.

（
6
） 
一
連
の
概
論
に
つ
い
て
は
、『
頌
』
注
10
所
収
の
リ
ス
ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
） 

大
川
四
郎
「
一
八
世
紀
オ
ル
レ
ア
ン
法
曹
界
に
お
け
る
法
学
的
諸
潮
流
の
交
錯
：
オ
ル
レ
ア
ン
上
座
裁
判
所
付
検
事
ギ
ヨ
ー
ム
・
フ
ラ
ン
ソ

ワ
・
ル
ト
ロ
ー
ヌ
（
一
七
二
八
│
一
七
八
〇
）
の
三
論
稿
の
分
析
を
も
と
に
し
て
」『
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
』
一
八
六
号
・
二
〇
〇
一
年
・

一
四
七
│
一
九
三
頁
。
同
「
十
八
世
紀
オ
ル
レ
ア
ン
の
法
曹
界

│
ギ
ヨ
ー
ム
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ル
ト
ロ
ー
ヌ
（
一
七
二
八
│
一
七
八
〇
）
周
辺
の

法
文
化
に
つ
い
て

│
」『
法
制
史
研
究
』
四
八
・
一
九
九
九
年
、
一
八
〇
│
一
八
五
頁
。
ル
ト
ロ
ー
ヌ
に
関
す
る
評
伝
と
し
て
、E

ugène D
aire, 

N
otice sur la vie et les travaux de L

e T
rosne in: P

h
ysiocrates: Q

u
esn

ay, D
u

pon
t d

e N
em

ou
rs, M

ercier d
e la R

ivière, l’abbé 

B
au

d
eau

, L
e T

rosn
e, libr. de G

uillaum
in, 1846, p.879-884

を
参
照
し
た
。
金
山
直
樹
「
ポ
テ
ィ
エ
の
法
律
学
」『
姫
路
法
学
』
第
三
号

（
一
九
八
九
年
）、
一
一
七
│
一
四
三
頁
。
大
川
四
郎
「
ロ
ベ
ー
ル
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ポ
テ
ィ
エ
の
邪
利
息
に
つ
い
て
の
一
試
論（
1
）〜（
4
・
完
）『
名

古
屋
大
学
法
政
論
集
』
一
一
四
、
一
一
六
、
一
一
七
、
一
二
〇
号
（
一
九
八
七
│
八
八
年
）
を
参
照
。

（
8
） L

e T
rosne, D

e l’ord
re social : ou

vrage su
ivi d

’u
n

 traité élém
en

taire su
r la valeu

r, l’argen
t, la circu

lation
, l’in

d
u

strie &
 

le com
m

erce in
térieu

r &
 extérieu

r, O
riginally published: P

aris: D
ebure, 1777 ;  reprinted ed., M

ünchen K
raus R

eprint, 1980, 

xxxi, 728 p.

（
9
） 

O
p.cit., p.447sqq.

（
10
） 

D
e l’ad

m
in

istration
 provin

ciale, et d
e la réform

e d
e l’im

pôt, B
asle, 1779, v-x, 661p.

（
三
八
四
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
三
三

ポ
テ
ィ
エ
師
頌

オ
ル
レ
ア
ン
上
座
裁
判
所
付
国
王
弁
護
士　

ル
・
ト
ロ
ー
ヌ
に
よ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
名
前
を
挙
げ
る
だ
け
で
そ
の
人
な
ら
間
違
い
な
い
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
き
わ
め
て
著
名
な
人
々
が
い
る
。
法
律
学

に
お
い
て
、
古
く
は
シ
ャ
ル
ル
・
デ
ュ
ム
ラ
ン
氏
﹇C

harles D
um

oulin, 1500-66

﹈
が
そ
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
し
、
現
代
に
お
い

て
は
ポ
テ
ィ
エ
師
が
ま
さ
に
そ
れ
に
あ
た
る
。
師
の
同
時
代
人
た
ち
は
、
師
を
過
去
数
世
紀
来
登
場
し
た
最
も
偉
大
な
法
律
家
と
看
倣
し

た
。
師
の
見
解
は
、
生
前
か
ら
す
で
に
、
裁
判
所
に
お
い
て
権
威
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
後
生
は
こ
の
判
断
を
確
認
し
確
固
た
る
も
の
と

な
す
だ
け
で
あ
ろ
う
。

も
し
わ
れ
わ
れ
が
師
の
こ
と
を
、
洞
察
力
あ
る
法
学
者
と
し
て
そ
の
学
識
を
賞
賛
す
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
第
一
部
に
お
い
て
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
師
の
著
作
を
参
照
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の
優
れ
た
人
物
は
わ
れ
わ
れ
に
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
者
、

学
者
、
司
法
官
、
市
民
の
最
も
完
全
な
模
範
を
提
供
し
た
。
彼
の
高
邁
な
精
神
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
単
な
る
才
能
豊
か
な
法
律
家
だ

け
で
な
く
、
何
も
の
に
も
代
え
難
い
尊
敬
に
値
す
る
人
物
に
め
ぐ
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
師
の
資
質
は
、
そ
れ
ら
に
思
い
を

至
す
す
べ
て
の
人
々
の
記
憶
の
中
に
、
感
謝
と
感
嘆
の
念
を
も
っ
て
刻
み
込
ま
れ
た
。
彼
ら
は
永
遠
に
そ
の
こ
と
の
記
憶
を
持
ち
続
け
よ

う
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
家
で
あ
る
こ
と
し
か
知
ら
な
い
者
た
ち
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
が
な
す
べ
き
こ
と
は
何
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

後
生
の
人
び
と
の
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
は
何
も
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
偉
大
な
人
び
と
と
い
う
手
本
は
、
彼
ら
と
同
時
代
を
生
き
た
者
で

な
け
れ
ば
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
同
時
代
に
生
き
た
者
た
ち
が
後
生
の
人
々
に
負
っ
て
い
る
義
務
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
有
名
な
人
々
の
足
跡
を
わ
れ
わ
れ
の
眼
に
彷
彿
と
さ
せ
る
べ
く
心
を
こ
め
て
描
き
た
い
。
私
は
幸
運
に
も
ポ
テ
ィ
エ
氏

（
三
八
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
三
四

の
肖
像
を
所
蔵
す
る
。
私
は
こ
の
恩
恵
を
得
る
た
め
に
払
っ
た
労
苦
と
、
私
に
対
す
る
友
情
が
師
の
謙
虚
さ
に
加
え
た
暴
力
を
今
と
な
っ

て
は
非
常
な
満
足
感
を
も
っ
て
思
い
起
こ
し
続
け
よ
う
。

さ
て
、
大
急
ぎ
で
増
刷
り
さ
れ
た
ビ
ュ
ラ
ン
版
画
の
、
冷
た
く
生
命
の
通
わ
な
い
似
姿
し
か
わ
れ
わ
れ
に
残
さ
れ
て
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
貧
弱
で
空
し
い
慰
め
は
、
真
の
悲
し
み
を
も
た
ら
す
だ
け
で
、
こ
れ
を
静
め
て
は
く
れ
な
い
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
き
わ
ま
り

な
く
貴
重
な
宝
庫
、
こ
の
傑
出
し
た
人
物
の
性
格
を
な
す
さ
ま
ざ
ま
な
徳
性
を
思
い
起
こ
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
が

残
す
べ
き
最
も
重
要
な
も
の
は
単
な
る
姿
形
で
は
な
い
。
し
か
し
、
か
く
も
立
派
で
謙
虚
で
あ
る
と
同
時
に
崇
高
な
人
物
、
卓
越
し
人
の

通
常
の
状
態
を
超
越
し
た
と
思
わ
れ
る
人
物
の
特
徴
を
し
か
る
べ
く
描
く
こ
と
を
誰
が
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
で
師
の
徳
性
を

誇
張
し
た
と
糾
弾
さ
れ
、
同
時
に
、
師
を
よ
く
知
る
人
々
か
ら
ま
る
で
粗
削
り
だ
と
い
う
糾
弾
を
い
か
に
避
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

か
く
も
そ
の
世
紀
、
祖
国
そ
し
て
人
類
に
大
き
な
名
誉
を
も
た
ら
し
た
人
物
の
記
憶
に
正
し
く
賞
賛
の
義
務
を
払
い
つ
つ
、
こ
の
二
つ
の

障
害
の
間
を
進
ん
で
行
こ
う
。
真
実
の
姿
を
慎
み
あ
る
文
体
で
語
る
こ
と
に
し
よ
う
。
師
へ
の
頌
辞
が
簡
潔
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ

だ
け
い
っ
そ
う
師
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
ろ
う
。

第
一
部

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
一
六
九
九
年
一
月
九
日
に
オ
ル
レ
ア
ン
で
名
望
あ
る
家
系
に
生
ま
れ
た
。
師
の
父
は
上
座
裁
判
所
評
定
官
で
あ
っ
た
。

師
は
持
っ
て
生
ま
れ
た
虚
弱
の
体
質
を
節
度
と
節
制
に
よ
っ
て
鍛
え
る
と
と
も
に
、
た
ゆ
ま
ぬ
勤
勉
と
専
心
に
よ
っ
て
そ
の
能
力
を
高
め

た
。
精
神
に
つ
い
て
も
、
事
情
は
肉
体
と
同
様
で
あ
る
。
師
に
ふ
さ
わ
し
い
鍛
錬
な
く
し
て
は
、
そ
の
才
能
を
使
え
ず
、
麻
痺
し
て
働
か

な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
教
師
の
主
た
る
効
用
は
、
勤
勉
に
よ
り
軽
率
さ
を
い
ま
し
め
、
妄
想
を
抑
え
、
判
断
力
を
養
い
、
省
察
し
吟
味
し

（
三
八
六
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
三
五

議
論
す
る
こ
と
を
習
慣
づ
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
精
神
の
糧
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
若
者
た
ち
の
中
に
そ
う
し
た
能
力
を
見
つ

け
る
よ
り
、
教
師
の
中
に
こ
の
よ
う
な
才
能
を
見
出
す
こ
と
は
む
し
ろ
稀
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
か
る
教
育
を
受
け
ら
れ
ず
、
一
体
ど

の
く
ら
い
の
生
徒
が
そ
の
後
の
真
摯
な
勉
強
を
な
し
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
援
助
は
ポ
テ
ィ
エ
師
に
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
師
は
五
歳
で
父
を
亡
く
し
、
自
ら
の
訓
育
の
た
め
に
自
分
自
身
で
糧
を
得

る
し
か
な
か
っ
た
。
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
会
は
き
わ
め
て
弱
体
的
で
あ
っ
た
が
、
師
は
非
常
に
よ
く
勉
強
し
た
。
と
い
う
の
は
、
才
能
あ
る
者

は
手
が
か
り
さ
え
得
ら
れ
れ
ば
そ
れ
で
よ
く
、
進
歩
す
る
か
し
な
い
か
は
、
本
人
次
第
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
師
の
手
に
委
ね

ら
れ
た
古
代
の
古
典
作
家
た
ち
は
師
の
先
生
で
あ
っ
た
。
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
つ
ぎ
に
そ
れ
ら
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

さ
に
楽
し
み
こ
そ
は
成
功
の
秘
訣
で
あ
る
。
幸
運
な
記
憶
力
と
類
い
ま
れ
な
能
力
に
よ
り
、
ポ
テ
ィ
エ
師
は
独
学
で
そ
の
知
識
を
完
成
さ

せ
、
生
涯
を
通
じ
て
持
ち
続
け
た
教
養
を
蓄
え
る
に
至
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
楽
し
む
暇
を
持
た
な
か
っ
た
。
ま
さ
に
こ
の
確
た
る
弁
別
こ

そ
は
、
懸
命
の
勉
学
の
最
も
貴
重
な
成
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

師
は
オ
ル
レ
ア
ン
大
学
で
法
律
学
を
修
め
た
。
師
は
将
来
に
お
い
て
こ
の
大
学
に
大
い
な
る
名
声
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

大
学
が
法
律
学
の
修
得
に
与
え
て
く
れ
た
援
助
は
、
文
学
的
教
養
を
身
に
つ
け
る
の
に
コ
レ
ー
ジ
ュ
が
与
え
て
く
れ
た
援
助
に
及
ば
な

か
っ
た
。
当
時
大
学
の
講
座
を
占
め
て
い
た
教
授
た
ち
は
学
生
の
成
長
に
ま
っ
た
く
関
心
が
な
く
、
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
講
義
を
提
供
し

て
自
己
満
足
し
、
聞
き
手
た
る
学
生
の
能
力
に
自
分
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
教
え
た
も
の
は
法
律
学
と
呼
べ
る
代
物
で

は
な
く
、
法
律
学
自
体
本
来
美
し
く
輝
か
し
い
も
の
で
あ
る
の
に
、
彼
ら
が
提
供
し
た
も
の
は
、
そ
の
学
問
の
性
質
と
は
無
縁
の
、『
学

説
彙
纂
』
編
纂
者
の
無
能
力
と
不
誠
実
に
起
因
す
る
混
乱
と
矛
盾
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
ロ
ー
マ
法
文
の
説
明
を
通
じ
て
啓
発

す
る
の
で
は
な
く
、
教
授
た
ち
は
、
学
派
の
対
立
の
中
で
考
案
さ
れ
増
大
し
た
些
細
な
問
題
で
講
義
を
満
た
す
ば
か
り
だ
っ
た
。

（
三
八
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
三
六

彼
ら
の
教
授
法
か
ら
す
る
と
、
そ
の
目
的
は
、
指
導
に
よ
っ
て
嫌
悪
を
煽
る
こ
と
で
、
学
生
た
ち
を
法
律
学
の
聖
域
か
ら
排
除
す
る
こ

と
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
古
代
の
ロ
ー
マ
の
貴
族
が
、
平
民
た
ち
を
支
配
す
べ
く
、
訴
訟
方
式
を
注
意
深
く
彼
ら
か
ら
隠
し
、

法
の
知
識
を
神
秘
の
ベ
ー
ル
に
包
ん
で
自
分
た
ち
で
独
占
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
欠
陥
の
多
い
教
育
が
ポ
テ
ィ
エ
の
堅

実
か
つ
賢
明
な
る
精
神
を
満
足
さ
せ
え
な
か
っ
た
。
幸
い
に
も
教
育
は
師
の
気
持
ち
を
く
じ
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
師
は
そ
の
欠
陥

を
認
識
し
、
自
ら
の
勤
勉
で
も
っ
て
他
の
援
助
の
不
足
を
補
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
学
問
で
あ
れ
、
最
初
の
一
歩
は
非
常
な
困
難
が
待
ち
受

け
て
い
る
。
こ
れ
を
師
は
、
フ
ィ
ニ
ウ
ス
﹇V

innius, A
rnoldus, 1588-1657

﹈
の
注
解
書
を
手
が
か
り
に
『
法
学
提
要
』
の
真
剣
な
研

究
で
乗
り
越
え
、
か
く
し
て
『
学
説
彙
纂
』
の
も
っ
と
も
深
く
一
貫
し
た
研
究
に
よ
っ
て
、
法
の
源
泉
そ
の
も
の
を
取
り
出
す
準
備
を
し

て
い
た
。

師
は
、
卒
業
に
あ
た
っ
て
、
き
わ
め
て
優
秀
な
成
績
で
得
た
学
位
を
い
か
に
用
い
る
べ
き
か
、
い
ま
だ
は
っ
き
り
と
は
決
め
て
い
な

か
っ
た
。
師
に
と
っ
て
問
題
だ
っ
た
の
は
、
職
業
選
択
を
自
分
で
決
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
重
要
な
一
歩
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
際
に
、
偶
然
や
流
行
あ
る
い
は
環
境
が
人
生
の
な
り
ゆ
き
を
し
ば
し
ば
決
定
す
る
。
師
は
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
に
な

ろ
う
と
考
え
た
が
、
こ
れ
は
母
へ
の
愛
情
の
ゆ
え
に
思
い
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
地
位
で
清
廉
な
宗
教
心
を
持
ち
続
け
れ
ば
き
っ
と
す
ぐ
れ

た
修
道
士
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
師
自
身
の
た
め
で
し
か
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
神
は
、
師
を
し
て
、
世

俗
生
活
の
中
で
キ
リ
ス
ト
教
的
社
会
的
徳
の
最
も
優
れ
た
手
本
と
な
り
、
法
律
学
の
領
域
で
、
彼
の
世
紀
と
後
世
の
託
宣
者
と
な
る
こ
と

を
運
命
づ
け
た
。

師
は
司
法
官
職
に
就
く
こ
と
を
決
心
し
、
一
七
二
〇
年
に
上
座
裁
判
所
評
定
官
に
就
任
し
た
。
こ
の
職
業
選
択
は
師
の
研
究
の
選
択
を

完
全
に
定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
爾
来
、
文
芸
は
師
に
と
っ
て
ひ
と
と
き
の
楽
し
み
で
し
か
な
か
っ
た
。
師
の
仕
事
が
増
え
た
と
き
に
は
、

（
三
八
八
）
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そ
れ
す
ら
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
師
は
こ
の
文
芸
と
い
う
花
か
ら
、
最
も
有
用
な
果
実
、
つ
ま
り
名
文
家
に
つ
い
て
の
知

識
、
そ
し
て
師
に
と
っ
て
お
お
い
に
必
要
な
っ
た
ラ
テ
ン
語
を
理
解
し
た
り
書
い
た
り
す
る
習
慣
を
引
き
出
し
て
い
た
。
友
人
た
ち
と
の

会
話
の
際
に
、
師
は
、
忠
実
な
保
管
場
所
た
る
そ
の
記
憶
の
中
に
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
、
と
り
わ
け
師
が
そ
の
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
愛
し

た
ユ
ウ
ェ
ナ
リ
ウ
ス
の
最
も
美
し
い
詩
節
を
蘇
ら
せ
、
そ
し
て
、
師
ら
し
く
情
熱
を
も
っ
て
こ
れ
ら
の
詩
節
を
朗
唱
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

就
職
し
て
最
初
の
一
〇
年
か
ら
一
二
年
の
間
、
師
は
法
律
学
と
並
行
し
て
、
宗
教
及
び
神
学
の
研
究
に
も
携
わ
っ
た
。
師
は
原
典
に
、

主
と
し
て
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
師
が
最
も
敬
愛
す
る
ポ
ー
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
大
家
た
ち
の
作
品
に
あ
た
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
師
も

ま
た
正
確
さ
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
者
と
し
て
、
弁
舌
の
心
地
よ
さ
よ
り
も
論
理
の
正
確
さ
を
好
む
す
べ
て
の
人
々
と
同
じ
よ
う
に
、
ニ
コ

ル
氏
﹇N

icole, P
ierre, 1625-95

﹈
が
つ
ね
に
そ
の
愛
読
書
で
あ
っ
た
。
師
は
生
涯
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
本
を
読
み
続
け
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
特
殊
な
研
究
は
職
務
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
師
の
卓
越
し
た
能
力
と
時
間
の
厳
格
な
節
約
は
、
師
を
し
て

ど
ち
ら
も
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
オ
ル
レ
ア
ン
の
バ
イ
イ
裁
判
所
で
は
、
調
査
官
た
ち
が
判
例
集
に
登
載
す
る
事
件
に
つ
い
て
意

見
開
陳
権
を
有
し
て
い
た
が
、
師
は
二
五
歳
以
下
と
は
い
え
そ
の
筆
頭
者
を
務
め
た
。
こ
う
し
た
若
い
調
査
官
を
用
い
る
と
い
う
、
原
則

に
対
す
る
例
外
が
こ
れ
以
上
う
ま
く
い
っ
た
事
例
は
ほ
か
に
は
な
い
。
師
は
、
書
斎
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
知
識
を
、
五
〇
年
に
わ
た
る

た
ゆ
ま
ぬ
研
鑽
に
よ
っ
て
豊
か
で
広
汎
な
も
の
と
す
る
一
方
、
裁
判
所
に
お
い
て
、
そ
れ
を
応
用
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
あ
り
、
司
法

官
在
職
中
に
何
も
の
に
も
代
え
ら
れ
え
な
い
経
験
を
通
じ
て
自
ら
を
培
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
師
は
、
き
わ
め
て
優
秀
な
一
人
の
弁
護

士
と
頻
繁
に
会
話
を
す
る
機
会
を
も
っ
た
。
師
の
散
歩
は
さ
な
が
ら
授
業
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
最
も
頻
繁
に
同
行
し
た
の
は
、
氏

が
イ
タ
リ
ア
語
を
学
ん
だ
友
人
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
、
目
下
の
問
題
を
イ
タ
リ
ア
語
で
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
若
き
司
法
官
が
す
で
に
い
か
な
る
経
験
を
有
し
て
い
た
か
裁
判
所
で
認
め
ら
れ
た
の
は
、
よ
う
や
く
成
人
に
達
す
る
か
否
か
の
と

（
三
八
九
）
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き
で
あ
っ
た
。
師
は
一
つ
の
科
目
を
学
ん
で
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
論
文
を
書
く
こ
と
に
し
て
い
た
。
一
つ
の
学
科
を
自
分
の
も
の
と
す

る
た
め
の
最
良
に
し
て
恐
ら
く
唯
一
の
方
法
は
書
き
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
と
、
師
は
確
信
し
て
い
た
。
自
分
の
考
え
を
整
理
し
、
正

し
く
表
現
す
る
た
め
に
正
し
く
理
解
し
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
か
ら
眺
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
応
用
の
精
神
が
養
わ
れ
、
正
確
さ
や
方
法
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
こ
の
や
り
方
は
、
た
と
え
繰
り
返
し
読
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
決
し
て
達
せ
ら
れ
な
い

利
点
で
あ
っ
た
。

マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
神
父
﹇M

allebranche, N
icolas, 1638-1715

﹈
が
デ
カ
ル
ト
を
読
ん
で
抗
し
が
た
い
魅
力
を
い
だ
い
た
よ
う
に
、

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
同
じ
よ
う
な
魅
力
を
『
学
説
彙
纂
』
に
感
じ
る
や
た
ち
ま
ち
そ
の
研
究
に
取
り
か
か
っ
た
。
師
は
そ
れ
を
自
ら
の
天
命

と
考
え
、
そ
し
て
そ
れ
に
従
っ
た
。

ロ
ー
マ
人
と
同
様
に
高
名
な
一
民
族
の
法
は
彼
ら
の
勝
利
と
征
服
以
上
に
興
味
深
い
歴
史
の
一
齣
を
な
す
。
し
か
し
も
し
ロ
ー
マ
法
の

知
識
が
興
味
本
位
に
す
ぎ
な
け
れ
ば
、
ポ
テ
ィ
エ
師
の
功
績
は
ほ
ど
ほ
ど
の
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
師
が

ロ
ー
マ
法
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ロ
ー
マ
法
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
を
通
じ
て
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る

人
々
の
間
で
法
と
配
分
的
正
義
の
真
の
源
泉
で
あ
り
続
け
よ
う
。
こ
の
民
族
の
慣
習
、
そ
の
国
制
、
訴
訟
方
式
か
ら
そ
れ
に
特
有
の
こ
と

を
除
い
て
み
れ
ば
、
残
り
は
、
人
間
が
な
し
う
る
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
に
あ
て
は
ま
る
正
義
と
不
正
義
の
真
の
観
念
の
中
か
ら
汲
み
出
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
市
民
法
は
師
の
研
究
の
主
要
な
対
象
と
な
っ
た
。
師
は
ロ
ー
マ
法
へ
の
愛
着
に
よ
っ
て
そ
の
虜
と
な
っ
た
。
愛
着
こ
そ
は

成
功
を
約
束
す
る
鍵
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
仕
事
を
進
め
る
に
つ
れ
て
、
現
存
す
る
ロ
ー
マ
法
の
編
集
の
不
完
全
さ
と
無
秩
序
さ
を
し
だ

い
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
師
は
こ
う
し
た
欠
陥
に
辟
易
し
な
か
っ
た
。
師
は
、
そ
れ
と
知
ら
ず
、
そ
の
修
復
を
運
命
づ
け
ら
れ
て
も

（
三
九
〇
）
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い
た
。『
学
説
彙
纂
』
の
発
見
以
来
、
法
学
者
た
ち
は
誰
し
も
そ
の
無
秩
序
に
不
都
合
を
感
じ
て
き
た
。
し
か
し
誰
も
労
力
を
か
け
て
そ

れ
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
の
は
あ
く
ま
で
も
自
分
自
身
の
た
め
で
し
か
な
か
っ
た
。
他
人
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
困
難
を
取
り
除
こ
う
と

し
た
者
な
ど
誰
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ポ
テ
ィ
エ
師
に
し
て
も
、
仕
方
な
く
そ
の
困
難
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
師
は
自
ら
す
す
ん
で
、
そ
し
て
ま
さ
に
自
分
自
身
の
た
め
に
、
こ
の
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
。

し
か
し
師
は
、
そ
の
謙
虚
さ
の
ゆ
え
に
、
そ
の
仕
事
を
完
成
さ
せ
た
り
公
刊
し
た
り
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
高
名
な
法
学

者
ウ
ィ
ゲ
リ
ウ
ス
﹇V

igelius, N
ikolaus, 1529-1600

﹈
の
先
駆
的
な
試
み
が
あ
ま
り
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
に
照
ら
し
て
、
そ
の
企

図
が
難
し
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
で
も
師
は
、『
学
説
彙
纂
』
の
各
章
梗
概
を
完
成
さ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
仕
事
が
出
発
点
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
作
業
を
進
め
、
法
文
の
配
列
を
回
復
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
を
立
て
、
若
干
の
重
要
な
章
に
つ
い
て
法
文
の
配
列
を
実
現

し
た
。
師
は
こ
れ
ら
の
仕
事
の
一
つ
を
、
上
座
裁
判
所
評
定
官
に
し
て
フ
ラ
ン
ス
法
教
授
プ
レ
ヴ
ォ
・
ド
・
ラ
・
ジ
ャ
ネ
ス
﹇P

révôt 

de la Jannès, M
ichel, 1695-1749

﹈
に
送
っ
た
。
判
事
は
そ
れ
を
見
て
成
功
の
見
込
み
が
あ
る
と
判
断
し
、
ポ
テ
ィ
エ
師
の
謙
虚
さ
を

開
か
せ
る
方
途
を
発
見
し
た
。

判
事
は
、
大
法
官
ダ
ゲ
ッ
ソ
ー
閣
下
﹇D

aguesseau, H
enri F

rançois, 1668-1751

﹈
に
、
著
者
が
優
れ
た
能
力
の
持
ち
主
で
あ
り
、

た
ゆ
ま
ぬ
勤
勉
家
で
あ
り
、
そ
の
計
画
が
成
功
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
大
法
官
閣
下
は
、
こ
の
企
図
の
重
要
性
を
知
り
、

ド
・
ラ
・
ジ
ャ
ネ
ス
氏
に
ポ
テ
ィ
エ
師
を
激
励
さ
せ
た
が
、
こ
れ
に
答
え
て
、
ポ
テ
ィ
エ
師
は
つ
い
に
そ
の
課
題
を
果
た
す
こ
と
を
約
束

し
、
こ
の
約
束
の
履
行
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
師
は
、
大
法
官
閣
下
に
、
自
分
の
仕
事
の
幾
つ
か
の
論
稿
を
送
っ
た
。
こ
の
司
法

官
は
こ
れ
に
大
い
に
満
足
し
た
。
そ
し
て
自
分
に
会
い
に
来
る
よ
う
ポ
テ
ィ
エ
師
を
招
待
す
る
と
と
も
に
、
一
七
三
六
年
九
月
二
四
日
に

所
見
書
を
ポ
テ
ィ
エ
師
に
伝
え
て
、
こ
の
仕
事
の
完
成
の
た
め
に
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
。
こ
の
所
見
書
は
、
同
時
に
大
法
官
の
学
識
の

（
三
九
一
）
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一
四
〇

該
博
さ
と
こ
の
企
図
に
つ
い
て
抱
い
た
考
え
方
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る

（
1
）

。

ポ
テ
ィ
エ
師
の
仕
事
の
射
程
と
価
値
を
知
る
た
め
に
、
こ
の
著
作
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

一
二
表
法
が
ロ
ー
マ
人
に
お
い
て
市
民
法
の
基
礎
で
あ
っ
た

（
2
）

。
こ
の
高
名
な
法
は
、
そ
の
諸
原
理
を
ロ
ー
マ
が
ギ
リ
シ
ア
に
求
め
、
多

く
の
優
れ
た
人
々
が
、
哲
学
者
た
ち
の
も
て
は
や
さ
れ
た
著
作
に
ぬ
き
ん
で
て
い
る
と
し
た
が
、
き
わ
め
て
単
純
か
つ
簡
潔
で
あ
っ
た
。

人
々
は
、
こ
れ
を
適
用
す
る
た
め
に
解
釈
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
し
だ
い
に
認
識
す
る
に
至
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
と
多
く
の
説
明
と
注
釈

が
生
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
一
二
表
法
の
多
様
な
発
展
は
、
狭
義
の
、
市
民
法
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
法
律
と
は

区
別
さ
れ
る
こ
の
法

（
3
）

は
、
本
来
法
律
と
し
て
の
い
か
な
る
個
性
も
権
威
も
持
ち
合
わ
せ
な
い
。
法
務
官
は
、
こ
の
法
学
識
を
採
用
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
一
二
表
法
を
修
正
し
、
そ
の
厳
格
さ
を
緩
和
す
る
方
法
を
発
見
し
た
。
一
二
表
法
が
も
は
や
不
可
変
的
に
固
定
さ
れ
た
も
の

で
な
い
と
し
て
、
法
務
官
は
、
就
任
に
あ
た
っ
て
自
ら
の
告
示
を
発
し
、
裁
判
の
原
理
を
定
め
た
。
訴
訟
を
遂
行
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ

た
方
式
書
も
市
民
法
の
第
二
の
部
分
を
な
す
に
至
っ
た
。
キ
ケ
ロ
の
時
代
に
は
す
で
に
、
彼
が
そ
の
あ
ま
り
に
も
大
き
な
広
が
り
に
不
満

を
述
べ
た
ほ
ど
、
膨
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

爾
来
市
民
法
は
驚
異
的
な
発
展
を
遂
げ
る
に
至
っ
た
。
市
民
法
は
、
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
帝
の
も
と
で
法
律
と
し
て
の
効
力
を
得
た
元
老
院

議
決
や
皇
帝
勅
法
に
よ
っ
て
で
だ
け
で
な
く
、
法
学
者
の
決
定
、
諮
問
、
著
作
に
よ
っ
て
さ
ら
に
膨
大
な
も
の
と
な
っ
た
。
皇
帝
た
ち
の

時
代
に
、
ト
レ
バ
テ
ィ
ウ
ス
、
ラ
ベ
オ
、
カ
ピ
ト
、
サ
ビ
ヌ
ス
、
プ
ロ
ク
ル
ス
、
ユ
リ
ア
ヌ
ス
、
ア
フ
リ
カ
ヌ
ス
、
ガ
イ
ウ
ス
、
ス
カ
エ

ウ
ォ
ラ
、
パ
ピ
ニ
ア
ヌ
ス
、
パ
ウ
ル
ス
、
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
、
ア
ク
ィ
リ
ウ
ス
、
そ
の
他
枚
挙
に
暇
が
な
い
数
の
法
学
者
た
ち
が
群
れ
を
な

し
て
登
場
し
た
。
彼
ら
の
決
定
は
そ
れ
自
体
法
律
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
慣
行
に
よ
り
大
き
な
権
威
を
獲
得

す
る
こ
と
に
至
っ
た
。
法
学
者
の
決
定
は
判
決
に
当
た
っ
て
助
言
さ
れ
そ
の
指
針
と
な
っ
た
こ
と
で
、
不
文
法
と
看
倣
さ
れ
る
ま
で
に

（
三
九
二
）
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テ
ィ
エ
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吉
原
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一
四
一

な
っ
た
。

市
民
法
は
、
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
か
ら
な
り
、
時
代
と
と
も
に
膨
大
な
集
積
物
と
な
っ
た
が
、
そ
の
広
が
り
が
し
だ
い
に
そ

の
崩
壊
の
原
因
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
が
ロ
ー
マ
帝
国
の
首
都
と
な
っ
て
以
来
、
国
制
、
慣
習
、
宗

教
に
お
け
る
変
化
は
、
必
然
的
に
ロ
ー
マ
古
法
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
し
だ
い
に
そ
の
知
識
や
研
究
を
な
お
ざ
り
に
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
か
く
も
ば
ら
ば
ら
の
素
材
か
ら
一
つ
の
整
っ
た
構
築
物
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
く
も
重
要

な
仕
事
が
、
よ
り
開
明
的
で
よ
り
啓
発
的
な
世
紀
に
実
現
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
い
か
に
幸
運
な
こ
と
で
あ
っ
た
あ
ろ
う
か
。
だ
が
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
六
世
紀
に
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
の
命
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
、
洗
練
の

気
風
が
失
わ
れ
、
野
蛮
さ
が
ロ
ー
マ
帝
国
を
瓦
解
さ
せ
始
め
た
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

長
き
に
わ
た
っ
て
現
れ
た
こ
と
の
な
い
著
名
な
法
学
者
た
ち
の
一
人
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
仕
事
に
徒
携
わ
っ
た
の
は
ト
リ
ボ
ニ
ア
ヌ

ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
が
そ
う
し
た
企
図
に
い
か
に
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
必
要
な
時
間
を
そ
れ
に
か
け
た
な
ら
、
そ
し

て
、
も
っ
と
熟
考
を
重
ね
た
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
欠
陥
の
な
い
も
の
と
な
し
え
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
数
多
の
法
学
者
た
ち
の
二
千
巻
に
も

及
ぶ
著
作
や
論
文
を
渉
猟
し
抜
萃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
法
文
を
比
較
校
合
し
、
適
切
な
配
列
に
並
べ
、
本
質
的
な
も
の
だ
け
を

残
し
て
、
多
く
の
法
文
を
削
除
し
、
各
題
材
に
つ
い
て
最
も
重
要
な
も
の
だ
け
を
選
択
し
、
対
立
し
た
問
題
点
に
つ
い
て
大
法
学
者
た
ち

の
見
解
の
相
違
を
見
失
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
矛
盾
を
除
去
し
、
古
法
の
知
識
を
保
存
し
、
そ
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
変
化
を
確
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
仕
事
に
わ
ず
か
三
年
し
か
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
い
か
な
る
怠
慢
と
無
秩
序
を
も
っ
て
こ
と
が
行
わ
れ
た
か
、
推
し
て
知
ら
れ
る

（
三
九
三
）
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第
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十
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（
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〇
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一
四
二

べ
き
こ
と
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
古
法
は
、
正
確
さ
の
欠
如
だ
け
で
な
く
、
意
図
的
に
も
ゆ
が
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
く
つ
か
の
法
文
は
、
新
し
い
法
と

適
合
さ
せ
る
た
め
に
勝
手
な
付
加
に
よ
っ
て
変
形
さ
れ
た
。
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
の
時
代
ま
で
存
在
し
て
い
た
古
代
の
慣
習
と
法
律
に
つ

い
て
の
知
識
は
わ
れ
わ
れ
か
ら
失
わ
れ
た
。
残
さ
れ
た
痕
跡
も
も
は
や
わ
れ
わ
れ
に
は
ま
っ
た
く
不
明
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当

時
紛
う
こ
と
な
く
明
ら
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
今
日
で
は
、
検
証
し
て
推
測
す
る
と
い
う
労
苦
を
も
っ
て
で
し
か
な

い
。
一
二
表
法
は
い
く
つ
か
の
ば
ら
ば
ら
な
断
片
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
法
文
は
、
そ
れ
ら
が
関
係
す
る
主
題
に
基
づ
い
て
配

置
さ
れ
た
。
新
し
い
法
を
古
法
と
混
交
さ
せ
る
の
で
あ
れ
、
異
な
っ
た
学
派
に
属
す
る
法
学
者
た
ち
の
対
立
し
た
見
解
を
挿
入
す
る
の
で

あ
れ
、
対
立
の
原
因
に
注
意
す
る
で
も
な
く
、
ど
ち
ら
か
の
見
解
に
決
め
る
の
で
も
な
く
、
相
容
れ
ぬ
矛
盾
が
法
と
し
て
の
効
力
を
有
す

る
作
品
の
中
に
残
さ
れ
た
。

学
者
た
ち
は
、
ロ
ー
マ
法
学
の
復
活
そ
し
て
印
刷
術
の
発
明
以
来
、
信
じ
ら
れ
ぬ
ほ
ど
精
力
的
に
、
可
能
な
限
り
、『
学
説
彙
纂
』
の

編
纂
者
た
ち
の
不
正
確
さ
、
無
能
力
、
不
誠
実
に
起
因
す
る
欠
陥
を
修
復
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。
文
学
と
法
律
学
は
相
互
に
助
け

合
っ
た
。
ロ
ー
マ
法
の
知
識
は
、
ラ
テ
ン
語
研
究
、
歴
史
及
び
碑
文
研
究
、
健
全
な
批
判
的
方
法
の
規
則
の
確
立
、
古
物
の
検
証
に
よ
る

に
新
し
い
局
面
を
受
容
し
た
。
文
学
者
た
ち
の
方
は
、『
学
説
彙
纂
』
の
中
に
多
く
の
曖
昧
な
事
実
や
慣
行
の
解
決
を
見
出
し
た
。

法
学
者
た
ち
は
、
ト
リ
ボ
ニ
ア
ヌ
ス
の
編
纂
の
中
に
広
が
る
闇
を
晴
ら
す
べ
く
こ
れ
ら
の
知
識
を
用
い
た
。
彼
ら
は
、
討
論
を
通
じ
て
、

難
解
な
法
文
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
ら
は
古
法
を
解
明
し
た
。
彼
ら
は
法
文
の
純
粋
性
を
回
復
し
た
。
多
く
の
矛
盾
を
調
和
さ
せ
、

調
和
し
が
た
い
矛
盾
を
理
由
づ
け
た
。
か
く
し
て
、
法
文
の
議
論
や
理
解
に
関
し
て
、
そ
れ
以
上
期
待
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
何
も
な
か
っ

た
。
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
﹇A

ccursius, 1183-1263

﹈
の
注
釈
と
ア
ル
チ
ャ
ー
ト
﹇A

lciato, A
ndrea, 1492-1550

﹈
の
注
解
と
の
差
異

（
三
九
四
）
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は
、
彼
ら
が
書
い
た
時
代
に
由
来
す
る
。
ア
ッ
ク
ル
シ
ウ
ス
が
活
躍
し
た
の
は
一
三
世
紀
初
頭
の
こ
と
で
あ
り
、
ア
ル
チ
ャ
ー
ト
が
注
解

を
書
い
た
の
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
﹇F

rançois I, 1494-1547

、
在
位1515-47

﹈
の
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
一
般
に
学
問
と
い
う
も
の
は
、
業
績
の
蓄
積
に
よ
り
完
成
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
次
第
に
、
す
ぐ
れ
た
書
物
と
知
識
の

財
産
が
、
何
も
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
。
各
法
学
者
は
自
分
の
研
究
成
果
を
付
け
加
え
て
い
く
。
後
生
の
成
功
を

準
備
し
容
易
に
す
る
。
仕
事
を
簡
略
化
す
る
。
後
に
続
く
者
た
ち
の
た
め
に
困
難
を
取
り
除
く
。
彼
ら
は
、
す
で
に
で
き
た
道
を
見
出
す

よ
り
も
、
は
る
か
に
遠
く
ま
で
進
む
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
し
て
、
最
近
地
点
か
ら
出
発
す
る
の
で
、
時
間
を
か
け
ず
に
、
よ
り
大
き
な

距
離
を
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
ポ
テ
ィ
エ
師
の
仕
事
が
数
世
紀
早
く
登
場
し
た
な
ら
ば
、
師
の
仕
事
に
よ
っ
て
、
法
律
研
究
に

専
心
し
た
者
た
ち
の
労
苦
と
時
間
が
い
か
に
節
約
で
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
六
世
紀
に
わ
た
る
数
多
の
法
学
者
た
ち
の
労
苦
と
研
究
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
学
説
彙
纂
』
に
は
依
然
と
し
て
、
研

究
の
進
歩
や
法
律
の
容
易
な
理
解
を
妨
げ
る
欠
陥
が
目
立
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
法
文
は
各
章
毎
に
分
か
た
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

し
ば
し
ば
無
関
係
な
章
の
中
に
散
在
し
て
い
る
と
い
う
、
無
秩
序
な
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ポ
テ
ィ
エ
師
の
作
品
は
、
こ
う
し
た
無
秩
序
を
修
復
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
新
編
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス

帝
学
説
彙
纂
』﹇P

an
d

ectae Ju
stin

ian
ae in

 n
ovu

m
 ord

in
em

 D
igestae

﹈
と
題
さ
れ
、
フ
ォ
リ
オ
版
三
巻
か
ら
な
る
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、『
学
説
彙
纂
』
の
章
の
配
列
を
維
持
し
た
が
、
こ
れ
は
法
学
者
た
ち
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
仕
事
し
た
『
永
久
告
示
録
』

の
配
列
で
あ
る
。
法
文
が
そ
の
章
の
中
で
占
め
て
い
た
場
所
を
変
更
す
る
だ
け
で
な
く
、
間
違
っ
て
置
か
れ
た
章
か
ら
法
文
を
救
い
だ
し
、

最
も
関
係
の
深
い
章
に
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
章
の
も
と
に
、
師
は
、
す
べ
て
の
法
文
を
系
統
的
に
配
列
し
た
。

各
章
の
冒
頭
に
序
論
が
置
か
れ
、
そ
の
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
題
材
の
説
明
と
定
義
及
び
第
一
原
理
を
含
む
法
文
か
ら
な
る
。
章
の
流
れ

（
三
九
五
）
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を
示
す
明
確
で
完
全
な
分
類
は
理
解
を
容
易
に
し
、
記
憶
を
軽
減
す
る
。
法
文
は
、
そ
の
関
係
を
発
見
し
そ
し
て
そ
の
つ
な
が
り
を
説
明

す
る
、
短
い
繋
ぎ
の
文
章
で
接
続
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
る
補
足
は
す
べ
て
イ
タ
リ
ッ
ク
で
区
別
さ
れ
る
こ
と
よ
っ
て
、
法
文
の
純
粋
性
は

完
全
に
維
持
さ
れ
る
。

著
者
は
、
古
法
を
解
明
し
、
そ
の
後
に
蒙
っ
た
変
化
を
明
ら
か
に
し
説
明
す
る
こ
と
に
専
心
し
た
。
師
は
、
そ
の
痕
跡
を
含
む
『
学
説

彙
纂
』
の
他
の
部
分
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
の
『
法
学
提
要
』、『
学
説
彙
纂
』
の
廃
止
に
関
わ
る
記
録
で
あ
る
『
勅
法
彙
纂
』、
テ
オ

フ
ィ
ル
ス
『
法
学
提
要
義
解
』、
一
二
表
法
に
つ
い
て
現
存
す
る
断
片
、
古
代
史
や
そ
の
他
古
代
碑
文
に
見
出
さ
れ
る
痕
跡
に
も
そ
の
研

究
の
矛
先
を
向
け
た
。

『
勅
法
彙
纂
』
の
法
文
の
う
ち
、
あ
る
も
の
は
『
学
説
彙
纂
』
の
法
と
合
致
し
、
ま
た
あ
る
も
の
は
こ
れ
を
変
更
し
た
り
廃
止
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
ト
リ
ボ
ニ
ア
ヌ
ス
が
、
新
し
い
法
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
変
更
を
加
え
た
法
文
の
理
解
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
法
文
を
知
る

こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
古
法
を
確
認
す
る
『
勅
法
彙
纂
』
の
法
文
は
全
文
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ

ス
帝
以
前
の
皇
帝
た
ち
の
勅
法
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
の
法
は
、
散
漫
な
文
体
と
卑
俗
性
に
よ
っ
て
容
易
に
認
識
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
抜
萃
に
よ
っ
て
の
み
引
用
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
著
者
は
、
矛
盾
の
た
め
に
、
法
文
の
変
更
の
た
め
に
難
し
い
箇
所
に
つ
い
て
簡
潔
で
あ
る
が
十
分
な
注
記
を
施
し
た
。
そ
し

て
、
氏
は
最
も
多
く
の
場
合
、
法
学
の
復
活
以
来
登
場
し
た
中
で
最
も
偉
大
な
法
学
者
で
あ
る
キ
ュ
ジ
ャ
ス
﹇C

ujas, Jacques, 1522-

90

﹈
か
ら
こ
れ
ら
の
注
記
を
引
用
し
て
い
る
。

師
が
、
こ
の
巨
大
な
作
品
を
完
成
さ
せ
る
べ
く
、
多
く
の
著
作
を
渉
猟
し
そ
し
て
参
照
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の

個
人
蔵
書
の
ほ
か
に
、
プ
ル
ス
ト
ー
氏
﹇P

rousteau, G
uillaum

e, 1628-1725
﹈
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
る
公
共
図
書
館
の
法
律
書
を

（
三
九
六
）
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四
五

利
用
し
た
。
し
か
し
師
が
徹
底
的
に
そ
し
て
継
続
的
に
研
究
し
た
の
は
、『
学
説
彙
纂
』
自
体
は
も
と
よ
り
、
い
わ
ば
こ
れ
と
同
時
に
法

文
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
親
し
む
必
要
が
あ
っ
た
『
勅
法
彙
纂
』、
キ
ュ
ジ
ャ
ス
の
著
作
及
デ
ュ
ム
ラ
ン
の
著
作
で
あ
る
。

師
の
蔵
書
に
あ
る
こ
れ
ら
三
冊
の
本
の
破
損
状
態
を
見
れ
ば
そ
の
こ
と
が
容
易
に
う
か
が
え
る
。

『
学
説
彙
纂
』
は
、「
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
」
及
び
「
法
の
レ
グ
ラ
エ
に
つ
い
て
」
の
二
つ
の
章
を
以
て
終
わ
る
。
ポ
テ
ィ
エ
師
は
こ

れ
ら
二
つ
の
章
を
き
わ
め
て
重
要
で
、
膨
大
な
内
容
を
も
つ
も
の
と
し
た
。
両
章
は
フ
ォ
リ
オ
版
で
二
七
五
頁
に
及
ん
だ

（
4
）

。
師
は
、「
法

の
レ
グ
ラ
エ
に
つ
い
て
」
の
章
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
法
を
要
約
し
て
み
せ
た
。
そ
こ
で
は
『
学
説
彙
纂
』
の
す
べ
て
の
巻
か
ら
ロ
ー
マ

法
律
家
が
非
常
に
正
確
に
表
明
し
た
結
果
、
非
常
に
有
益
な
原
則
が
集
め
ら
れ
、
適
切
な
秩
序
の
中
で
結
び
つ
け
ら
れ
た
。

大
法
官
閣
下
こ
そ
、
こ
の
仕
事
の
理
念
を
よ
く
理
解
し
、
そ
の
企
図
の
開
始
以
来
励
ま
し
て
き
た
の
で
あ
り

（
5
）

、
ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
こ
の

二
つ
の
章
を
仕
上
げ
た
後
、
こ
れ
を
独
立
し
た
一
冊
と
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
大
法
官
閣
下
の
希
望
に
、
つ
ま
り
、
法
文
自
体
の
忠

実
な
抜
萃
か
ら
な
る
貴
重
な
集
成
に
よ
っ
て
著
作
を
閉
じ
た
方
が
よ
い
と
い
う
勧
告
に
従
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
6
）

。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
こ
の
大
仕
事
を
完
成
さ
せ
る
の
に
一
二
年
以
上
を
、
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
に
取
り
か
か
り
う
る
た
め
に

費
さ
れ
た
時
間
を
繰
り
入
れ
れ
ば
二
五
年
以
上
を
要
し
た
。
計
画
を
実
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
師
は
、
ド
・
ギ
エ
ン
ヌ
氏
﹇D

e 

G
uienne, É

tienne-L
éon, 1712-67

﹈
の
協
力
を
得
た
。
彼
は
、
パ
ル
ル
マ
ン
の
弁
護
士
で
、
師
の
親
友
で
あ
り
、
申
し
上
げ
る
の
を

お
許
し
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
の
親
友
で
も
あ
る
。
見
事
な
序
言
は
ド
・
ギ
エ
ン
ヌ
氏
の
手
に
な
る
。
ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
彼
に
材
料
を
提
供

し
た
。
師
は
、
基
に
な
る
文
献
は
多
く
あ
っ
て
も
、
美
辞
麗
句
の
類
を
好
ま
な
か
っ
た
。
も
し
ド
・
ギ
エ
ン
ヌ
氏
が
携
わ
ら
な
か
っ
た
な

ら
、
序
文
は
な
か
っ
た
か
、
と
て
も
短
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
第
二
巻
の
冒
頭
の
一
二
表
法
の
注
解
に
大
き
な
役
割

を
果
し
た
。

（
三
九
七
）
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一
四
六

著
作
の
本
体
に
関
し
て
、
ド
・
ギ
エ
ン
ヌ
氏
は
校
正
を
ま
か
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
仕
事
ぶ
り
は
は
る
か
に
広
汎

に
及
び
、
お
お
い
に
有
用
で
あ
っ
た
。
師
は
几
帳
面
で
、
容
易
に
満
足
す
る
こ
と
の
な
い
、
よ
き
批
判
者
で
あ
り
、
ポ
テ
ィ
エ
師
に
は

う
っ
て
つ
け
の
人
物
で
あ
っ
た
。
師
は
物
事
の
本
質
的
な
こ
と
に
関
心
を
も
ち
、
細
部
に
は
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
つ
の
作
品
の
完
成
に
は
、
こ
う
し
た
細
部
が
大
事
に
な
る
。
ド
・
ギ
エ
ン
ヌ
氏
は
、
ポ
テ
ィ
エ
師
ほ
ど
広
い

知
識
や
才
能
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
さ
に
こ
の
ゆ
え
に
彼
は
校
正
と
い
う
仕
事
に
う
っ
て
つ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

ギ
エ
ン
ヌ
氏
は
独
自
に
異
な
っ
た
判
断
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
あ
る
法
文
が
説
明
不
足
で
あ
る
と
か
、
別
の
場
所
に
移
し
た
方
が
よ
い

と
か
、
つ
な
が
り
が
よ
く
な
い
と
考
え
た
と
き
に
、
ポ
テ
ィ
エ
師
に
メ
モ
や
異
議
を
伝
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
師
は
、
配
列
、
説
明
、

そ
し
て
注
記
に
変
更
を
加
え
た
こ
と
も
あ
っ
た

（
7
）

。

ポ
テ
ィ
エ
師
の
も
う
一
人
の
親
友
ル
ソ
ー
氏
﹇R

ousseau[d] de la C
om

be, G
uy du, 16

‥?-1749

﹈
は
、
弁
護
士
で
、
パ
リ
の
フ
ラ

ン
ス
法
教
授
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
親
交
は
長
か
っ
た
。
両
者
の
交
流
は
、
一
七
三
〇
年
頃
、
師
が
し
ば
し
ば
滞
在
し
た
パ
リ
で
始
ま
っ
た
。

師
は
、
パ
リ
で
の
会
議
に
出
席
し
た
機
会
に
、
何
人
か
の
著
名
な
弁
護
士
た
ち
と
知
り
合
っ
た
。
彼
ら
は
、
ポ
テ
ィ
エ
師
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
師
に
ふ
さ
わ
し
い
敬
意
を
も
っ
て
遇
し
た
。
師
と
ル
ソ
ー
氏
の
継
続
的
な
文
通
は
、
つ
ね
に
共
通
の
研
究
テ
ー
マ
が
話
題
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
毎
年
休
暇
の
と
き
に
は
直
接
出
会
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ル
ソ
ー
氏
は
豊
富
な
学
識
と
卓
越
し
た
判
断
力
の
持
ち
主
で
あ
り
、
そ
の
弁
舌
は
き
わ
め
て
鮮
や
か
な
で
、
ひ
と
た
び
彼
が
問
題
を
取

り
扱
う
と
他
の
追
随
を
許
さ
ず
、
そ
の
驚
く
べ
き
記
憶
力
た
る
や
本
質
的
な
こ
と
を
想
起
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
意
見
の
典
拠
を
た

ち
ど
こ
ろ
に
引
用
し
て
み
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
実
の
法
を
ポ
テ
ィ
エ
師
が
学
ん
だ
の
は
ま
さ
に
彼
か
ら
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
必
ず

し
も
そ
れ
に
賛
同
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
知
る
こ
と
は
必
要
で
あ
っ
た
。
融
通
無
碍
な
立
法
が
ま
か
り
通
る
不
幸
な
状
況
は
、
ま
さ

（
三
九
八
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
四
七

に
法
が
不
完
全
だ
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
ル
ソ
ー
氏
の
意
見
を
最
も
尊
重
し
た
。
彼
ら
の
意
見
は
お
お
む
ね
一
致
し
た
が
、
も
と
よ
り
つ
ね
に
そ
う
だ
と
い
う
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
そ
の
論
考
の
さ
ま
ざ
ま
な
箇
所
で
、
ル
ソ
ー
氏
の
見
解
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
彼
に
論

争
を
挑
む
た
め
で
あ
っ
た
り
、
自
分
の
見
解
を
支
持
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
師
は
読
者
に
問
題
を
出
し
、
ま
ず
自
分
の
考
え
を

表
明
せ
ず
、
あ
る
見
解
の
理
由
を
示
し
、
そ
の
あ
と
ル
ソ
ー
氏
の
反
対
意
見
を
提
示
し
た
。

『
新
編
学
説
彙
纂
』
は
巨
大
な
作
品
と
な
り
、
印
刷
す
る
に
は
費
用
が
か
か
り
、
現
代
で
は
ま
っ
た
く
無
視
し
さ
れ
て
い
る
研
究
を
主

題
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
出
版
者
を
探
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
ま
っ
た
く
売
れ
な
い
か
、
売

れ
て
も
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
し
か
し
売
れ
行
き
問
題
は
た
ち
ま
ち
に
解
決
し
た
。
外
国
人
が
そ
の
大
部
分
を
購
入
し
て
く

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

ポ
テ
ィ
エ
師
が
蒙
っ
た
唯
一
の
批
判
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
自
国
が
か
か
る
偉
大
な

企
図
を
果
た
す
栄
誉
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
嫉
妬
や
そ
の
他
の
理
由
か
ら
辛
辣
に
攻
撃
し
た
。
こ
の
人
は
、
ポ
テ
ィ
エ
師
の
作
品
に

つ
い
て
、
何
も
新
し
く
こ
と
も
興
味
深
い
も
の
も
な
い
、
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
仕
事
で
あ
り
、
安
上
が
り
に
功
名
を
立
て
ん
と
す
る
だ

け
で
、
こ
れ
ま
で
の
法
学
者
た
ち
が
担
っ
て
き
た
、
現
在
も
な
お
ド
イ
ツ
法
学
者
た
ち
が
担
っ
て
い
る
学
識
の
か
け
ら
も
な
い
、
と
評
し

た
の
で
あ
る
。

友
人
た
ち
は
、
ポ
テ
ィ
エ
師
が
き
っ
と
そ
れ
に
答
え
る
こ
と
な
ど
し
な
い
こ
と
を
よ
く
心
得
て
い
た
。
友
人
た
ち
の
一
人
が
こ
の
役
目

を
引
き
受
け
て
く
れ
た
。『
ジ
ュ
ル
ナ
ー
ル
・
デ
・
サ
ヴ
ァ
ン
』﹇Jou

rn
al d

es S
çavan

ts, 1665-1790

﹈
の
著
者
た
ち
宛
て
の
書
簡
と

い
う
か
た
ち
で
印
刷
し
て
批
判
に
答
え
た
。
ド
イ
ツ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
作
品
の
価
値
も
目
的
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
著
者
は
注
解
書

（
三
九
九
）
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四
八

を
な
す
つ
も
り
も
、
知
識
を
競
う
気
も
な
い
、
逆
に
、
ロ
ー
マ
法
研
究
以
上
に
大
変
な
注
釈
書
の
研
究
の
労
を
軽
減
す
る
こ
と
、
法
文
に

よ
っ
て
法
文
自
体
の
注
釈
を
な
す
こ
と
、
つ
ま
り
、
法
文
を
集
め
て
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
文
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
、
と
。

『
新
編
学
説
彙
纂
』
第
一
巻
の
印
刷
中
、
ポ
テ
ィ
エ
師
は
重
病
に
陥
っ
た
。
ソ
ロ
ー
ニ
ュ
の
同
僚
た
ち
の
一
人
を
訪
ね
た
帰
り
、
熱
が

あ
る
の
に
馬
に
揺
ら
れ
て
帰
宅
し
た
。
師
は
そ
れ
ま
で
病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
微
熱
が
あ
っ
て
も
い
つ
も
通
り
健
康
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
発
熱
は
師
に
と
っ
て
思
い
が
け
い
な
い
初
め
て
の
災
難
で
あ
っ
た
。
数
日
間
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
も

が
き
苦
し
ん
だ
。
医
者
を
呼
び
に
や
る
代
わ
り
に
、
自
ら
診
察
を
受
け
に
出
か
け
、
自
分
が
罹
っ
て
い
る
病
気
の
原
因
が
何
か
を
尋
ね
た
。

医
者
は
た
だ
ち
に
何
の
病
気
か
を
見
立
て
、
帰
っ
て
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
る
よ
う
指
示
し
た
。
病
気
は
き
わ
め
て
重
症
で
、
師
の
生
命
は
危

ぶ
ま
れ
た
。

幸
運
に
も
病
気
は
治
ま
っ
た
。
し
か
し
完
全
に
は
回
復
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
師
の
手
足
は
不
自
由
に
な
り
、
師
は
従
容
と
し
て
こ

の
不
自
由
に
身
を
委
ね
た
が
、
そ
の
状
態
は
、
も
は
や
治
癒
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
気
遣
わ
れ
る
ほ
ど
長
く
続
い
た
。
師
は
、
神
が
仕

事
に
専
心
す
る
自
由
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
を
極
め
て
幸
運
な
こ
と
と
考
え
た
。
師
は
、
身
動
き
で
き
な
い
生
活
が
時
間
を
自
由
に
さ
せ

て
く
れ
る
だ
け
に
な
お
の
こ
と
研
究
に
時
間
を
割
い
た
。
い
ろ
い
ろ
治
療
を
試
み
た
が
う
ま
く
い
か
ず
、
も
は
や
回
復
の
見
込
み
が
な
い

と
あ
き
ら
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
最
後
に
、
師
が
歩
け
な
い
の
は
、
実
際
の
不
治
の
障
害
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
長
き
に
わ
た
る
歩

行
訓
練
の
不
足
と
わ
か
る
と
、
部
屋
の
梁
の
溝
に
懸
け
ら
れ
た
二
本
の
ベ
ル
ト
を
使
っ
て
歩
く
訓
練
を
す
る
よ
う
助
言
さ
れ
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
腕
で
身
体
を
支
え
、
体
重
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
下
肢
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
懸
命
な
訓
練
に
よ
り
、
次
第
に
下
肢
の
自

由
を
回
復
し
、
わ
ず
か
な
硬
直
が
残
る
ば
か
り
と
な
っ
た
。
氏
は
病
気
以
前
に
は
よ
く
歩
い
て
い
た
。
病
気
以
後
は
、
歩
く
の
は
必
要
な

（
四
〇
〇
）



ポ
テ
ィ
エ
師
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（
吉
原
）

一
四
九

だ
け
で
十
分
だ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て
、
小
康
状
態
を
妨
げ
る
ほ
ど
、
仕
事
が
増
え
た
か
ら
で
あ
る
。
訓
練
を
強

制
さ
れ
る
と
、
師
は
、
自
宅
と
裁
判
所
の
往
復
だ
け
で
十
分
だ
と
答
え
た
も
の
で
あ
る
。

法
律
学
研
究
は
オ
ル
レ
ア
ン
大
学
に
お
い
て
す
で
に
復
活
し
始
め
て
い
た
。
上
座
裁
判
所
評
定
官
に
し
て
フ
ラ
ン
ス
法
教
授
プ
レ

ヴ
ォ
・
ド
・
ラ
・
ジ
ャ
ネ
ス
氏
は
、
こ
う
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
教
師
た
る
も
の
知
識
を
持
ち
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
他
人
の
役
に
立
つ
代
わ
り
に
、
自
分
自
身
の
た
め
に
役
立
せ
る
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
、
ま
し
て
他
の
人
々
を
し
て
教
え
る
内
容

に
興
味
を
抱
か
せ
、
学
問
を
愛
好
さ
せ
る
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
お
の
こ
と
で
あ
る
、
と
。
氏
は
才
能
と
学
識
に
恵
ま
れ
、
豊
か
な
心

の
持
ち
主
で
あ
り
、
き
わ
め
て
付
き
合
い
や
す
い
人
物
で
あ
っ
た
。
氏
は
若
者
た
ち
を
愛
し
、
彼
ら
を
惹
き
つ
け
る
術
を
心
得
て
お
り
、

熱
心
に
成
功
へ
と
励
ま
し
た

（
8
）

。
こ
う
し
た
才
能
は
、
論
理
と
説
得
以
外
に
権
威
を
持
た
ぬ
法
学
教
授
に
と
っ
て
と
く
に
必
要
な
も
の
で

あ
っ
た
。
氏
の
学
生
た
ち
は
ち
ょ
う
ど
少
年
期
と
分
別
の
で
き
る
年
齢
と
の
間
の
危
う
い
時
期
に
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
独
立
を
手
に
入
れ

る
時
期
に
憧
れ
れ
ば
憧
れ
る
ほ
ど
い
っ
そ
う
、
独
立
し
た
い
と
念
じ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
し
、
た
ま
に
勉
強
し
た
い
と
思
う
学

生
が
あ
っ
て
も
、
無
味
乾
燥
な
法
律
学
よ
り
も
、
む
し
ろ
文
学
に
魅
了
さ
れ
る
の
も
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

プ
レ
ヴ
ォ
氏
は
一
七
四
九
年
一
〇
月
に
没
し
た
。
大
法
官
閣
下
は
後
継
者
の
指
名
を
熱
烈
に
求
め
ら
れ
た
。
閣
下
は
ポ
テ
ィ
エ
師
の
才

能
を
熟
知
し
て
お
り
、
師
を
そ
の
後
継
者
に
指
名
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
ポ
テ
ィ
エ
師
の
方
も
、
若
者
た
ち
へ
の
愛
着
そ
し
て
教
え
る
こ

と
に
見
出
し
た
喜
び
の
ゆ
え
に
、
そ
の
ポ
ス
ト
へ
の
就
任
を
期
待
し
た
。
し
か
し
師
は
誰
か
に
取
り
な
し
を
求
め
る
よ
う
な
性
格
の
人
物

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
内
気
さ
は
彼
が
克
服
す
る
の
に
助
け
を
必
要
す
る
障
害
で
あ
っ
た
。
ジ
ル
ベ
ー
ル
＝
ド
＝
ヴ
ォ
ワ
ザ
ン
氏

﹇G
ilbert-de-V

oisins, P
ierre, 1685-1769

﹈
が
、
大
法
官
閣
下
の
意
向
を
伝
え
る
こ
と
で
こ
の
障
害
を
取
り
除
い
て
く
れ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
ポ
テ
ィ
エ
師
が
自
分
の
性
向
を
克
服
す
る
だ
け
の
勇
気
を
持
っ
て
、
ジ
ル
ベ
ー
ル
氏
に
自
分
が
そ
の
ポ
ス
ト
を
望
ん
で
い
る
と

（
四
〇
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
五
〇

伝
え
た
か
ら
か
は
わ
か
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
誰
の
異
存
も
な
く
、
ポ
テ
ィ
エ
師
は
指
名
さ
れ
た
。
し
か
し
ポ
テ
ィ
エ
師
は
そ
の
こ
と
に

満
足
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
師
は
、
教
授
資
格
を
有
す
る
博
士
ギ
ヨ
氏
﹇G

uyot, P
ierre-Jean-Jacques-

G
uillaum

e, 1719-84

﹈
が
競
争
相
手
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
も
し
同
じ
力
量
の
競
争
相
手
で
あ
る
自
分
が
い
な
け
れ
ば
得
た
で
あ
ろ
う

そ
の
ポ
ス
ト
を
彼
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
師
が
指
名
を
受
け
た
の
は
た
だ
教
え
た
い
と
い
う
気
持
ち

か
ら
で
あ
っ
た
。
師
は
報
酬
の
分
割
を
申
し
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
師
が
ギ
ヨ
氏
に
も
た
ら
し
た
損
失
を
回
復
し
た
い
と
望
ん
だ
の
で

あ
っ
た
。
彼
ら
の
間
の
無
欲
な
争
い
は
お
互
い
に
と
っ
て
名
誉
を
か
け
た
戦
い
で
も
あ
っ
た
。
ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
こ
の
報
酬
の
分
割
と
い

う
提
案
を
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と
懇
願
し
た
。
ギ
ヨ
氏
は
こ
れ
を
拒
否
し
続
け
た
。
そ
し
て
数
年
の
の
ち
、
ギ
ヨ
氏
も
教
授
選
抜
コ
ン

ク
ー
ル
を
通
じ
て
教
授
職
に
就
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。

法
律
学
の
衰
退
が
嘆
か
れ
て
い
る
。
衰
退
の
原
因
が
、
一
般
的
な
社
会
道
徳
の
状
態
、
世
紀
の
軽
薄
さ
、
あ
ま
り
に
も
若
く
し
て
社
会

に
出
て
し
ま
う
若
者
た
ち
の
放
蕩
に
起
因
す
る
だ
け
に
い
っ
そ
う
重
大
で
あ
り
そ
の
改
革
は
困
難
で
あ
る
。
最
も
能
力
が
あ
り
最
も
志
し

高
い
教
師
で
あ
っ
て
も
こ
う
し
た
一
般
的
な
原
因
に
抗
す
べ
く
、
精
励
、
勤
勉
、
勇
気
を
も
っ
て
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

何
か
な
し
う
る
と
し
て
も
、
彼
ら
の
成
功
は
、
つ
ね
に
彼
ら
に
面
倒
を
見
て
も
ら
い
た
い
と
望
む
わ
ず
か
ば
か
り
の
若
者
た
ち
に
限
ら
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
競
争
心
を
喚
起
し
始
め
て
い
た
教
授
の
後
を
継
い
だ
。
師
は
、
今
日
の
大
学
を
担
う
人
々
の
な
か
に
、
自
分
と
同
じ

考
え
、
同
じ
目
標
を
も
っ
た
同
僚
た
ち
を
見
出
し
た
。

最
も
著
名
な
人
物
が
、
必
ず
し
も
つ
ね
に
最
も
優
れ
た
教
師
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
知
識
の
深
さ
さ
え
も
か
え
っ
て
あ
だ
と
な
り
、

教
育
の
効
果
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
著
述
と
い
う
仕
事
は
、
一
つ
の
学
問
を
じ
っ
く
り
研
究
し
た
者
だ
け
に
ふ
さ
わ

（
四
〇
二
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
五
一

し
い
。
す
べ
て
を
修
め
、
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
通
じ
て
い
る
。
理
念
で
一
杯
に
充
た
さ
れ
た
頭
の
中
も
た
ち
ど
こ
ろ
に
整
理
さ
れ
る
。
頭
の

中
が
整
理
さ
れ
れ
ば
、
理
念
は
自
ず
と
何
の
苦
も
な
く
最
も
自
然
な
秩
序
に
配
さ
れ
る
。
難
問
に
逢
着
す
れ
ば
、
や
る
気
を
失
う
ど
こ
ろ

か
、
真
摯
な
研
究
者
に
と
っ
て
新
た
な
魅
力
と
な
る
。
重
要
な
問
題
の
決
着
を
つ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
き
は
、
反
対
意
見
を
探
し
、
議
論
を

通
じ
て
自
分
の
考
え
が
正
し
い
こ
と
を
確
証
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
教
え
る
能
力
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
そ
れ
が
知
識
の
量
と
結
び
つ
く
こ
と
は
ま
れ
な
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
言
っ
て
い
る
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
最
も
基
本
の
原
理
に
ま
で
下
り
る
。
教
え
方
や
提
示
の
仕
方
を
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
す
る
。
決
し
て
自

分
の
た
め
に
で
な
く
、
他
人
の
た
め
に
す
べ
て
を
捧
げ
る
。
劣
等
者
に
無
視
さ
れ
て
い
る
と
不
満
を
覚
え
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
全
員
に
気

を
配
る
。
自
分
自
身
、
今
教
え
て
い
る
こ
と
し
か
知
ら
な
い
か
の
よ
う
に
振
る
舞
う
。
頭
に
た
た
き
込
む
た
め
に
何
度
も
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
す
。
最
も
基
本
の
原
理
か
ら
出
発
し
て
、
わ
か
り
や
す
い
順
番
で
結
論
に
至
る
。
聴
講
者
の
過
剰
な
負
担
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
そ
し
て

き
ち
ん
と
わ
か
り
や
す
く
語
る
た
め
に
、
一
度
に
必
要
以
上
の
こ
と
を
述
べ
な
い
。
手
を
離
れ
る
ま
で
は
、
自
分
に
付
い
て
来
さ
せ
る
こ

と
で
満
足
す
る
。
手
を
さ
し
の
べ
て
彼
ら
の
進
歩
の
手
助
け
を
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
教
師
た
る
も
の
の
才
能
で
あ

る
。
そ
し
て
す
ぐ
れ
て
ポ
テ
ィ
エ
師
の
教
師
た
る
才
能
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
上
に
、
師
は
、
学
生
が
友
人
と
会
話
し
て
い
る
と
思
う
ほ
ど

に
、
教
師
の
優
越
性
を
隠
す
術
を
心
得
て
い
た
。
師
の
講
義
は
、
若
者
た
ち
に
個
人
勉
強
し
て
き
た
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
質
問
に

よ
っ
て
注
意
を
向
け
る
授
業
で
あ
っ
た
。
質
問
は
一
人
ず
つ
に
あ
て
ら
れ
た
が
、
全
員
が
解
答
す
べ
く
励
ん
だ
。
全
員
が
固
唾
を
飲
ん
で

待
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
次
に
質
問
が
あ
た
る
か
も
知
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
答
え
が
難
し
か
っ
た
と
き
に
は
、
質
問
を
し
な
が

ら
誘
導
し
、
解
決
法
を
気
づ
か
せ
、
同
時
に
探
求
の
喜
び
と
発
見
の
名
誉
を
彼
ら
に
残
し
た
。
向
上
が
な
い
と
か
基
本
原
則
を
忘
れ
て
い

る
と
か
、
些
細
な
不
満
に
も
耳
を
傾
け
や
さ
し
く
た
し
な
め
た
の
で
あ
っ
た
。

（
四
〇
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
五
二

励
ま
し
の
効
果
を
知
る
者
は
誰
し
も
、
こ
う
し
た
励
ま
し
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
た
と
き
、
若
者
が
い
か
な
る
能
力
を
発
揮
す
る
か
を
心

得
て
お
り
、
こ
う
し
た
教
師
の
も
と
で
、
高
い
志
を
有
す
る
若
者
た
ち
が
な
す
勉
強
の
価
値
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
師
の

興
味
深
い
教
授
法
は
そ
う
し
た
若
者
の
た
ち
の
数
を
増
や
す
の
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ポ
テ
ィ
エ
師
は
そ
の
地

位
を
望
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
教
え
た
か
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
師
は
そ
の
喜
び
だ
け
を
自
分
の
も
の
と
し
、
報
酬
を
貧
し
い
学
生

や
弟
子
た
ち
の
間
で
分
け
た
。
学
修
課
程
の
最
後
に
行
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
法
の
公
開
試
験
の
代
わ
り
に
、
師
は
一
年
間
教
え
た
題
材
に
つ

い
て
公
開
討
論
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
学
生
は
そ
れ
ま
で
に
長
く
懸
命
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
優
勝

と
い
わ
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も
面
目
を
保
て
る
と
い
う
確
信
が
な
け
れ
ば
誰
も
出
な
か
っ
た
。
若
者
た
ち
の
成
功
に
関
心
を
も
つ
公
衆

は
、
大
学
が
判
定
者
と
な
る
戦
い
の
見
物
人
と
な
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
優
勝
者
の
栄
冠
は
金
の
メ
ダ
ル
で
、
公
開
で
判
定
さ
れ
た
。
他
の

競
争
者
た
ち
も
報
償
な
し
で
は
な
く
、
銀
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た
。

競
争
者
た
ち
が
互
い
容
赦
し
な
か
っ
た
こ
と
は
想
像
で
き
よ
う
。
討
論
は
、
競
争
者
一
人
に
つ
き
、
他
の
全
員
が
相
手
方
と
な
り
、
そ

の
間
、
順
番
に
一
人
ず
つ
を
相
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
の
立
て
方
と
そ
れ
に
対
す
る
答
え
方
と
が
公
平
に
判
断
さ
れ
た
。
そ

の
年
に
講
義
さ
れ
た
内
容
は
相
手
方
も
自
分
自
身
も
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
こ
と
は
当
然
の
予
測
で
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
各
人
は
そ

れ
以
上
の
こ
と
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
、
そ
の
論
拠
を
『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
や
、
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
著
者

た
ち
に
求
め
よ
う
と
し
た
。
論
争
は
熾
烈
を
き
わ
め
、
判
定
者
た
ち
は
し
ば
し
ば
熱
を
鎮
め
た
り
、
介
入
し
て
は
、
提
示
さ
れ
た
テ
ー
マ

か
ら
の
逸
脱
を
正
し
、
論
者
が
相
手
を
驚
か
そ
う
と
ま
ぎ
ら
わ
し
く
さ
せ
た
論
点
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
賞
で
弟
子
た
ち
を
励
ま
す
だ
け
で
満
足
し
な
か
っ
た
。
個
人
的
な
こ
と
に
決
し
て
左
右
さ
れ
な
か
っ
た
。
最
初
の
二

学
年
の
学
生
は
師
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
学
生
た
ち
は
平
等
に
師
の
愛
顧
に
あ
ず
か
っ
た
。
し
ば
し
ば
一
年
目
で
す
で

（
四
〇
四
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
五
三

に
学
生
た
ち
は
師
の
講
義
に
魅
了
さ
れ
、
勉
強
を
愛
し
、
知
る
こ
と
に
喜
び
を
見
出
し
た
。『
法
学
提
要
』
に
つ
い
て
の
試
験
や
、
学
士

試
験
は
、
公
開
で
行
わ
れ
た
。
ポ
テ
ィ
エ
師
の
熱
意
は
、
つ
ね
に
他
の
教
授
た
ち
に
と
っ
て
完
全
な
見
本
と
な
っ
た
。

過
去
二
五
年
間
に
渉
っ
て
、
こ
の
学
校
か
ら
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
優
秀
な
者
が
卒
業
し
、
行
政
官
や
法
曹
の
世
界
に
法
的
な
知
識
と
働
く

喜
び
を
も
た
ら
し
た
だ
ろ
う
か
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、『
学
説
彙
纂
』
に
関
す
る
大
作
を
完
成
さ
せ
た
あ
と
、
死
に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
る
ま
で
華
々
し
い
経
歴
を
過
ご
し
た
。

か
つ
て
師
は
す
べ
て
フ
ラ
ン
ス
法
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
分
の
た
め
に
だ
け
論
文
を
書
い
て
い
た
。
教
え
る
必
要
か
ら
、
師
は
あ
ら
た
め

て
こ
れ
ら
の
論
稿
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
多
く
の
人
の
手
を
介
し
て
、
書
写
さ
れ
た
。
も
し
師
に
そ
れ
ら
を
出
版
す
る
時

間
が
許
さ
れ
た
な
ら
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
に
手
を
加
え
た
で
あ
ろ
う
。

一
七
四
〇
年
に
、
ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
プ
レ
ヴ
ォ
・
ド
・
ラ
・
ジ
ャ
ネ
ス
氏
と
ジ
ュ
ス
氏
﹇Jousse, D

aniel, 1704-81

﹈
と
共
同
で
、

二
巻
本
の
オ
ル
レ
ア
ン
慣
習
法
に
関
す
る
著
書
を
注
釈
付
で
出
版
し
た
。
こ
の
著
作
は
品
切
れ
と
な
り
、
出
版
者
は
第
二
版
を
出
版
す
べ

く
、
ポ
テ
ィ
エ
師
に
、
そ
れ
を
改
訂
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。
師
は
喜
ん
で
こ
れ
を
引
き
受
け
た
。
し
か
し
、
た
ん
な
る
改
訂
作
業
ど
こ
ろ

か
、
師
は
ま
っ
た
く
別
の
そ
し
て
そ
れ
に
ま
し
て
重
要
か
つ
有
用
な
作
品
に
仕
上
げ
た
。
慣
習
法
書
の
各
章
冒
頭
に
主
題
を
簡
潔
に
ま
と

め
た
論
考
を
置
い
た
。
こ
れ
は
一
種
の
注
解
に
あ
た
り
、
注
釈
よ
り
も
は
る
か
に
有
用
で
あ
る
。
注
釈
は
、
あ
る
一
つ
の
条
文
に
関
連
す

る
に
す
ぎ
ず
、
思
考
を
つ
な
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
解
釈
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
と
同
様
に
脈
絡
の
な
い
知
識
し
か
与
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

師
は
、
解
明
の
必
要
な
条
文
に
つ
い
て
注
釈
を
付
し
、
こ
う
し
た
註
釈
を
つ
ね
に
そ
の
序
文
に
関
連
づ
け
、
そ
し
て
序
文
か
ら
条
文
や
注

釈
に
関
連
づ
け
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
作
品
全
体
が
一
体
の
も
の
と
な
る
。
ス
ペ
ー
ス
の
少
な
さ
か
ら
、
ポ
テ
ィ
エ
師
は
こ
の
ス
タ
イ
ル
を

取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
か
く
し
て
こ
の
作
品
は
師
の
諸
論
考
の
見
事
な
要
約
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら

（
四
〇
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
五
四

ぬ
す
べ
て
が
含
ま
れ
、
明
快
か
つ
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。
誰
で
あ
れ
こ
の
二
巻
を
よ
く
理
解
す
れ
ば
、
慣
習
法
に
つ
い
て
十
分
な
知
識

を
得
る
こ
と
に
な
ろ
う

（
9
）

。

こ
の
作
品
は
、
オ
ル
レ
ア
ン
慣
習
法
は
も
と
よ
り
全
体
と
し
て
関
係
の
深
い
パ
リ
慣
習
法
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
、
一
人
の
法
律
家

の
手
に
な
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
上
な
く
精
緻
な
慣
習
法
に
関
す
る
完
全
な
学
説
集
に
な
っ
て
い
る
。
慣
習
法
が
ロ
ー
マ
法
と
は
無
縁

で
あ
り
、
慣
習
法
の
関
わ
る
領
域
を
う
ま
く
扱
う
た
め
に
慣
習
法
だ
け
を
知
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

現
行
法
が
人
為
的
で
、
恣
意
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
中
で
、
理
性
は
、
法
原
理
の
定
立
に
何
の
影
響
も
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
異
な
っ
た

地
域
の
慣
習
法
は
相
互
に
矛
盾
す
る
こ
と
が
あ
り
、
実
際
往
々
に
し
て
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
慣
習
法
は
す
べ

て
正
し
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
恣
意
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
た
ん
な
る
事
実
に
関
す
る
問
題
で
し
か
な
く
、
そ
れ
自
体
本

質
的
な
問
題
た
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
お
よ
そ
法
た
る
も
の
中
に
は
、
事
実
に
関
す
る
問
題
な
い
し
恣
意
に
委
ね
ら
れ
た
規

則
が
往
々
に
し
て
混
在
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
事
柄
の
詳
細
は
、
人
為
的
な
法
に
よ
っ
て
し
か
規
制
さ
れ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、
不
幸
な
こ
と
に
、
わ
が
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
他
の
何
も
含
み
え
な
い
ほ
ど
、
こ
れ
ら
の
も
の
に
充
た
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
た
し
か
に
人
為
的
な
法
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の
必
要
性
な
い
し
有
用
性
の
ゆ
え
に
創
出
さ
れ
た
以
上
、
恣
意
的
で
な
い
と
い
わ
れ
よ

う
と
、
用
語
の
厳
密
な
意
味
で
は
、
や
は
り
多
く
の
場
合
、
恣
意
的
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
学
者
も
、
司
法
官
と
同
様
、

法
を
変
え
た
り
は
し
な
い
。
法
学
者
は
、
法
を
あ
る
が
ま
ま
の
も
の
と
し
て
、
教
え
そ
し
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
法
学
者
も
こ
の
恣
意

的
に
定
め
ら
れ
た
原
則
か
ら
議
論
を
組
み
立
て
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
恣
意
的
原
則
か
ら
真
の
結
論
を
引
き
出
し
、
そ
の
解
釈
か
ら
生
じ
る

対
立
す
る
利
害
を
正
し
く
解
き
ほ
ぐ
し
、
真
の
配
分
的
正
義
と
い
う
上
位
の
原
理
を
繊
細
か
つ
賢
明
に
恣
意
的
原
則
に
適
用
す
る
の
で
あ

る
。
た
し
か
に
法
学
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
や
人
間
相
互
の
関
係
に
広
汎
に
適
用
さ
れ
る
原
理
自
体
や
純
粋
な
法
原
則
に
基
づ
い
て
判

（
四
〇
六
）
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断
す
る
こ
と
に
お
お
い
に
満
足
を
覚
え
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
必
然
的
で
あ
る
と
同
時
に
単
純
な
法
に
、
し
か
し
、
結
果
に
お
い
て
豊

か
な
実
り
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
法
に
、
多
く
の
恣
意
的
な
法
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
人
の
倣
い
で
あ
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
や
そ

れ
か
ら
生
じ
る
訴
訟
を
規
制
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
法
か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
原
則
か
ら
す
れ
ば
真
の
法

に
は
そ
ぐ
わ
な
い
問
題
が
、
そ
の
こ
と
し
か
学
ん
で
い
な
い
人
、
つ
ま
り
、
人
為
的
な
法
と
い
う
狭
い
範
囲
に
汲
々
と
し
て
隷
属
す
る
人

に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
の
と
、
こ
う
し
た
法
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
法
学
者
、
つ
ま
り
、
法
を
あ
る
が
ま
ま
に
尊
重
し
、
法
律
学
を
通
じ

て
こ
れ
ら
の
実
定
法
を
解
明
し
論
じ
そ
し
て
解
釈
の
た
め
の
判
断
力
と
眼
を
身
に
つ
け
た
法
学
者
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
の
と
で
は
、
い
か

に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

す
ぐ
れ
て
デ
ュ
ム
ラ
ン
氏
の
才
能
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
慣
習
法
に
つ
い
て
の
知
識
に
、
ロ
ー
マ
人
の
法
か
ら
引

き
出
し
た
概
念
や
説
明
を
き
わ
め
て
よ
く
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ロ
ワ
ゾ
ー
氏
﹇L

oyseau, C
harles, 1566-1627

﹈、
わ
が
オ
ル

レ
ア
ン
慣
習
法
注
釈
者
ラ
ラ
ン
ド
氏
﹇L

alande, Jacques de, 

生
没
年
不
詳
﹈
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
が
、
過
剰
な
ほ
ど
多
く
の
著
者

や
注
釈
者
た
ち
の
中
で
特
筆
さ
れ
る
べ
き
者
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

ポ
テ
ィ
エ
師
の
才
能
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
慣
習
法
に
関
す
る
師
の
研
究
を
大
い
に
高
か
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
れ
こ
そ
、
師
が
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
構
想
し
た
す
べ
て
を
公
刊
す
る
暇
が
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
わ
し
め
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
同
じ
よ
う
な
哀
惜
を
与
え
な
か
っ
た
学
者
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
が
。
主
と
し
て
膨
大
な
研
究
を
要
す
る
学
問
の
場

合
、
人
生
の
大
部
分
は
教
え
た
り
書
い
た
り
す
る
た
め
の
知
識
を
獲
得
す
る
た
め
に
費
や
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
意
図
さ
れ
た
す
べ
て
の

仕
事
を
果
た
す
だ
け
の
時
間
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
天
才
的
な
知
が
勇
気
を
鼓
舞
し
、
短
い
人
生
で
は
達
成
で
き
な
い
よ
う
な
計
画
を

立
て
さ
せ
る
。
計
画
ば
か
り
考
え
て
い
て
も
、
結
局
何
も
し
な
い
ま
ま
気
力
が
萎
え
て
し
ま
う
。
で
き
な
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
し
な
け
れ

（
四
〇
七
）
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ば
、
で
き
る
こ
と
す
ら
企
て
る
勇
気
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
き
わ
め
て
す
ば
ら
し
い
成
果
を
生
ん
だ
他
の
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
慣
習
法
に
関
し
て
あ
ら
ゆ
る
希

望
を
満
た
し
て
く
る
だ
け
の
時
間
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
。
師
は
法
律
学
の
最
も
重
要
な
課
題

│
最
も
必
要
と
さ
れ
頻
繁
に
用
い
ら
れ
、

そ
の
原
則
は
『
学
説
彙
纂
』
か
ら
の
み
導
か
れ
る

│
つ
ま
り
債
務
と
契
約
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
論
文
を
書
く
こ
と
に

し
た
。
師
は
こ
れ
に
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
関
す
る
個
別
的
テ
ー
マ
、
買
戻
、
夫
婦
共
有
財
産
、
寡
婦
資
産
を
含
め
た
。

一
七
六
一
年
、
師
は
、
そ
の
後
に
続
く
仕
事
の
基
礎
と
し
て
、『
債
務
法
概
論
』
二
巻
を
公
刊
し
た
。
こ
の
作
品
は
最
も
大
き
な
成
功

を
収
め
、
二
版
を
重
ね
た
。
本
書
は
古
典
的
か
つ
本
質
的
な
著
作
と
し
て
以
後
つ
ね
に
評
価
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
著
者
は
本
書
の

た
め
に
力
を
尽
く
し
、
法
に
関
す
る
深
く
広
い
知
識
を
注
ぎ
込
ん
だ
。
師
は
、
債
務
の
分
割
可
能
性
と
不
可
能
性
に
関
す
る
原
則
を
深
い

洞
察
力
と
明
快
さ
を
も
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
難
問
で
、
デ
ュ
ム
ラ
ン
に
よ
っ
て
、
学
識
を
駆
使
し
た
個
別
論
文
で
す
で

に
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
理
解
す
る
の
が
極
め
て
難
し
か
っ
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
深
い
学
識
が
明
快
さ
を
邪
魔
す
る
デ
ュ
ム
ラ
ン
に
な

い
整
然
と
し
た
方
法
を
必
要
と
し
た
。

『
債
務
法
概
論
』
は
、
契
約
の
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
に
関
す
る
密
接
に
関
連
す
る
一
連
の
論
稿
を
予
告
し
た
。
著
者
は
こ
の
約
束
を
果
た

し
た
。
毎
年
新
し
い
著
作
が
生
ま
れ
た

（
10
）

。
著
者
が
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
法

に
関
す
る
著
作
を
世
に
問
う
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

師
の
『
契
約
法
概
論
』
は
、
ロ
ー
マ
法
に
つ
い
て
の
知
識
を
基
に
、
そ
の
原
理
を
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
る
訴
え
に
応
用
し
た
だ
け
で
な

く
、
良
心
の
問
題
に
確
か
な
解
決
を
も
与
え
る
と
い
う
優
れ
た
点
を
持
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
、
法
的
義
務
と
道
徳
的
義
務
の
双
方
に
関

し
て
論
じ
ら
れ
た
。
師
は
、
契
約
に
基
づ
く
義
務
が
い
か
に
法
的
に
強
制
さ
れ
る
か
を
教
え
る
一
方
、
正
し
い
こ
と
、
正
義
を
逸
脱
す
る

（
四
〇
八
）
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こ
と
は
何
も
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
た
と
え
正
当
な
権
利
行
使
で
あ
っ
て
も
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え

た
。
こ
れ
こ
そ
法
律
学
の
根
本
で
あ
り
、
裁
判
所
が
判
決
す
る
よ
り
も
よ
り
広
く
正
し
い
道
徳
の
基
本
で
あ
る
。

人
間
的
正
義
が
永
久
不
変
の
正
義
の
か
す
か
な
影
と
生
気
の
な
い
似
姿
だ
け
し
か
示
さ
な
い
の
に
対
し
て
、
法
律
家
だ
け
は
永
久
不
変

の
正
義
の
均
衡
を
は
か
り
う
る
。
世
俗
的
権
力
が
建
て
る
こ
と
の
で
き
る
至
高
の
裁
判
所
に
登
壇
し
、
そ
こ
か
ら
厳
密
な
正
確
さ
を
も
っ

て
人
間
の
権
利
と
義
務
を
規
制
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
の
も
ま
た
法
律
家
だ
け
で
あ
る
。

道
徳
の
こ
の
部
分
は
お
そ
ら
く
神
学
者
た
ち
の
管
轄
で
も
あ
ろ
う
し
、
彼
ら
も
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
彼
ら
が
学
ぶ
べ
き
は
ま
さ
に
法
律
家
か
ら
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
人
の
法
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
を
恥
じ
な
け
れ
ば
、
彼
ら
は
そ
こ
に
、
ほ

と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
つ
い
て
、
純
粋
に
し
て
正
確
か
つ
明
晰
な
決
定
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
く
し
て
は
人
間
を
正
し
く
導
く

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
不
確
実
な
決
定
に
よ
っ
て
人
々
を
惑
わ
せ
、
信
義
に
は
ず
れ
た
利
害
を
助
長
し
、
あ
る
い
は
あ
ま
り
に
厳

格
す
ぎ
て
根
拠
の
な
い
意
見
に
よ
っ
て
良
心
を
混
乱
さ
せ
る
危
険
を
冒
し
て
し
ま
う
。
ポ
テ
ィ
エ
師
も
、
神
学
者
な
い
し
決
疑
論
者
が
法

律
問
題
に
関
わ
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
。
師
は
、
ま
た
『
パ
リ
教
会
会
議
』
の
著
者
（
他
の
点
で
は
お
お
い
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

が
）
の
決
定
を
し
ば
し
ば
拒
否
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
契
約
に
由
来
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
正
義
の
原
則
を
適
用
し
う
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
師
に
感
謝
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
か
く
も
明
晰
な
人
物
の
判
断
に
従
う
こ
と
で
間
違
い
を
犯
す
心
配
が
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。

ポ
テ
ィ
エ
師
の
文
体
は
、
単
純
に
し
て
簡
潔
で
あ
り
、
つ
ね
に
率
直
で
あ
っ
た
。
そ
の
文
体
は
自
惚
れ
と
か
気
取
り
と
か
と
は
ま
っ
た

く
無
縁
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
明
解
そ
の
も
の
で
あ
り
、
冗
長
散
漫
で
あ
る
と
誰
に
も
不
満
を
抱
か
せ
る
こ
と
は

な
い
。
そ
れ
こ
そ
何
も
の
に
も
代
え
難
い
長
所
で
あ
り
、
啓
発
の
た
め
読
ま
れ
る
だ
け
の
他
の
い
か
な
る
作
品
も
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
四
〇
九
）
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師
は
、
そ
の
慎
み
深
さ
ゆ
え
に
、
弟
子
た
ち
の
た
め
に
の
み
自
分
は
執
筆
し
た
の
だ
と
語
っ
た
。
法
律
書
で
は
な
く
、
取
る
に
足
り
ぬ

小
冊
子
し
か
判
断
で
き
ぬ
何
人
か
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
は
こ
の
皮
相
的
な
発
言
に
と
ら
わ
れ
た
。
文
体
の
簡
潔
さ
に
よ
っ
て
し
か
そ

の
内
在
的
な
価
値
を
は
か
ろ
う
と
せ
ず
、
彼
ら
は
、
ポ
テ
ィ
エ
師
の
慎
み
深
さ
が
語
ら
し
め
た
判
断
を
繰
り
返
し
て
は
ば
か
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
師
の
業
績
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
師
の
契
約
に
関
す
る
論
考
が
法
律
家
の
養
成
に
適
切
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
最
も
す

ぐ
れ
た
法
律
家
た
ち
が
そ
れ
ら
を
読
ん
で
大
き
な
収
穫
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
真
の
法
律
学
で
あ
り
、
債
務
法
論
が
第
一
級
の
作
品
で

あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
自
分
が
文
体
に
こ
だ
わ
り
が
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
師
は
対
象
だ
け
に
専
心
し
、
最
初
の
認
識
の
ま
ま
に

自
分
の
考
え
を
表
現
し
た
。
し
か
し
、
師
は
理
に
か
な
っ
た
思
想
の
持
ち
主
で
あ
り
、
師
の
観
念
は
つ
ね
に
理
路
整
然
と
提
示
さ
れ
、
体

系
化
さ
れ
た
。
師
の
構
想
は
す
べ
て
の
テ
ー
マ
を
包
括
し
、
そ
の
定
義
は
つ
ね
に
正
確
で
あ
り
、
そ
の
分
類
は
明
解
で
秩
序
だ
っ
て
い
る
。

疑
問
と
決
断
の
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
読
者
は
、
議
論
を
通
じ
て
解
決
の
糸
口
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
解
決
に
至
る
よ
う
は
か
ら
れ
る
。

師
は
、
私
に
一
度
な
ら
ず
、
欠
落
や
冗
長
さ
を
修
正
す
る
た
め
に
、
師
の
原
稿
を
見
直
す
名
誉
を
与
え
ら
れ
た
。
師
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、

私
は
必
ず
そ
れ
に
応
え
た
。
む
し
ろ
そ
う
す
る
こ
と
が
私
の
義
務
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
師
は
私
に
自
由
を
与
え
て
く
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
師
に
依
頼
さ
れ
た
仕
事
を
通
じ
て
師
を
喜
ば
せ
た
い
と
切
望
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
の
注
記
は
あ
ま
り
用

い
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
も
な
か
っ
た
。
私
は
、
も
し
自
分
が
著
作
を
書
く
の
で
あ
れ
ば
、
一
般
的
に
ま
っ
た

く
別
の
書
き
方
を
し
た
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
書
き
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
体
に
手
を
入

れ
よ
う
と
し
た
り
、
別
の
問
題
を
立
て
よ
う
と
す
る
と
、
全
面
的
に
書
き
直
さ
ざ
る
を
え
ず
、
同
時
に
氏
の
文
体
は
事
物
に
即
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
を
変
え
る
に
は
明
確
さ
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
た
。
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
託
さ
れ
た
何
人
か
も
同
じ
こ
と

（
四
一
〇
）
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を
感
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

医
学
の
場
合
と
同
様
、
法
律
学
の
場
合
も
、
研
究
に
よ
っ
て
理
論
を
獲
得
す
る
だ
け
で
は
、
そ
れ
を
実
際
に
適
用
す
る
た
め
に
は
、
十

分
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
そ
れ
を
使
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ポ
テ
ィ
エ
師
は
同
様
に
こ
の
面
で
も
能
力
を
有
し
て
い
た
。
訴

訟
手
続
は
法
律
家
に
と
っ
て
退
屈
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
ポ
テ
ィ
エ
師
は
そ
れ
を
嫌
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
師
は

『
民
事
訴
訟
手
続
』
及
び
『
刑
事
訴
訟
手
続
』
に
つ
い
て
の
原
稿
を
残
し
た
。

獲
得
さ
れ
た
膨
大
な
知
識
に
、
師
は
す
ぐ
れ
た
司
法
官
と
し
て
の
資
質
を
結
び
つ
け
た
。
善
き
正
義
へ
の
至
情
、
努
力
、
迅
速
な
措
置
、

公
平
さ
、
高
潔
さ
、
志
操
堅
固
、
同
胞
愛
。
彼
の
地
位
に
備
わ
る
べ
き
徳
に
し
て
、
彼
が
ま
っ
た
く
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
も
の
に
何
が

あ
ろ
う
か
。

師
は
、
裁
判
官
席
に
あ
っ
て
、
手
ず
か
ら
そ
こ
へ
導
き
、
指
導
に
よ
っ
て
鍛
え
、
自
ら
助
言
を
な
し
手
本
と
な
っ
て
教
え
続
け
た
弟
子

た
ち
に
囲
ま
れ
る
こ
と
に
大
き
な
満
足
を
覚
え
た
。
彼
ら
の
誰
も
、
師
の
年
齢
や
能
力
か
ら
し
て
当
然
の
優
越
的
な
調
子
を
と
る
こ
と
に

不
満
を
述
べ
る
者
な
ど
決
し
て
あ
り
え
な
か
っ
た
。
同
僚
た
ち
に
向
か
っ
て
、
師
は
い
か
に
振
る
舞
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
弟
子
に
対
す
る

よ
う
な
態
度
を
と
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
師
は
他
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
反
対
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
認
め
、
正
鵠
を
得
た
答
え
で
相

手
を
納
得
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

師
の
書
面
は
い
か
に
正
確
で
明
快
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
む
や
み
に
詳
細
に
渉
る
こ
と
な
く
、
当
事
者
の
弁
護
人
た
ち
が
頻
繁
に

付
加
す
る
無
関
係
な
こ
と
を
除
外
し
、
訴
の
理
由
自
体
と
双
方
の
申
し
立
て
事
由
だ
け
を
提
示
し
た
。

刑
事
事
件
の
判
決
に
は
、
法
律
学
は
あ
ま
り
役
立
た
な
い
。
刑
事
事
件
の
判
決
で
は
、
事
実
の
立
証
し
か
問
題
に
な
ら
な
い
。
こ
と
に

微
妙
な
事
件
に
つ
い
て
、
証
拠
や
状
況
を
検
証
す
る
た
め
に
、
可
能
性
の
程
度
を
区
別
し
、
確
実
性
と
混
同
せ
ず
、
同
様
に
道
徳
的
確
実

（
四
一
一
）
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性
と
法
律
的
確
実
性
と
を
識
別
す
る
に
は
、
注
意
力
と
正
義
感
が
お
お
い
に
必
要
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
も
正
確
さ
と
洞
察
力
に
よ
っ
て
傑
出
し
て
い
た
。
師
は
、
同
じ
く
司
法
官
に
求
め
ら
れ
る
ど
ん

な
職
務
に
も
ふ
さ
わ
し
く
、
立
派
に
そ
の
職
責
を
果
た
し
た
。
師
は
、
拷
問
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
刑
事
事
件
を
免
除
さ
れ

た
。
と
い
う
の
は
、
師
は
そ
の
よ
う
な
光
景
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
徳
的
な
感
情
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
肉
体

が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
司
法
官
と
し
て
の
他
の
役
割
を
自
ら
拒
絶
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
師
の
末
年
に
は
、
刑
事
代
行
官
及
び
特
別
代
行
官
の
死
去
に
よ
り
過
剰
な
仕
事
を
引
き
受
け
た
り
も
し
た
。

オ
ル
レ
ア
ン
上
座
裁
判
所
は
、
そ
の
回
復
を
ポ
テ
ィ
エ
師
に
負
っ
て
い
る
。
も
し
師
が
法
律
学
研
究
に
お
い
て
ひ
ろ
め
た
競
争
心
が
な

け
れ
ば
、
そ
し
て
、
司
法
官
と
し
て
採
用
し
た
人
々
が
い
な
け
れ
ば
、
裁
判
官
団
は
今
日
わ
ず
か
に
数
人
の
古
参
の
者
た
ち
だ
け
に
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
裁
判
官
は
過
去
二
〇
年
に
渡
っ
て
最
良
の
時
代
を
過
ご
し
て
き
た
。
裁
判
所
の
全
般
的
な
衰
退
の
中
の
唯

一
の
事
例
で
あ
る
。
一
七
五
三
年
以
来
、
裁
判
官
団
を
根
本
か
ら
変
革
し
た
こ
の
世
代
に
代
わ
る
者
た
ち
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
か
。
衰
退
を
導
く
二
流
の
司
法
官
が
引
き
起
こ
す
一
般
的
な
原
因
の
例
外
と
な
る
、
特
別
か
つ
偶
然
的
な
原
因
が
あ
っ
た
と
き
、

こ
の
よ
う
な
特
別
な
事
実
が
こ
の
先
も
確
実
に
続
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
一
七
六
三
年
、
私
は
、
彼
ら
の
衰
退
の
原
因
に
つ

い
て
公
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
そ
の
と
き
以
来
た
し
か
に
減
じ
て
い
な
い
。
ほ
か
の
ど
こ
で
も
強
力
な
原
因
の
影
響
力

を
力
強
く
押
し
戻
し
て
く
れ
た
偉
大
な
人
物
、
危
機
に
瀕
し
た
裁
判
官
団
を
一
人
支
え
て
く
れ
た
人
物
、
そ
し
て
そ
れ
を
立
派
に
復
活
さ

せ
て
く
れ
た
人
物
、
こ
の
人
物
は
も
は
や
い
な
い
。
そ
し
て
、
師
に
代
わ
る
べ
き
者
は
決
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

今
後
、
師
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
法
律
家
が
他
に
登
場
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
（
そ
の
よ
う
な
人
物
を
養
成
す
る
た
め
に
師
の
著
作
が
貢

献
し
う
る
で
あ
ろ
う
）、
恵
ま
れ
た
深
い
知
識
、
正
義
感
、
洞
察
力
に
加
え
て
、
同
様
に
高
度
な
精
神
性
を
備
え
た
人
物
が
ど
こ
に
見
出
さ

（
四
一
二
）
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れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
善
良
か
つ
簡
明
で
、
慎
み
深
く
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
な
人
物
が
見
出
さ
れ
よ
う
か
。
師
は
わ
れ
わ
れ

の
中
に
あ
っ
て
、
精
神
の
純
粋
さ
と
簡
明
さ
に
よ
っ
て
群
を
抜
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
師
の
世
紀
の
生
活
態
度
で
は
か
け
離
れ
た
存
在
で

あ
っ
た
。

師
の
徳
を
述
べ
る
よ
り
も
そ
の
著
作
に
つ
い
て
考
え
る
方
が
は
る
か
に
容
易
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
が
ま
だ
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
師

の
弔
辞
の
以
下
の
部
分
は
、
師
と
親
し
い
人
間
関
係
と
私
生
活
で
の
範
を
享
受
し
え
た
方
々
に
は
き
っ
と
き
わ
め
て
不
完
全
な
も
の
と
思

わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
部

お
よ
そ
賢
者
た
る
も
の
や
学
者
た
る
も
の
の
生
涯
は
興
味
を
引
く
に
ふ
さ
わ
し
い
出
来
事
に
乏
し
い
。
単
調
さ
と
変
化
の
な
さ
が
そ
の

性
格
を
形
作
り
、
そ
の
著
作
だ
け
が
時
代
を
画
す
る
。
そ
の
歴
史
は
、
政
府
が
、
平
和
の
友
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
国
民
の
幸
福
と
、
そ
の

開
明
化
だ
け
に
専
念
し
て
、
長
く
野
心
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
国
家
の
歴
史
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
国
民
の
年
代
記
は
き
わ
め
て

不
毛
な
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
国
制
や
行
政
制
度
を
知
れ
ば
、
そ
の
国
の
歴
史
は
知
ら
れ
よ
う
。
制
度
の
性
格
が
不
変
で
あ
る

以
上
、
そ
の
歴
史
は
何
世
紀
を
経
よ
う
と
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

人
々
を
動
か
す
の
は
そ
の
熱
情
で
あ
る
。
熱
情
こ
そ
が
、
出
来
事
の
生
み
の
母
で
あ
る
。
歴
史
は
出
来
事
の
結
果
の
記
述
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
賢
者
の
人
生
は
そ
れ
ゆ
え
興
味
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
事
件
を
ほ
と
ん
ど
提
示
し
え
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
い
っ
そ
う
そ
の
人
生

は
幸
福
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

賢
者
は
、
そ
の
意
に
反
し
て
、
し
ば
し
ば
彼
に
無
縁
の
嵐
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
状
況
に
よ
っ
て
彼
の
本
来
の
居
場
所
か
ら

（
四
一
三
）
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連
れ
出
さ
れ
、
他
の
人
々
の
熱
情
に
さ
ら
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
彼
に
と
っ
て
矛
盾
す
る
場
所
へ
と
持
ち
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
人
生
は
そ
の

と
き
、
彼
の
安
息
を
犠
牲
に
し
て
興
味
深
い
も
の
と
な
る
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
自
分
の
熱
情
に
も
他
人
の
そ
れ
に
も
決
し
て
不
平
を
も
ら
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
師
の
心
の
静
穏
を
乱
す
も
の
は
何

も
な
か
っ
た
。
ど
ん
な
大
変
な
こ
と
も
、
師
の
人
生
の
計
画
や
単
調
さ
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
他
の
ど
ん
な
出
来
事
も
、
師
が
誠

実
に
愛
し
た
友
人
た
ち
の
死
を
除
い
て
、
師
の
生
涯
に
苦
し
み
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

何
の
心
配
も
な
く
、
師
は
全
生
涯
を
そ
の
役
割
、
つ
ま
り
法
律
学
の
研
究
に
捧
げ
た
。
師
は
そ
れ
以
外
に
果
た
す
べ
き
こ
と
も
、
や
り

た
い
こ
と
も
な
か
っ
た
。

師
は
結
婚
し
よ
う
と
い
さ
さ
か
も
考
え
な
か
っ
た
。
師
は
、
自
分
は
そ
の
よ
う
な
勇
気
は
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
勇
気
を
持
て
る
人
は

す
ば
ら
し
い
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
人
が
そ
の
後
の
結
果
に
思
い
い
た
す
な
ら
ば
、
き
っ
と
多
く
の
こ
と
を
背
負
い
込
ま
ね
ば
な

ら
な
い
と
も
語
っ
て
い
た
。

独
身
を
貫
く
こ
と
が
、
時
間
を
浪
費
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
研
究
に
専
念
し
そ
れ
だ
け
が
休
息
に
な
る
人
物
が
と
り
う
る
お
そ
ら
く
最
も
賢

明
で
最
良
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
解
決
方
法
は
、
師
を
し
て
普
通
人
と
異
な
る
も
の
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
邪
悪
か
ら
遠
ざ
け
、
興
味
の

対
象
を
制
約
す
る
こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
心
配
の
種
を
取
り
除
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
利
点
を
享
受
し
え
た
人
は
ポ
テ
ィ
エ
を
お
い
て
ほ
か
に
は
な
か
っ
た
。
師
は
最
大
限
そ
れ
を
享
受
す
る
こ
と
を
欲
し
、

ず
っ
と
家
政
を
免
れ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
。
こ
の
面
で
の
師
の
無
関
心
は
家
長
と
し
て
の
欠
陥
と
な
り
え
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
欠

陥
は
、
そ
れ
が
生
じ
た
動
機
に
よ
っ
て
師
の
場
合
に
は
か
な
り
の
も
の
と
な
っ
た
。
師
は
も
と
も
と
富
に
ま
っ
た
く
執
着
が
な
か
っ
た
し
、

ま
っ
た
く
も
っ
て
無
関
心
で
あ
っ
た
。
師
に
と
っ
て
、
氏
は
、
そ
の
行
動
に
お
い
て
、
こ
の
点
で
、
こ
う
し
た
感
情
の
帰
結
、
つ
ま
り
無

（
四
一
四
）
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関
心
だ
け
し
か
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
友
人
た
ち
に
対
し
て
自
分
の
無
関
心
さ
を
嘆
い
た
も
の
で
あ
っ
た

（
11
）

。

師
は
、
一
七
四
七
年
に
市
参
審
人
職
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
選
出
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

時
間
が
貴
重
な
人
物
が
、
他
人
で
も
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
果
た
し
う
る
役
割
に
時
間
を
さ
く
べ
き
理
由
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
自
分
の

財
産
の
こ
と
で
も
す
で
に
あ
ま
り
に
も
面
倒
な
人
物
に
、
町
の
財
産
を
管
理
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
実
際
師

は
こ
の
地
位
の
役
割
を
ほ
と
ん
ど
果
た
さ
な
か
っ
た
。

師
は
家
政
の
細
か
な
こ
と
に
ま
っ
た
く
向
い
て
い
な
か
っ
た
。
師
は
、
財
産
と
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
勉
強
し
た
り
、
意
を
用
い
た
り
す

べ
き
も
の
と
は
あ
ま
り
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
師
の
家
人
の
中
に
、
忠
実
な
管
理
人
が
い
て
、
師
に
最
も
大
事
な
用
事

だ
け
を
求
め
て
、
師
を
わ
ず
ら
わ
せ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
か
ら
解
放
し
て
く
れ
た

（
12
）

。

師
は
決
し
て
財
産
を
殖
や
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
師
は
、
自
分
が
受
け
取
っ
た
だ
け
の
分
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
師
は
返
済
を

受
け
る
と
き
で
も
、
元
金
だ
け
を
戻
し
て
も
ら
っ
た
。
道
路
の
整
理
の
た
め
に
師
の
家
が
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
師
は
同
価

値
の
別
の
家
を
購
入
し
た
。
師
の
無
関
心
は
、
師
の
必
要
に
十
分
以
上
の
財
産
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
本
来
的
に
師
の
性
格
か
ら
、

つ
ま
り
富
裕
に
な
ろ
う
と
す
る
こ
と
へ
の
実
際
上
の
無
関
心
に
起
因
す
る
。
富
裕
で
あ
れ
ば
、
無
関
心
で
い
ら
れ
そ
う
だ
が
、
実
際
に
は

無
関
心
で
は
お
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
師
が
も
っ
と
裕
福
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
別
の
生
き
方
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
り
に
師
が
大
変
な
苦
労
を
い

と
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
も
の
を
捧
げ
て
、
公
的
事
業
に
関
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
し
自
分
の
財
産
管
理
に
も
っ
と
気
を

配
る
こ
と
が
あ
り
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
貧
者
の
た
め
に
節
約
す
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
師
は
自
分
の
生
活
を
切
り

詰
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
ら
を
保
護
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
財
産
が
許
す
以
上
に
、
師
は
寛
容
で
あ
り
え
た
。
師
は
、

（
四
一
五
）
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余
剰
分
を
配
分
し
て
も
そ
れ
で
自
分
の
義
務
を
果
た
せ
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
自
分
の
必
要
分
を
い
っ
そ
う
切
り
詰
め
、
余

剰
分
は
ま
た
そ
の
お
か
げ
で
い
っ
そ
う
大
き
く
な
っ
た
。
師
の
健
康
を
大
事
に
思
っ
て
、
師
の
家
人
が
こ
の
必
要
の
た
め
に
支
出
し
た
額

さ
え
も
、
師
は
残
念
に
思
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
師
の
た
め
に
給
さ
れ
た
食
料
品
の
金
額
を
彼
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
救
貧
修
道
女
会
は
、
つ
ね
に
資
金
源
と
し
て
師
を
あ
て
に
し
て
い
た
。
師
は
、
そ
の

訪
問
を
感
謝
し
つ
つ
、
丁
重
に
も
て
な
し
た
。
師
は
彼
女
た
ち
が
施
し
物
の
受
託
者
と
な
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
師
は
、
施
し
を
見
識
を

持
っ
て
行
い
た
か
っ
た
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
彼
女
た
ち
を
信
頼
し
て
い
た
の
で
、
配
分
を
め
ぐ
っ
て
悩
む
こ
と
も
、
調
査
検
討
を
す

る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

い
か
に
多
く
の
貧
乏
を
隠
し
て
い
る
人
々
が
安
心
し
て
師
の
も
と
に
彼
ら
の
生
活
費
を
求
め
て
や
っ
て
き
て
は
、
十
分
な
救
済
を
受
け

た
こ
と
か
、
そ
し
て
そ
の
施
し
の
方
法
や
同
情
が
費
用
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
か
。
師
は
、
ど
れ
だ
け
の
子
ど
も
た
ち
に
、
見
習
い
中
の
賃

金
を
払
っ
て
や
る
こ
と
で
、
自
活
で
き
る
よ
う
に
し
て
や
っ
た
こ
と
か
。
こ
れ
も
一
種
の
施
し
で
あ
る
が
、
そ
の
成
果
は
、
貧
困
を
予
防

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
体
何
度
、
困
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
耳
に
し
た
だ
け
で
、
遠
く
離
れ
た
田
舎
や
人
里
離
れ
た
町

に
施
し
物
を
送
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

師
は
、
秘
密
裏
に
、
神
の
み
ぞ
知
る
善
行
を
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
成
し
遂
げ
た
こ
と
か
。
こ
と
に
災
禍
の
時
代
に
は
、
師
の
管
理
人
が
、

日
常
の
支
出
の
た
め
に
何
が
し
か
を
残
す
算
段
を
し
な
か
っ
た
な
ら
、
そ
の
収
入
の
全
部
を
消
費
し
て
し
ま
い
、
日
々
の
必
要
に
事
欠
く

こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
師
は
、
慈
善
行
為
の
た
め
の
金
銭
を
彼
女
か
ら
隠
し
、
そ
の
た
め
に
彼
女
は
師
か
ら
生
活
費
だ
け
で
も
隠
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
師
が
ど
れ
だ
け
の
金
額
が
あ
る
か
知
ら
な
か
っ
た
し
、
彼
女
が
頼
め
ば
い
つ
で
も
鍵
を
渡
し
た
の
で
、
こ
の

こ
と
は
た
い
し
た
仕
事
で
は
な
か
っ
た
。
い
く
ら
か
で
も
お
金
を
見
つ
け
る
と
、
ひ
と
に
や
っ
て
し
ま
う
の
で
、
師
の
管
理
人
は
、
そ
う

（
四
一
六
）
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し
た
こ
と
が
過
度
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
手
段
と
し
て
は
、
生
活
必
要
品
を
取
り
そ
ろ
え
る
の
に
借
金
を
す
る
と
い
っ
て
師
を
脅
か
す
し

か
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
は
師
が
我
慢
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
金
庫
が
か
ら
に
な
る
と
、
管
理
人
は
そ
れ
を
補
充
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
な
お
管
理
人
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
ど
こ
に
行
け
ば
金
が
も
ら
え
る
か
を
考
え
、
自
分
が
そ
れ
を
受
け
取
れ

る
よ
う
、
そ
の
受
領
証
を
師
に
作
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

多
く
の
美
徳
や
善
行
に
ポ
テ
ィ
エ
師
の
人
生
は
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
美
徳
は
根
本
的
な
慎
み
深
さ
の
下
に
包
み
隠
さ

れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
慎
み
深
さ
は
、
世
間
か
ら
隠
さ
れ
た
以
上
に
、
ポ
テ
ィ
エ
師
自
身
、
こ
れ
が
美
徳
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
慎
み
深
さ
は
、
師
の
外
面
的
な
行
為
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
こ
そ
が
、
師
の
美
徳
の
中
で
隠
す
の
が
も
っ
と
も

困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
慎
み
深
さ
は
、
真
の
謙
遜
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
師
は
実
際
他
の
誰
よ
り
も
高
み

に
登
り
、
師
の
す
ば
ら
し
い
天
分
を
疑
わ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
誰
に
も
師
の
天
分
は
明
ら
か
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
じ
く
自
分
の
名
声
や
財
産
へ
の
無
関
心
の
ゆ
え
に
、
師
は
ど
ち
ら
を
も
求
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
か
か
る
無
関
心
ゆ
え
に
、
師
は

富
を
殖
や
す
た
め
に
何
も
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
日
々
そ
の
名
声
を
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
師
は
財
産
を
殖
や
そ
う

と
し
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
名
声
を
得
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
師
の
意
図
せ
ざ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
師
の
名
声
は
大
き
く
な
り
、
師
に
そ
れ
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
賛
辞
も
、
師
に
は
他
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な

る
が
ゆ
え
に
耐
え
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
賛
辞
が
師
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
師
の
困
惑
や
顔
の
表
情
か
ら
容
易

に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

他
人
に
対
し
て
寛
容
で
あ
り
、
思
い
や
り
を
欠
く
こ
と
を
恐
れ
、
自
分
自
身
の
た
め
に
何
も
求
め
な
い
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
礼
節
の
真

の
基
本
で
あ
る
。
こ
の
礼
節
は
、
そ
の
帰
結
と
し
て
の
、
師
の
慎
み
深
さ
と
同
様
、
師
に
と
っ
て
ま
ぎ
れ
も
な
い
真
実
で
あ
っ
た
。
師
の

（
四
一
七
）
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礼
節
は
、
人
が
容
易
に
満
足
し
、
し
ば
し
ば
思
っ
て
も
い
な
い
の
に
そ
の
よ
う
な
ふ
り
を
す
る
だ
け
の
上
辺
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

師
の
そ
れ
は
、
と
く
に
世
間
付
き
合
い
よ
り
も
本
に
親
し
む
人
々
に
あ
り
が
ち
な
、
学
問
へ
の
専
心
と
世
間
離
れ
に
よ
っ
て
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
身
に
つ
け
て
し
ま
う
付
き
合
い
に
く
さ
や
厳
し
さ
と
も
無
縁
で
あ
っ
た
。
ポ
テ
ィ
エ
師
の
態
度
は
、
こ
う
し
た
こ
と
と
は

ま
っ
た
く
別
で
あ
っ
た
。
惜
し
む
ら
く
は
、
師
が
あ
ま
り
に
恥
ず
か
し
が
り
屋
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
師
を
他
人
と
の

付
き
合
い
を
臆
病
に
し
困
惑
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
社
交
儀
礼
か
ら
人
の
多
い
と
こ
ろ
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
き
に
は
、

ま
さ
に
そ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
い
つ
も
友
人
の
一
人
に
付
き
添
っ
て
く
れ
る
よ
う

頼
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
師
は
そ
の
よ
う
に
さ
れ
る
こ
と
を
自
分
へ
の
奉
仕
だ
と
考
え
て
い
た
。

自
然
は
、
贈
与
を
出
し
惜
し
み
す
る
も
の
で
あ
り
、
贈
り
物
を
一
人
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。
自
然
は
ポ
テ
ィ
エ
師
に
外
見
的
な

資
質
を
拒
絶
し
な
が
ら
、
師
に
与
え
ら
れ
た
も
の
以
上
の
も
の
を
望
む
者
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
師
の
顔
つ
き
は
、
自
然
の
恩
恵
を
う
か
が

わ
せ
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。
師
の
身
長
は
高
か
っ
た
が
、
不
格
好
で
が
っ
し
り
し
た
体
格
で
は
な
か
っ
た
。
歩
く
と
き
は
、

師
の
身
体
は
片
側
に
傾
き
、
そ
の
歩
き
方
は
独
特
で
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
。
座
る
と
き
は
、
長
す
ぎ
る
足
に
困
っ
て
、
足
を
組
ん
で
座
っ
た
。

師
の
行
動
は
何
も
か
も
普
通
と
は
違
っ
て
ぎ
こ
ち
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
食
卓
で
は
、
た
い
て
い
の
場
合
肉
を
細
か
く
切
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
火
を
か
き
立
て
よ
う
と
す
る
と
、
ま
ず
は
膝
座
り
を
し
た
も
の
の
、
そ
の
あ
と
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
師
の
姿
勢
や

風
采
の
飾
り
気
の
な
さ
は
師
の
性
格
の
よ
さ
を
う
か
が
わ
せ
え
た
が
、
師
の
精
神
の
優
越
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
判
断
の
た

め
に
は
、
名
声
に
よ
っ
て
師
を
知
る
か
、
師
の
こ
と
を
深
く
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
か
の
間
の
訪
問
だ
け
で
は
、
思
い
描
い
た
理

想
を
損
な
う
こ
と
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
師
の
目
に
宿
る
精
神
と
快
活
さ
は
師
の
洞
察
力
の
俊
敏
さ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
会
話
を
通
じ
て
師
が
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
活
発
化
し
た
。

（
四
一
八
）
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師
は
、
風
采
や
手
際
の
悪
さ
に
対
す
る
冗
談
を
も
つ
ね
に
快
く
許
し
た
。
パ
リ
で
、
ロ
ー
ブ
姿
で
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
の
前
を
通
る
と
、

若
者
た
ち
が
出
て
き
て
指
さ
し
た
も
の
だ
と
、
愉
快
そ
う
に
よ
く
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ダ
ゲ
ッ
ソ
ー
閣
下
は
、
ポ
テ
ィ
エ
師
に
会
っ
て
当
時
師
が
取
り
組
ん
で
い
た
著
作
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
希
望
し
た
が
、
そ
の
ダ

ゲ
ッ
ソ
ー
閣
下
の
招
待
で
、
師
が
パ
リ
に
滞
在
し
た
と
き
、
大
法
官
府
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
、
ダ
ゲ
ッ
ソ
ー
閣
下
は
不
在
で

あ
る
と
言
わ
れ
た
。
師
は
そ
の
場
を
立
ち
去
り
、
翌
日
に
は
帰
郷
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
も
し
友
人
が
引
き
留
め
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、

ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
が
ラ
・
フ
ェ
ル
テ
＝
ミ
ロ
ン
へ
妻
に
会
い
に
パ
リ
か
ら
出
か
け
、
彼
が
着
い
た
と
き
に
丁
度
教
会
に
行
っ
て
い
た
彼

女
に
会
え
ず
に
戻
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
二
人
の
人
物
の
性
格
を
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
で
比
較
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
翌
日
、
師
が
再
訪
し
た
と
き
に
は
、
大
法
官
閣
下
は
、
師
が
控
え
の
間
に
い
る
と
の
知
ら
せ

を
聞
い
て
出
て
き
て
、
師
を
格
別
に
歓
待
し
た
。
そ
の
こ
と
は
外
見
か
ら
し
か
判
断
し
な
か
っ
た
人
々
に
は
大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
。

師
は
、
人
付
き
合
い
に
お
い
て
、
穏
和
で
愛
想
が
よ
く
、
陽
気
で
友
人
た
ち
に
心
開
い
た
。
人
間
関
係
に
お
け
る
そ
の
誠
実
な
態
度
は

ま
さ
に
師
の
本
領
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
何
も
の
も
変
え
る
こ
と
の
な
い
心
の
平
穏
と
一
点
の
曇
り
も
な
い
平
静
さ
を
享
受
し
た
。

人
々
は
師
の
率
直
さ
を
愛
し
た
が
、
そ
れ
は
大
人
物
の
ま
さ
に
偉
人
然
と
し
た
態
度
を
緩
和
し
て
く
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
師
の
率
直
さ
は
、
と
き
に
特
異
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
も
あ
り
、
と
き
に
ま
た
そ
う
で
な
か
っ
た
り
し
た
が
、
そ
れ
は
、
こ
う

言
っ
て
よ
け
れ
ば
、
率
直
さ
と
は
対
照
的
な
、
普
通
の
見
方
と
判
断
の
仕
方
に
比
較
し
て
過
度
の
理
性
の
せ
い
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

た
と
え
最
も
理
性
的
な
人
間
で
あ
っ
て
も
た
い
て
い
は
世
評
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
世
評
が
単
純
な
理
性
に
一
致
し
た
偏

見
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
は
よ
ら
な
い
。
そ
し
て
、
か
く
も
純
粋
な
理
性
に
指
導
さ
れ
た
判
断
し
か
持
っ
て
い
な
い
人
に
出
会

う
の
は
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
り
、
そ
の
人
の
判
断
は
必
ず
奇
妙
な
も
の
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

（
四
一
九
）
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師
は
、
対
立
や
論
争
を
好
ま
な
か
っ
た
が
、
個
人
的
に
は
反
対
意
見
を
不
快
に
思
う
こ
と
は
な
く
、
誰
か
が
自
分
と
意
見
の
違
う
他
人

を
好
ま
な
い
こ
と
を
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
師
が
自
分
の
意
見
に
固
執
す
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
れ
が
自
分
の
意
見
だ
か
ら
と

い
う
理
由
で
は
な
く
、
そ
れ
が
正
し
い
と
師
が
考
え
た
か
ら
で
あ
り
、
師
の
見
識
が
問
題
を
未
解
決
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る

（
13
）

。
師
は
、
自
分
の
意
見
を
断
固
と
し
て
守
り
、
反
対
す
る
自
由
を
行
使
し
た
が
、
師
は
、
こ
れ
を
同
様
に
他
人
に
も
認
め
た
。
師

は
、
著
者
の
見
解
を
論
じ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
当
代
の
人
々
を
相
手
に
議
論
し
た
の
で
あ
る
が
、
真
理
の
発
見
以
外
に
何
の
関
心
も
持
た

な
か
っ
た
。
師
は
、
権
威
だ
け
を
持
ち
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
権
威
な
る
も
の
は
、
理
性
で
は
な
く
、
よ
り
注
意
深
く

主
題
を
議
論
し
、
師
の
理
由
付
け
に
力
と
明
確
さ
を
与
え
る
た
め
の
、
二
次
的
で
補
足
的
な
理
由
付
け
で
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
師
に
異
議
申
立
を
行
い
、
師
と
論
争
す
る
こ
と
か
ら
は
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
反
論
は
、
師
の
平
穏

を
破
ら
せ
、
問
題
を
再
考
さ
せ
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
議
論
さ
せ
、
反
対
の
論
拠
を
比
較
考
量
さ
せ
、
自
分
の
意
見
を
師
ら
し
く
が
っ
ち
り

と
精
力
的
に
固
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
師
が
実
際
一
つ
の
問
題
あ
る
い
は
一
つ
の
意
見
に
関
心
を
い
だ
く
と
き
に
は
（
真
実
、
正
義
、
公
共
善
へ
の
関
心
以
外
に
師
の
心

を
動
か
す
関
心
事
が
あ
ろ
う
か
）、
師
の
性
格
の
や
さ
し
さ
や
慎
ま
し
さ
が
自
分
の
意
見
を
き
わ
め
て
熱
く
そ
し
て
激
し
く
守
る
こ
と
を
妨

げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
し
か
か
る
場
合
に
師
が
激
し
い
反
対
に
あ
っ
た
と
き
に
は
、
師
が
自
分
の
節
度
を
忘
れ
、
激
昂
し
、
反
対
に

い
ら
だ
つ
姿
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
言
葉
は
、
ど
っ
と
あ
ふ
れ
出
し
、
そ
の
都
度
師
が
述
べ
た
か
っ
た
こ
と
を
表
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
説
得
し
た
い
と
い
う
思
い
の
あ
ま
り
、
師
は
、
本
来
の
才
能
で
あ
っ
た
説
得
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。
不
本
意
な
が
ら
も
師
が
好

ま
な
い
よ
う
な
激
し
い
言
葉
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
悪
意
の
な
い
、
熱
意
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
だ
が
、
普
段
か
ら
、
動
機
で
は
な
く
外
見
だ
け
し
か
見
な
い
よ
う
な
人
か
ら
見
れ
ば
、
ま
た
こ
う
し
た
外
見
し
か
見
な
い
理

（
四
二
〇
）
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性
の
持
ち
主
で
、
見
た
も
の
で
し
か
判
断
し
な
い
よ
う
な
人
か
ら
見
れ
ば
、
謝
罪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
し

人
が
こ
の
瞬
間
の
師
の
姿
を
見
た
な
ら
ば
、
優
位
を
誇
り
た
い
、
怨
恨
を
抱
か
せ
や
す
い
、
他
人
に
怨
恨
を
抱
か
せ
る
こ
と
を
気
に
か
け

な
い
、
頑
固
な
人
物
と
信
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
し
、
こ
う
し
た
一
時
の
見
か
け
だ
け
に
基
づ
い
て
ま
っ
た
く
誤
っ
た
判
断
を
下
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
師
以
上
に
純
朴
で
、
や
さ
し
く
、
平
和
の
友
で
あ
り
、
恨
み
か
ら
縁
遠
い
人
が
誰
あ
ろ
う
か
。
師
は
人
を
許
す
と
い
う
機
会
を

持
た
な
か
っ
た
。
許
し
は
侮
辱
を
前
提
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
師
は
侮
辱
に
対
し
て
恨
み
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

人
が
師
に
対
し
て
礼
儀
を
欠
く
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
師
の
心
を
苛
立
た
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
師
に
嫌
悪
の
感
情

を
も
い
だ
か
せ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
師
の
理
性
も
、
宗
教
も
嫌
悪
の
念
が
心
に
宿
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
誰
で
あ
ろ
う

と
、
師
も
嫌
悪
感
を
懐
い
た
り
、
冷
淡
さ
を
も
懐
い
た
り
す
る
こ
と
は
同
様
に
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
ま
っ
た
く
も
っ
て
申
し
添
え

て
お
く
。

こ
う
し
た
機
会
に
師
が
示
し
た
熱
情
と
熱
意
と
同
じ
よ
う
に
、
師
は
、
儀
式
に
関
わ
る
も
の
で
あ
れ
、
仲
間
内
の
主
張
や
利
益
に
関
わ

る
も
の
で
あ
れ
、
自
分
た
ち
裁
判
官
団
に
関
わ
る
問
題
を
論
じ
る
と
き
も
利
害
に
は
無
関
心
で
公
平
な
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
や
身
の
律
し
方
は
、
争
う
に
値
し
な
い
こ
と
を
争
う
の
を
当
然
の
よ
う
に
厭
う
師
の
性
格
の
本
質
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
師
は
、
他
の
人
々
も
誰
も
が
自
分
と
同
じ
よ
う
に
単
純
で
あ
り
、
外
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
卓
越
し
た
理
性
に
満
た
さ
れ
、

外
観
に
し
か
か
か
わ
ら
ぬ
事
物
の
本
質
に
属
さ
な
い
こ
と
に
は
無
関
心
だ
と
考
え
て
い
た
。

師
が
聴
衆
に
向
か
っ
て
自
ら
の
意
見
を
大
声
で
は
っ
き
り
と
語
っ
た
の
も
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
、
そ
し
て
師
の
性
格
の
素
朴
さ
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
弁
護
士
が
、
自
分
の
担
当
し
た
事
件
に
つ
い
て
陳
述
し
て
い
る
う
ち
に
、
師
は
、
す
で
に
申
し
立
て
の
理
由
や

反
論
を
予
想
し
、
弁
護
人
団
が
問
題
の
所
在
を
把
握
し
た
と
き
に
は
す
で
に
自
ら
判
断
を
下
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
あ
と
は
そ
の
事
件
の

（
四
二
一
）
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攻
防
に
耳
を
傾
け
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
も
し
事
件
が
あ
ま
り
重
要
で
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
師
は
関
心
を
ほ
か
に
向
け
た
。
も
し
事
件
が

師
の
関
心
を
引
い
た
な
ら
、
身
振
り
で
賛
否
を
表
明
す
る
の
を
と
ど
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
き
に
は
小
声
で
そ
う
さ
さ
や
く
こ
と
も
あ
っ

た
。
ひ
と
が
自
分
の
考
え
に
至
る
前
に
師
の
意
見
を
知
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
師
は
、
裁
判
長
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
も
っ
と
自
由
に
振
る
舞
っ
た
。
事
件
を
迅
速
に
処
理
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
確
か
に

賞
賛
さ
れ
る
べ
き
望
み
で
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
限
度
も
あ
っ
た
。
師
は
、
裁
判
官
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
く
、
当
事
者
に
対
し
て
負
う

べ
き
忍
耐
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
負
け
た
方
の
当
事
者
は
、
そ
の
言
い
分
が
聞
き
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
不
服
を
申
し
立
て
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
師
が
事
件
を
担
当
す
る
と
、
弁
護
士
に
事
件
を
説
明
す
る
機
会
や
、
他
の
裁
判
官
た
ち
に
も
聴
聞
の
機
会
を
与

え
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
、
師
が
一
人
で
判
断
し
、
自
ら
裁
判
所
の
権
威
を
体
現
せ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
い
た
だ
く
者
は
誰
も

な
か
っ
た
。
師
が
ほ
ん
と
う
の
と
こ
ろ
何
を
考
え
て
い
る
か
は
誰
も
が
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
師
の
と
る
態
度
か
ら
悪
意
を
抱
い
た

り
、
師
自
身
に
秘
密
の
見
返
り
を
疑
う
こ
と
な
ど
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
師
は
迅
速
に
職
務
を
処
理
し
た
か
っ
た
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
師
は
、
あ
ま
り
重
要
で
な
い
事
件
で
も
さ
っ
さ
と
処
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
。
も
し

弁
護
士
が
決
定
的
な
論
点
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
師
は
た
だ
ち
に
彼
を
そ
こ
に
連
れ
戻
し
た
。
し
か
し
、
弁
護
士
が
と
る

手
段
が
間
違
っ
て
い
た
り
、
依
拠
す
べ
き
原
理
が
誤
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
師
は
我
慢
を
押
さ
え
き
れ
ず
、
そ
う
で
は
な
い
と
介
入
し
て
、

正
し
い
原
理
や
申
立
事
由
を
思
い
出
さ
せ
た
り
も
し
た

（
14
）

。
弁
論
は
、
時
に
は
口
答
試
験
や
一
種
の
研
究
会
の
よ
う
に
な
っ
た
。
師
の
友
人

た
ち
は
と
き
に
師
に
異
議
を
申
し
立
て
、
師
も
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
師
は
彼
ら
の
教
師
で
は
な
か
っ
た
。
他
の
人
物
で
あ

れ
ば
、
裁
判
長
の
こ
う
し
た
態
度
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
師
は
お
お
い
に
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
人
で

あ
り
、
同
時
に
誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
師
に
は
何
で
も
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
不
快
の
念
を
抱
か
せ
る
に
は
無
縁
で
あ
っ
た
。

（
四
二
二
）
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こ
の
よ
う
な
詳
述
は
、
こ
の
回
顧
の
機
会
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
な
い
。
人
び
と
は
、
偉
人
た
ち
の
些
細
な
欠
点
を
知
り
た
い
と

思
う
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
こ
と
で
彼
ら
が
幾
分
で
も
わ
れ
わ
れ
に
近
づ
い
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
お

そ
ら
く
は
こ
う
し
た
軽
微
な
欠
点
は
、
す
ぐ
れ
た
才
能
に
は
つ
き
も
の
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
あ
ま
り
に
当
然
の
結
果
で
し
か
な
い
か
ら

で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
欠
点
は
、
師
の
よ
う
な
人
物
を
描
く
の
に
む
し
ろ
ふ
さ
わ
し
い
。
こ
う
し
た
性
格
の
大
き
な
特
徴
は
ま
さ
し
く
肖

像
画
を
描
く
の
に
役
立
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
果
た
す
た
め
に
は
人
生
が
あ
ま
り
に
も
短
す
ぎ
る
仕
事
を
要
求
す
る
学
問
に
お
い
て
、
主
た
る
目
標
を
犠
牲
に
し
て
し
か
涵
養

で
き
な
い
他
の
い
か
な
る
興
味
に
よ
っ
て
も
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
ま
さ
に
す
ぐ
れ
た
長
所
で
あ
る
。
理
解
を
深
め
た
い
と
い
う
希
望

を
拒
絶
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
長
所
で
あ
る
。
人
が
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
お
お
い
に
備
え
て
い
る
と
き
に
は
。
ポ
テ
ィ
エ
師

は
、
法
律
学
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
以
外
の
研
究
に
も
心
ひ
か
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
休
暇
の
時
間
が
そ
れ
に
当
て

ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う

（
15
）

。
師
は
、
た
し
か
に
数
学
と
文
学
を
愛
し
て
い
た
。
師
は
す
で
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
多
く
の
知
識
を
蓄
え
て
い
た

し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
増
や
そ
う
と
も
し
た
。
師
は
そ
れ
以
前
幾
何
学
を
学
ん
で
い
た
。
そ
し
て
こ
の
学
問
は
、
精
神
の
精
確
さ
を
完
全
な

も
の
と
す
る
の
に
適
し
て
い
た
し
、
た
と
え
そ
う
な
ら
な
い
と
し
て
も
明
敏
な
頭
脳
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
師
は
同
じ
く
文
学

の
才
能
を
有
し
こ
れ
を
愛
好
し
た
。
し
か
し
、
必
要
の
た
め
に
十
分
な
基
礎
を
修
得
し
た
あ
と
は
、
師
は
慰
め
の
た
め
で
あ
れ
ば
そ
の
知

識
を
増
や
す
こ
と
も
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
師
は
も
は
や
そ
の
よ
う
な
時
間
を
持
ち
合
わ
せ
な
か
っ
た
。

司
法
官
在
職
中
の
一
〇
年
な
い
し
一
二
年
の
間
よ
り
大
き
な
時
間
を
割
い
た
の
は
宗
教
の
研
究
で
あ
っ
た
。
師
は
自
ら
の
信
仰
を
明
ら

か
に
し
、
そ
し
て
敬
虔
を
養
お
う
と
し
た
。
師
の
宗
教
へ
の
関
心
は
、
証
明
の
知
識
に
発
し
、
愛
と
戒
律
の
実
践
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た

内
心
の
確
信
に
基
づ
い
て
い
た
。
師
は
新
し
い
哲
学
者
た
ち
を
軽
蔑
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
師
は
彼
ら
の
こ
と
を
怒
り
を
も
っ

（
四
二
三
）
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一
七
二

て
し
か
話
せ
な
か
っ
た
。
師
は
若
者
た
ち
の
不
信
仰
の
進
行
と
誘
惑
、
そ
の
結
果
で
あ
る
道
徳
の
荒
廃
を
嘆
い
た
。

わ
れ
わ
れ
は
師
の
人
生
の
短
さ
を
嘆
く
も
の
で
あ
る
。
師
が
企
図
し
た
多
く
の
論
考
を
実
現
す
る
た
め
の
時
間
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
嘆
く
。
も
し
師
が
関
係
の
な
い
仕
事
に
専
念
し
て
い
た
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
有
す
る
仕
事
が
す
べ
て
出
版
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。

多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、
師
に
与
え
ら
れ
た
時
間
を
厳
格
に
節
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
師
か
ら
奪
わ
れ
た
時
間
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
師
の
洞
察
力
と
才
能
を
も
っ
て
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

師
が
そ
の
創
造
的
な
仕
事
に
費
や
し
た
思
索
と
節
度
あ
る
態
度
は
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
あ
ま
り
称
賛
し
て
す
ぎ

て
は
い
け
な
い
。
こ
の
仕
事
は
、
疑
い
も
な
く
も
っ
と
も
快
適
で
満
足
感
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
他
の
仕
事
に
優
先
さ
せ
る
と
い
う

の
は
そ
れ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。
学
者
と
い
う
も
の
は
、
や
ら
さ
れ
る
仕
事
に
耐
え
ら
れ
ず
、
で
き
る
だ
け
そ
れ
を
避
け
よ
う
と

す
る
。
ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
師
の
著
作
の
公
刊
は
、
師
が
他
に
公
の
た
め
に
な
し
た
他
の
多
く
の
奉
仕
よ
り
も
永
続
性
を
も
つ
有
意
義
な
財

産
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
、
こ
う
し
た
選
択
が
他
の
義
務
を
断
念
す
る
た
め
の
最
も
正
し
い
弁
明
と
な
る
こ
と
を
容
易
に
理
解
し
得
た

で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
も
同
様
に
そ
の
よ
う
に
考
え
、
今
日
に
お
い
て
、
師
に
よ
っ
て
か
く
も
立
派
に
費
や
さ
れ
な
が
ら
、
も
は
や
何
も
残
さ
れ
て

い
な
い
多
く
の
時
間
を
残
念
に
思
う
。
し
か
し
、
師
は
、
師
の
慎
ま
し
さ
が
許
す
以
上
に
、
師
の
著
作
を
重
視
す
る
よ
う
な
こ
と
を
、
考

え
る
こ
と
も
、
結
果
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
う
え
、
師
は
、
自
身
の
す
べ
て
の
義
務
を
調
査
さ
せ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
。
自
分
の
娯
楽
の
た
め
に
は
時
間
を
惜
し
む
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
有
益
な
こ
と
に
は
時
間
を
注
い
だ
し
、
特
定
の
仕
事
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
法
廷
に
あ
っ
て
は
、
師
を
お

い
て
勤
勉
で
あ
っ
た
者
は
な
か
っ
た
し
、
授
業
を
休
む
こ
と
な
ど
決
し
て
な
か
っ
た
。
師
は
書
斎
に
戻
る
と
、
報
告
の
た
め
に
訴
訟
事
案

（
四
二
四
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
七
三

を
検
証
し
た
。
し
ば
し
ば
あ
ま
り
必
要
で
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
訪
問
者
た
ち
に
、
忙
し
い
人
に
は
稀
な
ほ
ど
の
忍
耐
を
も
っ
て
応
対
し
た
。

師
の
名
声
が
あ
が
る
に
つ
れ
て
増
え
続
け
る
書
簡
に
返
事
を
書
い
た
。
師
は
い
か
に
多
く
の
訴
訟
を
賢
明
な
る
助
言
に
よ
っ
て
救
済
し
た

こ
と
か
。
い
か
に
多
く
の
家
族
関
係
を
正
し
、
そ
の
争
い
を
収
め
た
こ
と
か
。
大
衆
の
信
頼
の
ゆ
え
に
、
師
は
自
ら
を
し
て
裁
判
所
と
な

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

師
は
、
一
日
の
相
当
の
時
間
を
仕
事
に
当
て
お
り

（
16
）

、
た
い
て
い
は
予
定
が
つ
ま
っ
て
い
た
が
、
著
作
の
執
筆
に
当
て
る
時
間
が
全
く
な

か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
師
は
、
仕
事
を
終
え
る
と
き
に
疲
れ
る
こ
と
も
な
く
、
同
じ
よ
う
に
容
易
に

（
17
）

再
び
取
り
か
か
る
こ

と
が
で
き
た
。
師
は
い
つ
も
疲
れ
た
か
ら
仕
事
を
離
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
良
識
あ
る
態
度
は
研
究

に
ま
で
及
び
、
師
は
決
し
て
研
究
も
過
度
に
わ
た
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
師
の
研
究
は
深
夜
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
七
時
の
夕

食
は
い
つ
も
一
日
の
終
わ
り
で
あ
っ
た
。
水
曜
日
だ
け
は
例
外
で
、
そ
の
日
の
夕
食
は
八
時
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
師
は
こ

の
日
に
若
い
司
法
官
や
何
人
か
の
弁
護
士
た
ち
と
会
合
を
持
っ
た
た
め
で
、
師
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
師
の
弟
子
で
あ
り
続
け

る
こ
と
は
、
彼
ら
の
誇
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
合
は
中
断
す
る
こ
と
な
く
、
四
〇
年
に
以
上
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
。
会
合
は
最
初
ブ

レ
ヴ
ォ
・
ド
・
ラ
・
ジ
ャ
ネ
ス
氏
の
家
で
始
ま
っ
た
が
、
彼
の
死
後
、
ポ
テ
ィ
エ
師
が
自
宅
で
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
忙
し
い
生
涯
に
お
い
て
、
一
七
四
八
年
に
師
が
行
っ
た
ル
ー
ア
ン
及
び
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
の
き
わ
め
て
短
期
の
旅
行
が
唯
一

師
の
規
則
正
し
い
生
活
の
自
発
的
な
中
断
で
あ
っ
た
。
師
は
い
つ
も
海
を
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
師
は
自
然
の
風
景
に
無
関
心
だ
っ
た

わ
け
で
な
か
っ
た
。
海
の
風
景
は
、
見
慣
れ
な
い
眼
に
と
っ
て
は
、
そ
の
無
限
の
広
さ
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
荘
厳
な
も
の
で
あ
っ
た
。
海

の
光
景
は
、
そ
れ
が
境
界
を
設
け
て
そ
の
中
に
畏
怖
す
べ
き
も
の
を
閉
じ
こ
め
て
お
く
た
め
に
海
原
を
穿
っ
た
者
の
偉
大
さ
を
語
る
。

ル
・
ア
ー
ヴ
ル
か
ら
の
帰
り
に
、
師
は
し
ば
し
パ
リ
の
ド
・
ギ
エ
ン
ヌ
氏
宅
に
滞
在
し
た
が
、
そ
れ
は
仕
事
と
『
学
説
彙
纂
』
の
刊
行
に

（
四
二
五
）
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一
七
四

つ
い
て
相
談
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
旅
行
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
私
の
名
誉
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
別
代
行
官
リ
ュ
イ

リ
エ
氏
﹇L

’huillier, A
ntoine F

rançois, 

生
没
年
不
詳
﹈
も
同
行
し
た
。
私
は
当
時
法
学
部
の
一
年
生
で
あ
り
、
こ
の
旅
行
は
私
に

と
っ
て
勉
強
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
が
持
参
し
た
『
法
学
提
要
』
に
つ
い
て
、
道
中
ポ
テ
ィ
エ
氏
が
対
話
を
通
じ
て
教
え

て
く
れ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
ま
た
と
な
い
手
引
き
と
な
っ
た

（
18
）

。

師
が
そ
の
大
作
の
執
筆
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
間
、
こ
の
仕
事
が
中
断
を
蒙
る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
部
分
的
に
他
の
仕
事

か
ら
身
を
引
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
師
は
ま
だ
大
学
教
授
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

師
は
、
夏
の
ひ
と
と
き
を
リ
ュ
で
過
ご
す
こ
と
と
し
た
が
、
そ
こ
で
師
は
休
息
と
孤
独
を
え
る
機
会
を
え
た

（
19
）

。

一
七
五
〇
年
に
大
学
教
授
に
就
任
し
て
以
後
、
師
が
こ
の
地
に
赴
い
た
の
は
休
暇
の
と
き
だ
け
で
あ
っ
た
。
最
も
忙
し
い
人
で
も
休
み

の
と
れ
る
こ
の
時
期
は
、
師
が
最
も
忙
し
く
仕
事
を
し
た
時
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
師
は
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
師
が
わ
れ
わ
れ
に
残
し
て
く
れ
た
論
文
の
大
部
分
は
こ
の
リ
ュ
の
地
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
師
は
ず
っ
と
リ
ュ
で

馬
を
飼
っ
て
い
て
、
乗
馬
が
好
き
だ
っ
た
。
馬
に
乗
っ
た
師
の
姿
が
鮮
や
か
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
師
の
乗
馬
は
決
ま
っ
て
毎
日
曜
日
に

サ
ン
タ
ン
ド
レ
・
ド
・
シ
ャ
ト
ー
ダ
ン
教
会
の
ミ
サ
に
出
か
け
た
り
、
隣
人
た
ち
や
、
何
人
か
同
僚
た
ち
を
訪
ね
た
の
で
あ
っ
た
が
、
家

を
あ
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

オ
ル
レ
ア
ン
は
、
同
時
に
そ
の
市
民
の
中
か
ら
二
人
を
選
ん
で
、
格
別
の
栄
誉
を
与
え
た
が
、
こ
の
二
人
は
、
お
互
い
を
尊
敬
し
あ
い

つ
つ
、
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
リ
ュ
の
小
さ
な
屋
敷
で
同
居
し
た

（
20
）

。

八
八
歳
に
な
ら
れ
た
ピ
シ
ャ
ー
ル
氏
﹇P

ichard, S
im

on-Jacques, 1686-1775

﹈（
サ
ン
・
テ
ニ
ャ
ン
教
会
参
事
会
員
）
は
、
自
分
よ
り

長
生
き
す
る
こ
と
を
願
っ
た
人
物
の
死
を
い
ま
だ
に
嘆
か
れ
て
い
る
、
む
し
ろ
彼
の
友
人
の
運
命
に
つ
い
て
、
静
か
に
公
の
損
失
と
だ
け

（
四
二
六
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
七
五

悲
し
ん
で
お
ら
れ
る
。
ポ
テ
ィ
エ
師
の
法
律
学
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
聖
書
に
つ
い
て
の
深
い
学
識
を
も
っ
て
、
彼
は
、
純
粋
な
敬
虔
さ

と
有
益
な
情
報
に
裏
打
ち
さ
れ
た
聖
書
に
つ
い
て
の
学
問
的
な
注
釈
書
の
執
筆
に
携
わ
っ
た
。
彼
ら
の
休
息
は
、
昼
食
後
の
一
時
間
の
散

歩
と
夕
食
後
の
一
時
間
の
会
話
で
あ
っ
た
。
ポ
テ
ィ
エ
師
に
と
っ
て
、
朝
食
は
そ
の
と
き
に
友
人
と
食
卓
を
と
も
に
す
る
に
は
あ
ま
り
に

も
早
す
ぎ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
人
の
友
人
た
ち
の
会
話
は
き
っ
と
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
当
然
口
数

が
少
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
師
の
関
心
の
あ
る
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
と
き
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
師
は
、
ピ
シ
ャ
ー
ル
氏
が
、
多
く

の
文
学
や
聖
俗
の
学
識
に
つ
い
て
語
る
偉
大
な
才
能
の
持
ち
主
で
あ
る
と
心
得
て
い
た
。
ピ
シ
ャ
ー
ル
氏
に
と
っ
て
最
も
親
し
み
の
あ
る

題
材
に
つ
い
て
の
会
話
を
維
持
す
る
た
め
に
は
師
も
ま
た
か
な
り
の
知
識
を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
領
域
は
彼
ら
の
会
話
を
な
す
た
め
に
は

き
わ
め
て
広
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
師
は
、
ピ
シ
ャ
ー
ル
氏
と
ロ
ー
マ
法
に
つ
い
て
も
語
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
望
ん
だ
。
師

は
『
学
説
彙
纂
』
に
つ
い
て
蕩
々
と
語
り
、
師
の
友
人
は
そ
れ
を
読
ま
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
師
が
こ
の
講
義
に
満
足
し
た
か

は
問
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ポ
テ
ィ
エ
師
の
名
声
は
、
そ
の
著
作
と
と
も
に
必
然
的
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
師
は
、
生
前
、
学
者
が
享
受
し
し
う
る
す
べ
て
の
栄
誉

を
得
た
。
大
衆
の
声
は
、
師
を
、
そ
の
世
紀
最
大
の
、
あ
え
て
言
え
ば
、
デ
ュ
ム
ラ
ン
以
来
最
大
の
法
学
者
で
あ
る
と
認
め
た
。
師
は
し

ば
し
ば
こ
の
法
学
者
と
並
べ
称
さ
れ
る
。
死
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
大
衆
の
声
は
、
師
の
判
断
に
権
威
と
し
て
の
重
み
を
与
え
た
。
重
要

な
裁
判
所
は
、
師
の
著
作
か
ら
引
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
、
法
学
者
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
疑
い
の
余
地
の
な
い
、
最
高

の
栄
誉
で
あ
る
。

こ
う
し
た
判
断
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
、
師
が
本
国
と
同
じ
よ
う
に
尊
重
さ
れ
た
諸
外
国
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
た
。

師
の
著
作
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
の
有
用
性
が
特
定
の
分
野
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
法
律
学
が
認
め
ら
れ
培
わ
れ
る
こ
と

（
四
二
七
）
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六

に
な
る
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
も
、
ロ
ー
マ
法
が
教
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
も
、
人
が
相
互
に
契
約
を
結
び
、
そ
の
契

約
か
ら
生
ま
れ
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
裁
判
原
理
を
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
も
、
ポ
テ
ィ
エ
師
の
名

が
知
ら
れ
、
そ
し
て
師
の
著
作
が
研
究
さ
れ
参
照
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
か
く
も
著
名
な
法
律
家
の
権
威
は
、
ま
さ
し
く
立
法
者
の
権

威
に
匹
敵
す
る
。
あ
え
て
言
え
ば
、
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
権
威
に
関
わ
る
限
り
で
は
、
そ
し
て
、
誰
に
で
も
通
用
す
る
不
変
的
な
こ
の

裁
判
に
関
す
る
法
律
が
、
法
律
を
作
る
人
間
が
好
む
変
わ
り
や
す
く
気
ま
ぐ
れ
で
恣
意
的
な
意
思
や
規
定
に
優
越
す
る
限
り
で
は
、
法
律

家
の
権
威
は
立
法
者
の
権
威
に
勝
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

も
し
ポ
テ
ィ
エ
師
が
、
祖
国
の
都
市
法
な
い
し
固
有
法
だ
け
を
研
究
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
師
の
名
声
は
同
国
内
に
限
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
師
は
あ
ら
ゆ
る
時
代
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
と
っ
て
の
法
律
家
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
師
は
、
法
律
学
が
、
あ
ら
ゆ
る
地
位
に
つ

な
が
る
と
言
う
こ
と
で
大
事
に
育
ま
れ
る
よ
う
な
国
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
以
上
に
名
声
を
得
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
法

律
学
が
軽
ん
じ
ら
れ
、
地
位
は
売
買
さ
れ
る
も
の
で
、
一
定
の
値
を
払
え
ば
法
律
学
を
勉
強
す
る
こ
と
も
そ
の
知
識
も
必
要
な
い
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
付
け
加
え
れ
ば
、
ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
そ
の
素
朴
さ
ゆ
え
に
時
代
に
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
研
究
分
野
は

そ
の
祖
国
に
と
っ
て
も
無
縁
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

も
し
師
が
ド
イ
ツ
に
生
ま
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
地
の
王
侯
た
ち
が
、
師
を
招
き
自
ら
の
も
と
に
留
め
て
お
く
か
を
競
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
し
、
師
を
自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
に
引
き
留
め
ら
れ
な
か
っ
た
王
侯
た
ち
は
名
誉
や
栄
誉
の
称
号
を
与
え
て
師
を
讃
え
る
こ
と
を
自
ら

の
名
誉
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
師
は
、
わ
れ
わ
れ
の
も
と
に
あ
っ
て
、
最
も
普
通
の
人
と
し
て
生
き
た
の
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
栄
誉
さ

え
も
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
師
は
、
そ
う
し
た
栄
誉
に
値
す
る
と
考
え
た
り
、
そ
れ
を
望
ん
だ
り
す
る
こ
と
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
の

人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
勲
章
を
受
け
る
人
よ
り
も
、
さ
さ
や
か
な
功
績
に
こ
れ
を
授
け
れ
ば
、
授
け
た
人
に
と
っ
て
よ
り
名
誉
に
な
る
。

（
四
二
八
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
七
七

そ
う
し
た
勲
章
で
も
彼
に
授
け
る
こ
と
で
、
祖
国
は
ポ
テ
ィ
エ
師
に
対
す
る
負
債
を
払
え
た
の
に
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
誰
も
考
え
な

か
っ
た
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
も
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
著
名
な
人
物
が
、
立
法
に
関
し
て
諮
問
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
ま
た
法
改
革
の
た
め
に
師
の
才
能
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も

驚
き
で
あ
る
。
師
は
立
法
顧
問
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
格
別
な
運
命
に
よ
り
、
然
る
べ
き
人
物
が
見
出
さ
れ
る

の
は
珍
し
く
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
人
を
適
切
な
場
で
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
ま
れ
な
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
忘
却
に
異
議
を
申
し
立
て
、
師
の
功
績
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
く
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
な
す
べ
き
こ
と
で
は

な
い
。
師
は
私
た
ち
の
も
の
で
あ
っ
た
し
、
全
体
の
利
益
の
た
め
に
師
が
行
え
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
犠
牲
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
た

め
に
そ
の
一
身
を
捧
げ
て
く
れ
た
。
た
と
え
司
法
官
と
大
学
教
授
と
し
て
の
働
き
が
、
そ
し
て
も
し
わ
れ
わ
れ
が
絶
え
間
な
く
師
か
ら
得

た
多
く
の
私
的
な
便
益
が
師
の
人
生
の
す
べ
て
を
占
め
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
師
の
尽
力
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
す
べ
て
の
人
々
に
役
立

つ
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
市
民
は
誰
も
が
師
の
助
言
を
享
受
し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
の
う
ち
の
い
っ
た
い
誰

に
、
師
が
そ
の
叡
智
の
救
済
を
拒
絶
し
た
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
よ
き
人
士
た
ち
は
師
を
友
人
と
み
な
し
た
。
貧
し
き
人
々
も
師
を
父
と
し

て
仰
い
だ
。
師
の
親
切
と
優
し
さ
は
師
に
対
す
る
人
び
と
の
尊
敬
と
愛
着
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
誰
し
も
が
師
の
法
律
家
た
る
こ
と
を
評

価
で
き
た
わ
け
で
な
い
。
し
か
し
、
心
情
こ
そ
は
こ
の
人
物
の
最
も
本
質
的
な
部
分
で
あ
り
、
人
び
と
は
お
そ
ら
く
そ
の
最
も
す
ぐ
れ
た

判
断
者
で
あ
る
。

師
の
死
も
ま
た
す
べ
て
の
人
び
と
を
悲
し
ま
せ
た
。
大
衆
が
つ
ね
に
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
。
大
衆
の
前
に
示
さ
れ
た
功
績
は
彼
ら
の

気
分
を
害
す
る
こ
と
も
あ
る
。
賞
賛
よ
り
も
非
難
が
行
わ
れ
、
正
当
な
評
価
が
さ
れ
な
く
な
り
、
限
定
的
で
あ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
手

加
減
が
加
え
ら
れ
た
り
し
て
、
亡
く
な
っ
た
と
き
に
彼
が
受
け
る
べ
き
正
し
い
評
価
が
下
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
ポ
テ
ィ
エ

（
四
二
九
）
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一
七
八

師
に
つ
い
て
は
何
の
非
難
も
な
か
っ
た
。
死
は
、
何
も
付
け
加
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
悲
し
み
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
可
能
な
限
り
最

高
の
賛
辞
で
あ
り
、
一
点
の
曇
り
も
な
い
素
晴
し
い
功
績
の
完
全
な
証
明
と
な
っ
た
。

か
け
が
え
の
な
い
人
の
生
涯
が
い
か
に
長
く
あ
り
え
た
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
人
の
死
は
、
公
益
に
と
っ
て
つ
ね
に
早
す
ぎ
る
。
ポ

テ
ィ
エ
師
の
死
は
、
七
三
歳
と
い
う
年
齢
そ
し
て
師
の
規
則
正
し
い
生
活
か
ら
す
れ
ば
さ
ら
な
る
長
命
が
期
待
さ
れ
え
た
だ
け
に
、
な
お

さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
全
生
涯
が
つ
ね
に
死
に
向
け
て
の
準
備
で
な
い
と
す
れ
ば
、
師
は
自
分
の
死
を
予
想
も
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

師
は
加
齢
に
伴
う
障
害
も
老
い
に
よ
る
衰
え
も
、
知
的
能
力
の
減
退
も
、
身
体
の
苦
痛
も
、
死
が
近
づ
く
こ
と
へ
の
不
安
も
経
験
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
死
は
き
わ
め
て
敬
虔
な
生
活
を
も
っ
て
し
て
も
免
れ
な
か
っ
た
。

師
は
わ
ず
か
六
日
間
の
病
気
で
亡
く
な
っ
た
。
発
熱
は
、
重
篤
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
危
険
な
兆
候
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
三

月
一
日
、
師
は
と
て
も
元
気
に
な
り
起
き
上
が
る
こ
と
も
で
き
た
。
人
び
と
は
師
が
危
機
を
脱
し
た
と
考
え
て
い
た
し
、
師
も
自
分
の
状

態
に
つ
い
て
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
た
。
そ
の
日
の
夜
、
師
は
昏
睡
状
態
に
陥
り
、
三
月
二
日
に
、
神
の
目
に
も
人
び
と
の
目
に
も
か
け

が
え
の
な
い
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

師
の
遺
言
は
そ
れ
ほ
ど
注
目
す
べ
き
条
項
を
含
ん
で
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
報
償
的
遺
贈
、
敬
虔
遺
贈
、
師
の
所
蔵
本
の

う
ち
未
所
蔵
の
も
の
の
公
共
図
書
館
へ
の
寄
贈
か
ら
な
っ
て
い
た
。

師
は
埋
葬
に
つ
い
て
何
ら
指
示
し
な
か
っ
た
。
師
の
葬
儀
を
取
り
仕
切
っ
た
人
び
と
は
、
お
そ
ら
く
師
の
主
要
な
徳
目
で
あ
る
謙
虚
の

精
神
に
沿
う
こ
と
を
欲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
師
を
公
共
墓
地
の
最
も
遠
い
一
角
に
師
を
埋
葬
し
た
。

市
の
吏
員
た
ち
は
、
師
が
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
過
度
の
謙
虚
さ
を
修
正
し
た
。
彼
ら
は
、
祖
国
の
名
に

お
い
て
師
の
た
め
に
義
務
を
果
た
す
べ
く
、
隣
接
す
る
壁
の
上
に
碑
銘
を
は
め
こ
ん
だ
大
理
石
を
設
置
さ
せ
た
。
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
記

（
四
三
〇
）
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念
碑
を
建
て
る
に
は
あ
ま
り
ふ
さ
わ
し
く
な
い
場
所
で
、
彼
ら
は
そ
れ
以
上
何
を
な
し
え
た
で
あ
ろ
う
か

（
21
）

。

偉
大
な
人
び
と
は
、
生
前
か
ら
す
で
に
祖
国
の
栄
誉
で
あ
り
誇
り
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
墓
は
そ
の
祖
国
に
ふ
さ
わ
し
い
飾
り
と
な
る
。

祖
国
は
、
彼
ら
の
遺
骸
に
対
し
て
、
後
々
ま
で
名
誉
を
汚
さ
な
い
責
任
が
あ
る
。

こ
の
偉
大
な
人
物
を
尊
敬
す
る
一
人
の
訪
問
者
が
オ
ル
レ
ア
ン
を
訪
れ
た
機
会
に
師
に
会
い
、
帰
っ
て
か
ら
師
に
会
っ
た
こ
と
を
自
慢

す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え
た
。
彼
が
オ
ル
レ
ア
ン
を
訪
れ
た
の
は
休
暇
中
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
彼
は
そ
の
機
会
を
も
つ
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
大
学
の
講
義
室
を
開
け
て
も
ら
い
、
せ
め
て
師
が
そ
れ
に
座
っ
て
教
え
た
椅
子
を
見
る
こ
と
は
望
め
た
。
し
か
し
、

も
し
何
人
か
の
訪
問
者
が
師
の
墓
に
詣
で
た
い
と
望
ん
だ
と
し
て
も
、
彼
ら
が
果
た
し
て
満
足
し
て
く
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

師
を
葬
る
べ
き
は
教
会
の
中
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
聖
人
に
し
て
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
人
物
の
遺
骸
は
そ
れ
以
外
の
ど
こ
に
葬
ら

れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
。
遺
骸
を
安
置
す
る
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
は
い
か
な
る
教
会
か
、
大
聖
堂
教
会
に
か
、
全
市
民
に
共
同
の
教

会
に
お
い
て
か
、
師
が
そ
の
傍
ら
で
生
き
た
教
会
、
師
が
敬
虔
な
信
仰
の
手
本
を
示
し
て
い
た
教
会
、
日
の
出
の
前
に
毎
日
神
の
前
に
身

を
伏
し
に
行
っ
た
教
会
に
お
い
て
か
。
ル
イ
一
四
世
は
、
サ
ン
・
ド
ニ
大
聖
堂
に
ド
・
チ
ュ
レ
ン
ヌ
元
帥
﹇le M

aréchal de T
urenne, 

H
enri de la T

our d ’A
uvergne, 1611-75

﹈
を
葬
ら
せ
る
こ
と
で
自
ら
の
名
誉
を
高
め
た
。
師
が
そ
の
中
心
に
生
き
、
そ
の
存
在
を
通

じ
て
し
ば
し
ば
教
化
し
た
教
会
参
事
会
が
た
だ
ち
に
こ
の
貴
重
な
寄
託
物
を
受
け
入
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
疑
わ
な
い
。
当

時
師
の
墓
の
上
に
、
皆
に
知
ら
せ
る
べ
く
よ
り
立
派
な
、
後
世
に
師
の
記
録
を
伝
え
る
の
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
、
そ
し
て
こ
の
厳
か
な
教

会
の
中
で
建
築
物
の
美
し
さ
が
引
き
つ
け
る
訪
問
者
を
満
足
さ
せ
る
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
記
念
碑
を
建
て
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
あ
っ

た
ろ
う
。
今
日
な
お
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
す
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
遺
骸
の
移
送
に
喝
采
を
送
ら
な
い
市

民
が
い
た
と
し
た
ら
、
そ
う
い
う
市
民
と
は
一
体
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
時
代
や
状
況
の
厳
し
さ
が
市
の
吏
員
た
ち
を
し
て
こ
の
記
念

（
四
三
一
）
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一
八
〇

碑
の
た
め
に
彼
ら
が
望
ん
だ
金
額
を
費
や
す
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
相
続
人
た
ち
が
、
お
そ
ら
く
自
ら
そ
の
義
務
を
果
た
す

名
誉
を
熱
望
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
も
し
こ
う
し
た
や
り
方
が
十
分
で
な
か
っ
た
ら
、
広
く
寄
付
を
始
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
し
、
こ
の
偉

大
な
人
物
を
高
く
評
価
し
な
い
人
び
と
は
師
の
記
憶
を
讃
え
る
の
に
別
に
貢
献
し
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
る
。
了

【
原
注
】

﹇
訳
者
注
：p.xlii

に
二
つ
目
の
注
1
、p.xlvii

に
二
つ
目
の
注
9
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
、
注
10
、
11
と
し
て
組
み
込
み
、
以
下
、
通
算

の
注
番
号
に
変
更
し
て
い
る
。﹈

（
1
） 

以
下
に
、
大
法
官
閣
下
か
ら
ポ
テ
ィ
エ
師
宛
の
若
干
の
書
簡
か
ら
抜
萃
し
て
お
く
こ
と
は
き
わ
め
て
便
宜
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
書
簡
を
収

集
し
て
い
た
ド
・
ラ
・
ジ
ャ
ネ
ス
氏
の
書
斎
に
残
さ
れ
て
い
た
。
ド
ル
レ
ア
ン
＝
ド
＝
ヴ
ィ
ル
シ
ョ
ヴ
氏
﹇M

. d ’O
rleans-de-V

illechauve, 

P
ierre F

rançois, 1695-1774

﹈
は
快
く
私
に
そ
れ
ら
の
書
簡
を
教
え
て
く
れ
た
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
同
時
に
大
法
官
閣
下
の
造
詣
の
広
さ
、
著

者
に
対
す
る
尊
敬
、
著
者
が
そ
の
実
現
を
心
に
期
し
た
作
品
に
つ
い
て
い
だ
い
た
理
念
を
伺
わ
せ
て
く
れ
る
。
ダ
ゲ
ッ
ソ
ー
閣
下
の
よ
う
な
人
物
に

よ
る
称
賛
こ
そ
最
高
の
頌
辞
と
い
え
る
。

第
一
書
簡
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
以
下
は
第
二
書
簡
で
あ
る
。

「
私
は
、『
弁
済
に
つ
い
て
』
と
題
す
る
貴
下
の
著
作
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
企
図
す
る
だ
け
で
も
称
賛
に
値
し
、
き
わ
め
て
困
難
に

も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
見
事
に
果
た
さ
れ
た
著
作
に
ふ
さ
わ
し
く
、
熟
読
す
る
た
め
に
休
暇
の
最
初
の
時
期
を
あ
て
た
い
と
存
じ
ま
す
。
私
は
貴

下
の
著
作
に
付
し
た
私
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
を
喜
び
と
し
ま
す
。
貴
下
が
い
つ
の
日
か
徹
宵
の
成
果
を
世
の
人
々
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
る
か
ら
で
す
。」
一
七
三
六
年
二
月
七
日
。

第
三
書
簡
…
…
「
私
は
、
ロ
ー
マ
法
学
に
つ
い
て
貴
下
が
企
図
さ
れ
、
そ
し
て
み
ご
と
に
進
捗
せ
ら
れ
た
お
仕
事
ぶ
り
を
拝
見
し
て
お
お
い
に

（
四
三
二
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
八
一

満
足
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
こ
に
認
め
ら
れ
る
秩
序
、
明
晰
性
、
精
確
性
は
、
そ
の
企
図
が
称
賛
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
と
同
じ
く
、
そ
の
著
作
を

有
用
た
ら
し
め
ま
す
。
ほ
ぼ
完
成
の
域
に
達
し
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。
私
が
ご
著
作
を
読
み
な
が
ら
行
っ
た
若
干
の
考
察
は
、
そ

の
目
的
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
い
て
書
簡
を
し
た
た
め
る
に
は
あ
ま
り
に
も
長
く
な
り
ま
す
の
で
、
私
の
考
え
を
率
直

に
お
伝
え
す
る
た
め
に
、
貴
下
と
お
話
し
す
る
機
会
を
得
ら
れ
れ
ば
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
休
暇
期
間
も
近
づ
い
て
お
り
ま
す
。
も
し
貴
下
が

パ
リ
に
来
ら
れ
数
日
過
ご
さ
れ
る
よ
う
な
ご
意
向
が
あ
れ
ば
、
貴
下
の
よ
う
な
才
気
の
人
士
と
知
己
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
私
の
考
え
を

貴
下
に
お
伝
え
で
き
れ
ば
非
常
に
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、
も
し
こ
ち
ら
の
方
に
来
ら
れ
る
理
由
が
ほ
か
に
な
け
れ
ば
、
こ
ち
ら
に
来
ら

れ
る
時
期
を
前
も
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
貴
下
に
と
っ
て
ご
都
合
の
よ
い
時
に
、
私
の
方
で
時
間
が

あ
る
か
な
い
か
貴
下
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
貴
下
が
休
暇
を
有
意
義
に
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に
、
私
が
貴
下
に
抱
い
て
い
る
敬

意
の
証
と
し
て
、
貴
下
の
時
間
を
無
駄
せ
ぬ
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」
一
七
三
六
年
九
月
八
日
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
こ
の
書
簡
に
応
じ
て
パ
リ
に
赴
き
、
大
法
官
閣
下
と
話
し
合
い
、
そ
の
機
会
に
閣
下
は
師
に
九
月
二
四
日
に
著
書
の
完
成
の
た

め
の
見
解
を
記
し
た
書
面
を
手
渡
し
た
。
ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
実
際
こ
れ
を
役
立
て
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
法
官
閣
下
は
こ
の
小
さ
な
覚
書
を
ウ
ィ

ゲ
リ
ウ
ス
の
仕
事
と
、
ポ
テ
ィ
エ
師
の
構
想
を
比
較
し
、
後
者
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
し
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
大
法
官
閣
下
が
語
る
と
こ
ろ

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
ウ
ィ
ゲ
リ
ウ
ス
の
著
作
は
、
ポ
テ
ィ
エ
氏
の
も
の
と
極
め
て
近
い
考
え
方
を
持
っ
て
お
り
、
ポ
テ
ィ
エ
氏
に
と
っ
て
き
わ
め
て
有
益
な
も
の
と

な
り
え
ま
し
ょ
う
。
ポ
テ
ィ
エ
氏
の
構
想
に
は
よ
り
す
ぐ
れ
た
点
、
よ
り
有
益
な
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
ポ
テ
ィ
エ
氏
は
、

法
律
用
語
だ
け
を
用
い
、
法
文
を
そ
の
ま
ま
提
示
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
ウ
ィ
ゲ
リ
ウ
ス
氏
の
方
は
、
法
学
者
た
ち
の
表
現
に
拘
泥
せ
ず
、

ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
自
分
勝
手
に
記
し
て
、
原
則
を
借
用
す
る
法
文
だ
け
を
引
用
し
て
満
足
し
て
い
る
か
ら
で
す
。」

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
著
作
の
抜
萃
を
ダ
ゲ
ッ
ソ
ー
閣
下
に
送
り
、
師
の
仕
事
の
進
行
を
報
告
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
に
関

す
る
返
書
に
う
か
が
え
る
。

「
…
…
私
は
、
貴
下
が
、
す
で
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
お
仕
事
の
部
分
と
同
じ
く
、
巨
大
で
困
難
な
仕
事
に
取
り
組
み
つ
づ
け
て
お
ら
れ
る
忍
耐
力

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
貴
下
が
お
送
り
下
さ
っ
た
最
新
の
論
稿
に
つ
い
て
長
く
お
返
事
も
差
し
上
げ
ず
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
貴
下
の

（
四
三
三
）
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一
八
二

お
仕
事
に
つ
い
て
手
紙
を
書
く
い
と
ま
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
貴
下
の
お
仕
事
に
は
お
お
い
に
満
足
い
た
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
貴
下
に
は
ご
自
身
の
お
仕
事
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
た
だ
く
方
が
む
し
ろ
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
お
仕
事
に
つ
い
て
ご
指
摘
申

し
上
げ
る
の
は
、
貴
下
が
著
作
全
体
の
改
訂
に
あ
た
ら
れ
る
と
き
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
貴
下
を
手
助
け
し
て
貴
下
の
苦

労
を
減
じ
て
く
れ
る
助
手
を
お
持
ち
に
な
る
こ
と
が
願
わ
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
…
…
貴
下
に
は
、
と
き
ど
き
貴
下
の
お
仕
事
が
ど

の
よ
う
な
状
況
か
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。」
一
七
三
九
年
一
月
一
日
。

「
貴
下
が
企
図
さ
れ
た
大
作
の
進
行
状
況
を
知
ら
せ
る
お
手
紙
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
返
事
申
し
上
げ
る
時
間
を
見
出
せ
ず
に
お
り
ま
し
た
。

貴
下
が
お
仕
事
に
う
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
精
励
努
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
。
貴
下
が
各
章
の
冒
頭
に
お
こ
う
と
さ
れ
て
い
る

梗
概
は
、
若
い
人
び
と
に
と
っ
て
お
お
い
に
役
立
つ
も
の
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
は
、
市
民
法
学
全
体
の
基
礎
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
貴

下
が
す
で
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
を
さ
ら
に
完
全
な
も
の
と
し
た
い
と
い
う
ご
意
図
か
ら
し
て
、
何
よ
り
も
貴
下
の
役
に
立
つ
も
の
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
の
筆
記
の
た
め
に
貴
下
を
手
助
け
し
て
く
れ
る
ど
な
た
か
を
お
探
し
に
な
る
こ
と
が
ま
こ
と
に
肝
要
か
と
存
じ
ま
す
。
…
…
貴

下
が
そ
の
お
仕
事
に
捧
げ
て
お
ら
れ
る
精
励
と
根
気
を
称
賛
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
私
が
貴
下
を
い
か
に
尊
敬
し
て
い
る
か

は
言
葉
に
つ
く
せ
ま
せ
ん
。」
一
七
四
〇
年
八
月
二
三
日
。

「
…
…
貴
下
の
ご
著
作
の
写
し
を
作
成
す
る
の
に
必
要
な
経
費
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
、
ご
遠
慮
な
く
私
に
お
伝
え
下
さ
い
。」
一
七
四
一
年

六
月
一
〇
日
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
一
七
四
二
年
に
パ
リ
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
書
簡
に
う
か
が
え
る
。「
私
は
、
貴
下
の
最
初
の
論
稿
を
ダ
ル
ジ
ャ

ン
ソ
ン
氏
﹇M

.d ’A
rgenson, M

arc-P
ierre, com

te, 1696-1764

﹈
の
手
に
託
し
ま
し
た
。
氏
は
、
私
と
同
様
、
貴
下
が
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
も
っ

て
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
大
作
の
出
版
た
め
に
貴
下
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
便
宜
を
取
り
は
か
ら
っ
て
く
れ
る
つ
も
り
で
お
ら
れ
ま
す
。
氏
は
明
日

そ
の
こ
と
を
私
の
と
こ
ろ
に
伝
え
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
水
曜
日
の
朝
パ
リ
の
拙
宅
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と

詳
し
い
お
返
事
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
存
じ
ま
す
。」
一
七
四
二
年
三
月
三
日
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
一
七
四
四
年
に
出
版
案
内
を
配
布
し
た
が
、
こ
の
件
で
大
法
官
閣
下
か
ら
次
の
よ
う
な
書
簡
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

「
貴
下
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
た
大
作
に
関
し
て
お
送
り
い
た
だ
い
た
出
版
案
内
を
受
け
と
り
、
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
計
画
そ
し
て
、

（
四
三
四
）
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八
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私
が
拝
見
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
論
稿
に
い
か
に
同
感
を
覚
え
た
か
は
貴
下
に
は
お
わ
か
り
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
貴
下
が
印
刷
さ
せ
た
最
後
の
論
稿

は
、
貴
下
の
お
仕
事
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
私
に
思
い
つ
か
せ
ま
し
た
。
印
刷
と
活
字
の
形
は
私
に
は
好
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
…
…
私

は
、
た
だ
ち
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
予
約
が
な
さ
れ
る
よ
う
、『
ル
・
ジ
ュ
ル
ナ
ー
ル
・
デ
・
サ
ヴ
ァ
ン
』
誌
上
で
そ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
と
存

じ
ま
す
。
読
者
の
熱
意
は
著
作
の
価
値
と
つ
ね
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
予
約
申
込
に
は
そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
い
こ
と
で

し
ょ
う
。」
一
七
四
四
年
一
二
月
六
日
。

「
…
…
貴
下
が
長
く
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
大
作
の
仕
上
げ
の
印
刷
で
、
今
年
も
例
年
と
同
じ
く
お
忙
し
い
こ
と
と
を
存
じ
ま
す
。
出
版
の
あ
か

つ
き
に
は
広
く
好
意
を
も
っ
て
受
け
い
れ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。「
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
」
及
び
「
古
法
の
さ
ま
ざ
ま
レ
グ
ラ
エ
に
つ
い
て
」

の
二
章
が
貴
下
に
お
か
れ
て
完
結
さ
れ
て
お
ら
れ
、
当
方
に
お
送
り
い
た
だ
く
か
、
パ
リ
に
お
越
し
の
折
に
ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
有
り
難
く
存

じ
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
二
章
に
関
し
て
少
し
考
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
も
し
貴
下
が
ま
だ
お
仕
事
を
終
え
て
お
ら
れ
な
け
れ
ば
、
完
全

を
期
す
る
た
め
に
お
役
に
立
て
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。」
一
七
四
五
年
一
月
一
〇
日
。

（
2
） 

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
共
和
政
の
時
代
に
制
定
さ
れ
た
個
別
の
法
律
及
び
平
民
会
議
決
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
増
大
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

（
3
） 

「
法
学
者
の
解
釈
、
ま
た
は
法
廷
で
の
論
争
を
通
じ
て
導
入
さ
れ
た
法
」。

（
4
） 

ポ
テ
ィ
エ
師
が
、
こ
れ
ら
の
二
章
の
序
言
で
こ
の
著
作
に
つ
い
て
語
っ
た
こ
と
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
も
と
よ
り
、
各
章
に
お
い
て
、
ト

リ
ボ
ニ
ア
ヌ
ス
が
、
無
関
心
に
よ
っ
て
又
は
簡
単
の
た
め
に
多
く
の
こ
と
を
無
視
し
或
い
は
省
略
し
た
の
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
熱
心
な
読
者

の
た
め
に
配
慮
し
て
、
ど
ち
ら
の
章
に
も
、（
他
の
所
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
概
念
と
レ
グ
ラ
エ
を
補
充
し
て
）
す
べ
て
の
法
の
附
録
を
付
け
加

え
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
れ
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
い
わ
ば
容
易
に
そ
し
て
簡
単
な
仕
方
で
、
或
い
は
、
頻
出
す
る
言
葉
に
関
し
て
、
或
い
は
何
ら

か
の
簡
単
な
文
章
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
う
る
事
柄
に
関
し
て
、
い
っ
さ
い
不
明
な
こ
と
が
解
消
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。」

（
5
） 

計
画
の
当
初
以
来
、
大
法
官
閣
下
は
ポ
テ
ィ
エ
師
に
こ
れ
ら
二
つ
の
章
の
材
料
を
準
備
す
る
よ
う
勧
め
た
。
一
七
三
六
年
に
大
法
官
が
ポ
テ
ィ

エ
師
に
手
渡
し
た
書
面
に
は
、
こ
の
件
に
関
す
る
指
摘
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
各
章
を
個
別
に
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
要
約
す
る
よ
う
な
仕
方
で
、
一
．
法
律
用
語
を
定
義
す
る
法
文
、
二
．
各
章
の
法
文
の
中
に
見
出
さ
れ

（
四
三
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
八
四

る
一
般
的
な
レ
グ
ラ
エ
を
抜
萃
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
か
か
る
研
究
は
、
今
に
至
る
ま
で
、
誰
に
よ
っ
て
も
ま
っ
た
く
果
た
さ
れ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
章
に
つ
い
て
こ
の
こ
と
を
根
気
よ
く
注
意
深
く
行
っ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
そ
れ
で
も
っ
て
一
方
で
「
言
葉
の
意
味
に
つ

い
て
」
と
他
方
で
「
法
の
レ
グ
ラ
エ
に
つ
い
て
」
と
い
う
全
般
的
な
二
つ
の
章
を
構
成
す
る
た
め
に
、
先
に
指
摘
し
た
二
点
に
関
し
て
各
章
に
見

出
さ
れ
る
す
べ
て
の
も
の
を
収
集
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。『
学
説
彙
纂
』
の
こ
れ
ら
二
つ
の
章
に
見
出
さ
れ
る
も
の
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
も
の
と
な

ろ
う
。『
ロ
ー
マ
法
大
全
』
の
二
つ
の
章
の
順
序
に
従
う
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
り
自
然
で
完
全
な
配
列
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
存
じ
ま
す
。」

（
6
） 

こ
の
こ
と
は
、
一
七
四
五
年
四
月
二
〇
日
付
の
大
法
官
の
書
簡
に
確
認
さ
れ
る
。

「
お
返
事
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
、
貴
下
が
従
事
さ
れ
て
お
ら
れ
る
大
き
な
お
仕
事
に
関
し
て
、
去
る
一
月
一
三
日
に
お
送
り
い
た

だ
い
た
書
簡
に
お
返
事
申
し
上
げ
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
時
間
が
少
し
自
由
に
な
り
ま
し
た
の
で
、「
法
の
レ
グ
ラ
エ

に
つ
い
て
」
及
び
「
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
」
の
章
に
収
め
ら
れ
る
べ
き
準
則
を
集
め
そ
し
て
配
列
す
る
た
め
に
貴
下
が
お
立
て
に
な
っ
た
計
画

に
一
般
的
に
私
が
賛
成
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
お
伝
え
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
貴
下
は
、
そ
れ
ら
を
、
貴
下
の
学
説
彙
纂
が
順
番
に
公
表
さ
れ

た
の
ち
に
は
じ
め
て
こ
れ
と
は
切
り
離
し
た
別
の
著
作
と
す
る
お
つ
も
り
の
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
お
考
え
に
は
私

は
賛
成
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
計
画
に
は
二
点
不
都
合
な
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

第
一
に
、
当
該
の
二
つ
の
章
、
貴
信
に
よ
れ
ば
貴
下
の
大
作
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
二
つ
の
章
は
き
わ
め
て
表
層
的
か
つ
き
わ
め
て
不

完
全
な
も
の
に
し
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
貴
下
の
お
考
え
を
鑑
み
ま
す
と
、
両
章
は
、
先
行
す
る
す
べ
て

の
い
か
な
る
章
に
も
貴
下
が
置
き
え
な
か
っ
た
準
則
だ
け
を
含
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
で
は
、
一
種
の
残
滓
に
し
か
な
ら
ず
、
こ
れ
ら

の
章
が
読
者
に
な
し
あ
る
い
は
期
待
さ
せ
る
約
束
に
何
も
答
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
二
の
不
都
合
は
、
ロ
ー
マ
法
学
の
研
究
に
関
心
を
有
す
る
人
び
と
が
一
つ
の
こ
と
に
二
冊
の
本
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
が
一
冊
の
中
に

見
出
す
べ
き
こ
と
を
し
ば
し
ば
二
冊
の
中
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
、
そ
の
す
べ
て
の
箇
所
で
つ
ね
に
斉
し
く
完
全
に
果
た
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
、
他
方
で
、
そ
れ
ら
の
章
を
利
用
す
る
者
た

ち
の
容
易
さ
と
便
利
さ
を
考
慮
す
る
こ
と
が
正
し
い
か
ら
で
も
あ
る
が
、
法
の
レ
グ
ラ
エ
及
び
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
貴
下
が
意
図
さ
れ
て
お
ら

（
四
三
六
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
八
五

れ
る
よ
り
拡
大
さ
れ
た
二
つ
の
章
を
別
の
機
会
に
延
期
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ら
を
印
刷
中
の
著
作
の
中
に
た
だ
ち
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が

き
わ
め
て
適
切
な
こ
と
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
貴
下
は
す
で
に
お
そ
ら
く
す
べ
て
の
材
料
を
収
集
さ
れ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
貴
下

が
私
に
伝
え
て
く
れ
た
、
そ
し
て
、
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
た
配
列
に
組
み
入
れ
る
た
め
に
、
貴
下
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
時
間
を
必
要
と
は
し
な
い
で

し
ょ
う
。
た
と
え
そ
う
し
た
こ
と
が
貴
下
の
著
作
の
出
版
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
、
完
全
な
作
品
を
も
つ
と
い
う
有
利
さ
に
よ
っ
て
、

誰
し
も
が
十
分
に
報
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
な
か
に
、
一
種
の
補
遺
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
望
み
う
る
す
べ
て
を
見
出
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
よ
っ
て
貴
下
は
名
声
に
関
し
て
も
同
様
に
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
の
こ
と
で
当
該
の
二
つ
の
章
は
多
く
の
寄
与
を
な
し
う
る
。
と
い

う
の
は
、
両
章
が
お
そ
ら
く
玄
人
衆
の
何
よ
り
も
注
目
の
的
と
な
り
、
彼
ら
は
そ
れ
に
よ
っ
て
貴
下
の
方
法
の
価
値
と
有
益
さ
を
た
だ
ち
に
判
断

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。」

「
こ
の
二
つ
の
章
を
研
究
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
貴
下
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ゴ
ド
フ
ロ
ワ
﹇Jacques G

odefroy, 1587-1652

﹈
が
「
法
の
レ
グ
ラ

エ
に
つ
い
て
」
の
章
に
関
し
て
な
し
た
学
識
あ
る
著
作
や
ト
ゥ
ー
ル
ズ
高
等
法
院
の
証
人
尋
問
部
長
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
が
生
ん
だ
最
も
卓
越
し

た
法
律
家
の
一
人
で
も
あ
っ
た
ペ
ト
ル
ス
・
フ
ァ
ベ
ル
﹇P

etrus F
aber, 1506-46

﹈
の
著
作
を
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
来
ら
れ
ず
、
な
お
活
用
さ

れ
て
お
ら
れ
な
い
と
存
じ
ま
す
。
貴
下
が
お
そ
ら
く
熟
知
さ
れ
て
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
他
の
何
人
か
の
著
者
た
ち
の
こ
と
、
こ
と
に
法
の
一
般
的

な
準
則
に
関
し
て
多
く
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
ジ
ャ
ン
・
ド
マ
﹇Jean D

om
at, 1625-1696

﹈
の
こ
と
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
。」

「「
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
」
の
章
に
つ
い
て
貴
下
が
立
て
た
計
画
に
つ
い
て
貴
信
で
は
私
に
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

貴
下
が
こ
の
章
を
独
立
し
て
よ
り
拡
大
し
た
か
た
ち
で
公
表
す
る
心
づ
も
り
で
あ
る
と
き
、
ブ
リ
ソ
ン
﹇B

risson, B
arnabé, 1531-1591

﹈
や

カ
ル
ヴ
ァ
ン
﹇C

alvin, Jean, 1550-1614, Johannes K
ahl

﹈
の
よ
う
な
辞
書
や
法
律
辞
典
へ
と
戻
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
章
の
一
般
的
な
精

神
に
従
い
、
法
文
自
体
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
言
葉
、
つ
ま
り
法
の
原
則
な
い
し
準
則
、
あ
る
い
は
テ
キ
ス
ト
解
釈
の
方
法
を
含
み
、
あ
る
い
は

こ
れ
を
示
唆
す
る
説
明
の
中
に
そ
れ
を
組
み
入
れ
る
こ
と
を
お
考
え
の
こ
と
と
推
察
し
て
お
り
ま
す
。」

「
以
上
が
、
最
近
の
貴
信
を
拝
読
し
て
考
え
た
こ
と
の
あ
ら
ま
し
で
す
。
貴
下
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
私
が
貴
下
の
お
仕
事
を
非

常
に
重
視
し
、
そ
し
て
尊
敬
申
し
上
げ
て
い
る
こ
と
の
新
し
い
証
と
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。」

（
7
） 

私
は
、
こ
の
時
期
ほ
ぼ
二
年
間
を
ド
・
ギ
エ
ン
ヌ
氏
と
一
緒
に
過
ご
す
機
会
を
得
た
が
、
私
は
、
彼
が
そ
の
最
良
の
一
〇
年
間
に
課
せ
ら
れ
た

（
四
三
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
七
年
九
月
）

一
八
六

仕
事
に
い
か
に
尽
力
し
精
確
に
こ
な
し
た
か
を
知
っ
た
。
そ
の
結
果
裁
判
所
で
の
仕
事
を
完
全
に
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
っ
た
が
。

彼
は
、
ポ
テ
ィ
エ
師
と
同
様
に
宗
教
心
に
篤
く
、
独
身
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
裕
福
で
は
な
く
、
こ
の
世
の
富
と
は
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

こ
う
し
た
企
図
が
神
の
命
じ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
。
そ
の
使
命
が
彼
に
と
っ
て
い
か
に
高
く
つ
い
た
と
し
て
も
、
熱
心
に
そ
し
て
き

わ
め
て
丁
寧
に
そ
れ
を
果
た
し
た
。

（
8
） 

プ
レ
ヴ
ォ
・
ド
・
ラ
・
ジ
ャ
ネ
ス
氏
に
、『
フ
ラ
ン
ス
法
学
原
理
』﹇P

rin
cipes d

e la Ju
rispru

d
en

ce F
ran

çoise, su
ivan

t l’ord
re d

es 

action
s

﹈
と
題
す
る
著
作
が
あ
る
。
同
書
は
死
後
に
よ
う
や
く
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
方
法
と
精
確
さ
は
彼
の
性
格
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

彼
の
書
き
ぶ
り
は
、
き
わ
め
て
端
正
で
か
つ
優
雅
で
あ
っ
た
。

（
9
） 

こ
れ
は
、
増
補
第
四
版
と
し
て
再
版
さ
れ
た
。

（
10
） 

一
七
六
二
年
に
、
師
は
、『
売
買
契
約
概
論
』﹇le T

raité d
u

 C
on

trat d
e V

en
te

﹈、『
買
戻
概
論
、
売
買
契
約
概
論
補
論
と
し
て
』﹇le 

T
raité d

es R
etraits, pou

r servir d
’A

ppen
d

ice au
 T

raité d
u

 C
on

trat d
e V

en
te

﹈
を
出
版
し
た
。
全
体
は
良
心
の
法
廷
及
び
外
面
の
法
廷

の
原
則
に
基
づ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
同
様
に
他
の
論
考
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。

一
七
六
三
年
に
は
、『
定
期
金
設
定
契
約
概
論
』﹇le T

raité d
u

 C
on

trat d
e C

on
stitu

tion
 d

e R
en

te

﹈、『
為
替
契
約
並
び
に
為
替
書
面
及
び

為
替
手
形
そ
の
他
手
形
に
よ
る
取
引
概
論
』﹇le T

raité du C
ontrat d

e C
han

ge; d
e la négotiation qui se fait par les L

ettres d
e C

han
ge ; 

d
e B

illets d
e C

h
an

ge &
 au

tre B
illet d

e C
om

m
erce

﹈。

一
七
六
四
年
に
は
、『
賃
貸
借
契
約
概
論
』﹇le T

raité d
u

 C
on

trat d
e L

ou
age, et d

e B
ail à R

en
te

﹈。

一
七
六
五
年
に
は
、『
賃
貸
借
契
約
概
論
補
論
、
或
い
は
海
上
貸
借
契
約
概
論
』﹇S

u
pplém

en
t au

 T
raité d

u
 C

on
trat d

e L
ou

age, ou
 

T
raité d

es C
on

trats d
e L

ou
age m

aritim
e

﹈、『
組
合
契
約
概
論
、
二
つ
補
論
、
そ
の
一　

組
合
契
約
な
し
に
成
立
す
る
団
体
よ
り
生
じ
る
債

務
関
係
に
関
し
て
、
そ
の
二　

相
隣
関
係
に
由
来
す
る
債
務
に
関
し
て
、
論
じ
ら
れ
る
』﹇le T

raité d
e S

ociété, avec d
eu

x A
ppen

d
ices, 

d
an

s L’u
n

 d
esqu

els on
 traité d

es obligation
s qu

i n
aisset d

u
 voisin

age

﹈
及
び
『
家
畜
賃
貸
借
契
約
』﹇le T

raité d
es C

h
eptels

﹈。

一
七
六
六
年
か
ら
一
七
六
七
年
に
か
け
て
、『
無
償
契
約
概
論
』﹇T

raité d
es C

on
trats d

e B
ien

faisan
ce

﹈、『
使
用
貸
借
概
論
』﹇le T

raité 

d
u

 P
rêt à u

sage

﹈、『
容
仮
占
有
概
論
』﹇le T

raité d
u

 P
récaire

﹈、『
消
費
貸
借
概
論
』﹇le T

raité d
u

 P
rêt d

e C
on

som
ption

﹈、『
寄
託
概

（
四
三
八
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
八
七

論
』﹇le T

raité d
u

 D
épot

﹈、『
委
任
概
論
』﹇le T

raité d
u

 M
an

d
at

﹈。『
準
事
務
管
理
概
論
』﹇le T

raité d
u

 Q
u

asi-C
on

trat N
egotioru

m
 

gestoru
m

﹈、『
担
保
契
約
概
論
』﹇le T

raité d
u

 N
an

tissem
en

﹈、『
射
倖
契
約
概
論
』﹇le T

raité d
es C

on
trats A

léatoires

﹈、『
保
険
契
約

概
論
』﹇le T

raité d
’A

ssu
arn

ce

﹈、『
冒
険
貸
借
契
約
概
論
』﹇le T

raité d
u

 P
rét à la grosse avan

tu
re

﹈
及
び
『
博
戯
概
論
』﹇le T

raité 

d
u

 Jeu
﹈。

一
七
六
八
年
に
は
、『
婚
姻
契
約
概
論
』﹇le T

raité d
u

 C
on

trat d
e M

ariage

﹈。

一
七
六
九
年
に
は
、『
夫
婦
財
産
共
通
制
概
論
』﹇le T

raité d
e la C

m
m

u
n

au
té

﹈。

一
七
七
〇
年
に
は
、『
寡
婦
資
産
概
論
論
』﹇le T

raité d
u

 D
ou

aire

﹈、『
居
住
権
概
論
』﹇le T

raité d
u

 D
roit d

’H
abitation

﹈、『
夫
婦
間
贈

与
概
論
』﹇le T

raité d
es D

on
ation

s en
tre m

ari &
 fem

m
e

﹈
及
び
『
相
互
贈
与
概
論　

付　

デ
ュ
ノ
ワ
慣
習
法
第
一
七
条
解
釈
』﹇le T

raité 

d
u

 D
on

 m
u

tu
el, au

qu
el est ajou

tée l’In
terprétation

 d
e l’A

rticle L
X

V
III d

e la C
ou

tu
m

es d
e D

u
n

ois

﹈。

一
七
七
一
か
ら
一
七
七
二
年
に
か
け
て
、『
所
有
権
概
論
』﹇le T

raité d
u

 D
om

ain
e d

e P
ropriété

﹈
及
び
『
占
有
権
概
論
』﹇le T

raité d
u

 

D
roit d

e P
ossession

﹈。

（
11
） 

師
は
、
あ
る
公
証
人
に
投
資
の
た
め
に
一
五
〇
〇
リ
ー
ブ
ル
を
預
け
た
。
公
証
人
は
あ
る
投
資
先
を
見
つ
け
、
師
が
こ
れ
に
同
意
し
た
の
で
、

契
約
に
署
名
さ
せ
た
。
六
か
月
後
、
公
証
人
は
師
の
も
と
に
執
行
謄
本
を
持
参
す
る
。
師
は
、
何
の
こ
と
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
師
は
、

こ
の
よ
う
な
貸
付
を
し
た
の
は
自
分
で
は
な
い
、
そ
ん
な
お
金
を
出
し
た
こ
と
も
な
い
、
と
主
張
し
た
。
公
証
人
は
た
だ
ち
に
師
の
署
名
を
本
人
に

示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

師
は
ど
う
す
べ
き
か
ま
る
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
し
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
同
じ
公
証
人
は
、
何
人
か
の
個
人
│
ポ

テ
ィ
エ
師
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
が
│
の
共
同
賃
料
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
ポ
テ
ィ
エ
師
が
請
求
を
怠
っ
て
い
た
が
、
師
に
支
払
わ
れ
る

べ
き
で
あ
っ
た
六
年
分
の
家
賃
を
持
参
し
た
。
ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
そ
れ
を
受
け
取
り
た
く
な
か
っ
た
。
師
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
自
分
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
と
考
え
た
。
少
な
く
と
も
師
は
公
証
人
と
の
あ
い
だ
で
示
談
に
し
よ
う
と
し
た
。
半
分
を
受
領
し
て
、
全
額
分
の
領
収
証
を
渡
す
こ
と
を

申
し
出
た
。
公
証
人
は
そ
の
収
支
と
会
計
に
き
ち
っ
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
師
に
全
額
を
受
け
取
ら
せ
る
た
め
に
立
腹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

（
四
三
九
）
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一
八
八

（
12
） 

師
の
家
政
管
理
人
の
名
前
は
、
テ
レ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ヴ
ォ
ワ
﹇T

hérèse Javoi

﹈
と
い
っ
た
。
彼
女
は
、
一
七
二
〇
年
以
来
、
師
の
世
話
を
し

た
。
こ
の
偉
大
な
人
物
に
関
わ
る
こ
と
は
知
る
に
値
す
る
。
そ
し
て
、
も
し
こ
の
さ
さ
や
か
な
文
章
が
、
こ
れ
が
添
付
さ
れ
た
著
作
集
の
お
か
げ
て

後
世
に
伝
わ
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
忠
実
な
家
政
管
理
人
の
名
前
に
言
及
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

彼
女
は
、
師
を
と
て
も
愛
し
て
い
て
、
師
の
健
康
の
こ
と
を
最
も
よ
く
気
遣
っ
た
。
誰
し
も
彼
女
に
恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
。
主
人
の
身
体
の
調
子

が
悪
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
師
が
執
拗
に
仕
事
を
し
よ
う
と
し
た
と
き
に
は
、
大
御
心
か
ら
法
律
書
を
す
べ
て
燃
や
し
て
し
ま
い
か
ね
な
か
っ
た
。

長
い
間
、
彼
女
は
一
年
中
、
ポ
テ
ィ
エ
師
の
友
人
の
一
人
と
と
も
に
蔵
書
の
整
理
に
苦
労
し
た
。
晩
年
、
彼
女
は
蔵
書
の
整
理
を
断
念
し
た
の
で
、

蔵
書
は
乱
雑
さ
を
き
わ
め
、
二
冊
の
本
を
揃
え
る
の
も
や
っ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ポ
テ
ィ
エ
師
は
、
彼
女
に
全
幅
の
信
頼
を
お
い
て
い
た
。
師
は
、
彼
女
に
は
内
緒
で
寄
附
を
し
て
い
た
。
彼
女
は
、
主
人
の
家
事
全
般
を
完
全
に

こ
な
し
て
い
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
師
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
何
か
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
彼
女
の
機
嫌
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

彼
女
な
く
し
て
は
、
ポ
テ
ィ
エ
師
が
私
に
よ
く
注
い
で
く
れ
た
友
情
だ
け
で
は
、
お
そ
ら
く
、
師
の
自
画
像
を
描
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
十
分
で
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
師
は
、
自
画
像
を
決
し
て
公
表
し
な
い
こ
と
、
亡
く
な
る
ま
で
は
田
舎
に
置
い
て
お
く
と
い
う
条
件
で
よ
う
や
く
、
そ
の
こ

と
に
同
意
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
私
は
そ
の
約
束
を
守
っ
た
。

テ
レ
ー
ズ
は
、
こ
の
善
良
で
純
朴
な
人
物
を
支
配
す
る
こ
と
な
ど
苦
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
女
は
そ
う
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
最
善
の
こ

と
で
あ
り
、
師
を
子
ど
も
の
よ
う
に
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
師
は
、
い
わ
ば
家
事
の
こ
ま
ご
ま
し
た
こ
と
に
は
子
ど
も
同
然

だ
っ
た
。
何
を
着
た
ら
よ
い
の
か
尋
ね
る
ま
で
も
な
か
っ
た
。
テ
レ
ー
ズ
は
、
師
の
意
見
を
聞
か
ず
、
師
の
た
め
に
師
が
必
要
と
す
る
も
の
を
購
っ

た
。
主
人
の
新
し
い
衣
装
を
み
た
人
び
と
が
、
彼
女
に
よ
ろ
し
く
と
挨
拶
を
聞
い
て
、
師
は
そ
の
こ
と
を
理
解
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
些
事

を
と
り
あ
げ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と
は
師
の
こ
と
を
描
く
の
に
役
立
つ
こ
と
で
あ
る
。

（
13
） 

師
は
、
あ
る
見
解
に
つ
い
て
、
自
分
の
過
ち
に
よ
っ
て
か
、
あ
る
い
は
問
題
を
適
切
に
把
握
で
き
て
い
な
い
た
め
に
、
誤
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
時
に
は
も
う
一
度
自
分
の
議
論
を
た
ど
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
し
、
別
の
説
明
を
求
め
た
。

（
14
） 

被
告
側
弁
護
人
が
意
見
陳
述
を
行
っ
た
と
き
に
、
し
ば
し
ば
師
は
簡
単
に
原
告
側
の
主
張
理
由
を
説
明
し
て
、
こ
う
述
べ
た
も
の
で
あ
る
、

「
某
先
生
、
相
手
方
の
言
い
分
は
こ
う
で
す
、
貴
兄
が
応
答
す
べ
き
は
こ
の
主
張
に
対
し
て
だ
け
で
す
。」、
と
。

（
四
四
〇
）
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（
15
） 

す
べ
て
の
芸
術
の
中
で
、
師
が
愛
し
た
の
は
音
楽
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
感
覚
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
音
楽
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
知

識
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
師
は
、
神
に
近
づ
け
る
こ
と
だ
け
を
求
め
て
い
た
。
音
楽
を
愛
し
た
と
い
っ
て
も
音
楽
隊
が
神
の
讃
歌
を

歌
っ
た
と
き
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
言
葉
の
意
味
を
よ
く
明
ら
か
に
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
当
時
、
師
は
感
受
性
に
鋭
く
、
顔
面
の
動

き
や
、
身
振
り
に
よ
っ
て
も
、
師
の
感
じ
た
印
象
を
外
に
表
す
こ
と
を
留
め
得
な
か
っ
た
。

も
し
師
の
仕
事
が
師
に
許
す
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
大
聖
堂
の
あ
ら
ゆ
る
ミ
サ
に
列
席
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
讃
美
歌
を
歌
う
こ
と
は
師
に

と
っ
て
喜
び
で
あ
り
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
師
は
全
身
全
霊
を
込
め
て
聖
歌
を
歌
い
上
げ
た
。
師
は
無
我
夢
中
で
聖
歌
を
歌
っ
た

と
い
う
か
、
む
し
ろ
師
な
り
の
や
り
方
で
の
朗
唱
で
あ
っ
た
。
師
の
声
は
、
耳
に
す
る
な
か
で
最
も
音
程
が
は
ず
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
16
） 

師
は
五
時
に
起
き
て
、
大
聖
堂
で
朝
課
の
間
に
語
ら
れ
る
ミ
サ
に
出
か
け
、
そ
の
一
部
を
聞
い
た
。
六
時
に
朝
食
。
そ
の
後
、
昼
食
か
法
廷
の

と
き
ま
で
仕
事
。
正
午
に
昼
食
、
一
時
半
に
講
義
、
そ
の
後
書
斎
に
戻
っ
て
夕
方
ま
で
過
ご
す
。
師
が
誰
か
答
礼
の
訪
問
を
す
る
と
き
に
は
、
通
常
、

日
曜
日
の
晩
課
の
前
か
、
木
曜
日
を
選
ん
だ
。
通
常
七
時
に
夕
食
、
夕
食
後
は
仕
事
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
九
時
に
就
寝
、
た
だ
ち
に
眠
り
に

つ
い
た
。
師
は
コ
ー
ヒ
ー
を
愛
好
し
が
、
飲
み
過
ぎ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
師
は
、
し
ば
し
ば
コ
ー
ヒ
ー
が
一
〇
時
ま
で
眠
り
を
妨
げ
る
こ
と
が

あ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
た
。
単
純
な
計
算
か
ら
、
一
時
間
の
眠
り
は
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
に
ま
さ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
17
） 

師
は
自
宅
で
は
隠
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
ほ
ど
の
心
遣
い
を
し
た
。
仕
事
で
ま
っ
た
く
手
ふ
さ
が
り
に
な
り
、
遊
ん
で
は
い
ら
れ
な
い
と

き
に
は
、
隣
の
友
人
宅
に
仕
事
に
出
か
け
た
。

（
18
） 

私
た
ち
は
、
道
中
、
ラ
テ
ン
語
で
語
り
合
っ
た
。
四
輪
馬
車
に
乗
っ
た
人
び
と
は
、
師
の
異
様
な
姿
を
見
て
、
師
の
こ
と
を
、
私
の
家
庭
教
師

で
あ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
と
看
倣
し
た
も
の
で
あ
る
。
ル
・
ア
ー
ヴ
ル
に
お
い
て
、
あ
る
人
が
師
に
魚
を
食
べ
た
い
か
と
聞
い
た
と
こ
ろ
（
そ
れ
は

日
曜
日
の
こ
と
だ
っ
た
が
）、
師
は
、
日
曜
日
に
肉
抜
き
の
食
事
を
す
る
ほ
ど
、
愚
か
で
は
な
い
と
答
え
た
。
二
人
の
旅
の
連
れ
は
別
の
こ
と
を
考

え
て
い
た
。

（
19
） 

師
は
、
一
七
三
〇
年
に
シ
ャ
ト
ー
ダ
ン
か
ら
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
リ
ュ
・
ア
ン
・
ボ
ー
ス
に
小
農
園
を
求
め
た
。
そ
こ
に
は
安
価
で
、

師
の
人
柄
と
同
じ
く
素
朴
で
慎
ま
し
や
か
な
小
さ
な
屋
敷
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
学
者
の
家
で
あ
っ
た
。
庭
は
小
さ
く
、
他
の
す
べ
て
と
同
じ

く
古
く
さ
く
、
土
地
は
と
て
も
や
せ
て
い
た
。
小
さ
な
花
壇
は
、
色
あ
せ
て
大
き
な
い
ち
い
に
覆
わ
れ
て
い
た
が
、
師
は
こ
の
い
ち
い
を
嘆
賞
し
楽

（
四
四
一
）
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し
ん
だ
。
茨
の
並
木
道
が
花
壇
を
囲
っ
て
い
た
。
私
は
師
に
い
つ
か
、
も
う
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
家
を
求
め
た
な
ら
、
よ
い
土
地
を
見
つ
け
、
快

適
な
庭
を
持
て
る
の
で
は
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
師
は
こ
う
答
え
た
も
の
で
あ
る
。「
こ
こ
で
も
庭
を
楽
し
む
に
は
十
分
だ
、
別
の
土
地
は
田
舎
っ
ぽ

い
し
、
こ
の
地
は
散
歩
に
う
っ
て
つ
け
だ
」、
と
。

し
か
し
、
師
は
、
美
し
い
田
舎
と
美
し
い
風
景
を
快
適
に
感
じ
た
。
私
は
、
し
ば
し
ば
木
曜
日
に
、
師
を
書
斎
か
ら
解
放
し
楽
し
い
一
日
を
過
ご

す
た
め
に
、
オ
ル
レ
ア
ン
に
師
を
迎
え
に
行
っ
た
。
何
よ
り
も
私
た
ち
は
オ
リ
ヴ
ェ
の
別
荘
の
中
を
散
策
し
た
も
の
だ
っ
た
。
師
は
立
ち
つ
く
し
て
、

ま
る
で
風
景
の
美
し
さ
に
恍
惚
と
し
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
立
ち
去
る
に
あ
た
っ
て
、
よ
う
や
く
私
に
こ
う
い
っ
た
。「
こ
の
地
上
に

は
永
遠
の
都
は
あ
ら
ず
」、
と
。

（
20
） 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
、
あ
る
日
師
に
、
無
理
や
り
わ
が
家
に
泊
ま
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
師
は
わ
が
家
に
食
事
し
に
来
ら
れ
た
。

突
然
激
し
い
雨
に
な
り
、
私
は
と
て
も
帰
し
た
い
と
思
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
師
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
が
、
テ
レ
ー
ズ
を

心
配
さ
せ
る
こ
と
を
怖
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
こ
の
障
害
は
取
り
除
か
れ
た
。
い
つ
も
主
人
の
あ
と
に
徒
歩
で
付
い
て
い

た
召
使
い
の
セ
ザ
ー
ル
が
馬
で
リ
ュ
へ
戻
り
、
主
人
が
雨
で
ず
ぶ
れ
に
な
ら
ぬ
よ
う
そ
の
日
の
う
ち
に
帰
宅
し
な
い
と
約
束
し
た
こ
と
を
テ
レ
ー
ズ

に
伝
え
さ
せ
た
。
私
は
師
の
習
慣
を
邪
魔
し
よ
う
な
ど
と
は
ま
っ
た
く
思
わ
な
か
っ
た
。
わ
が
客
人
は
九
時
一
五
分
に
眠
り
に
に
つ
か
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

私
は
、
師
が
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
ピ
ケ
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
ど
う
か
知
り
た
か
っ
た
。
師
は
か
つ
て
、
教
会
参
事
会
員
で
、
一
七
二
九
年
に
亡

く
な
っ
た
師
の
伯
父
と
毎
晩
そ
の
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
ん
だ
。
そ
の
ゲ
ー
ム
は
師
に
は
大
変
退
屈
で
、
寝
る
た
め
に
負
け
続
け
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
師

は
そ
れ
以
来
こ
の
ゲ
ー
ム
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
師
は
ル
ー
ル
を
完
全
に
覚
え
て
い
て
、
カ
ー
ド
遣
い
だ
け
は
へ
た
で
は
な
か
っ
た
。

（
21
） 

ポ
テ
ィ
エ
師
が
埋
葬
さ
れ
た
大
墓
地
に
設
置
さ
れ
た
墓
碑
銘

ロ
ベ
ー
ル
＝
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ポ
テ
ィ
エ
師
、

こ
こ
に
眠
る
。

法
の
知
識
に
よ
り
、
真
摯
な
研
究
に
よ
り
、

著
作
に
よ
り
、
助
言
に
よ
り
、

（
四
四
二
）



ポ
テ
ィ
エ
師
頌
（
吉
原
）

一
九
一

精
神
の
誠
実
さ
に
よ
り
、
性
向
の
純
朴
さ
に
よ
り
、

生
活
の
高
潔
さ
に
よ
り
、

卓
越
し
た
る
人
。

す
べ
て
の
高
潔
な
る
市
民
に
、

学
問
に
熱
心
な
若
者
た
ち
に
、

何
よ
り
も
貧
し
き
人
び
と
に
、

彼
ら
の
た
め
に
師
は
自
ら
清
貧
に
生
き
、

自
ら
の
永
遠
の
希
望
を

残
し
た

再
び
取
り
返
さ
れ
た
救
済
の
年　

一
七
七
二
年
に

享
年　

七
三

市
長
及
び
造
営
官
は

市
と
自
ら
の
名
に
お
い
て

建
立
せ
り

＊
本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
度
〜
二
〇
一
六
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
レ
グ
ラ
エ
の
研
究
」
研
究
課
題
番

号 25380013 

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
訳
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
波
多
野
敏
教
授
よ
り
多
く
の
ご
指
摘
と
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、

不
明
の
点
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
も
と
よ
り
文
責
は
す
べ
て
訳
者
の
負
う
も
の
で
あ
る
が
、
教
授
の
ご
助
力
に
対
し
て
、
こ
の
場

を
借
り
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
四
四
三
）
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